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研究主題 

進んで運動に取り組む子どもの育成を目指して 

～体つくり運動の学習を通して～ 

 

佐賀市立赤松小学校  教諭 内堀 瑛太 

 

１ 主題設定の理由 

 2020 年にオリンピック・パラリンピックが招致されることが決定し、スポーツ庁の設置をはじめ、

選手強化に向けた事業など、国や各自治体は様々な取り組みを行ってきている。 

 子どもの体力・運動能力の現状を見ると、新体力テスト施行後の１７年間の合計点ではゆるやかな

向上傾向を示しているが、一部の種目では下降傾向を示している。原因としては、「運動に対する国民

の意識」や「子どもの生活習慣」、「子どもを取り巻く環境の変化」などがあげられている。 

平成 23 年度から全面実施された学習指導要領では、旧学習指導要領から引き続き、小学校段階で

は、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を養うことや、体育の学習を通して運動の楽しさ

を味わわせ、子どもたちが運動を好きになり、進んで運動しようとする態度を育てる必要性を明記さ

れている。運動領域の改善では、特に「体つくり運動」について一層の充実が必要であることとして、

小学校全学年の対象となった。さらに体力を向上させることが求められている。 

本学級においても、子どもにとって体育は好きな教科であり、昼休みも好んで外遊びをする子がい

る一方、運動が苦手なでなかなか運動に対する肯定的イメージが持てない子どももおり、運動に積極

的に参加する子どもとそうでない子どもの二極化が見られる。また、好きな運動に集中する傾向があ

り、様々な運動を経験する機会が限られている。そこで、子どもたちに多様な運動を経験させること

によって、運動の楽しさをより感じさせ、子どもがもつ「好きな運動」のイメージの幅を広げ、より

運動への興味・関心を高めることができると考え、本主題を設定した。 

 

２ 研究の目標 

  多様な動きをつくる運動において、運動への肯定的なイメージをもたせるための授業の在り方を

探る 

 

３ 研究の仮説 

 体つくり運動の多様な動きをつくる運動において、子どもの実態をもとに運動を提示すれば、子

どもが新たな運動の楽しさに気づき、運動に対する興味・関心が高まるであろう。 

 

４ 研究の進め方 

（１）研究の内容 

 ① 運動に対する子どもの実態を調査する。 

 ② 「多様な動きをつくる運動」の事業を実践する。 

 ③ 検証授業による成果と課題を考察する。 

（２）研究の方法 

 ① アンケートによる運動への興味・関心の変容を見る。 

 ② 授業のふりかえりの記述から、楽しく運動できたかを見る。 
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（３）研究の計画 

  ・研究対象：第 4学年 

  ・１学期 …①子どもの実態調査をもとにした研究計画を作成する。 

        ②多様な動きをつくる運動の授業実践Ⅰを行う。 

  ・夏季休業…①授業実践Ⅰの検証と修正を行う。 

  ・２学期 …①多様な動きをつくる運動の授業実践Ⅱを行う。 

②実態調査による手立ての有効性を検証する 

 

５ 研究の実際 

（１）授業実践Ⅰ H27年 7月実施  

第 4学年 （男子 17名、女子 16名） 

単元名  「運動食いしん坊」（体つくり運動 ～多様な動きをつくる運動～） 

 

  本実践では、教師主導で各授業時間に下の表にあるような運動を意図的に提示（運動名称は指導

者が作成）した。運動によっては、例示した動きをヒントにどのような動きができるか考えさせた

り、人数や用具の数などの要素に注目させたりして、自主的な活動を促した。 

 

子どもの実態 教師の意図 提示した運動例 

■好きな運動の種類には、個別に偏り

があったり、マイナスイメージをも

ったりしている子どもがいる。 

■１～３年生までの間に、多様な動き

をつくる運動（遊び）の経験が少な

く、ほとんどの子どもが多様な動き

の習得が不十分である。 

□経験のない運動への関心は高い。 

どの子どもでもできる運動をより多

く経験させる中で、楽しさを味わわ

せ、運動に対する肯定的なイメージを

もたせたい。 

 

【運動を提示する上での視点】 

・友だちと競争して楽しむもの 

・友だちと協力して楽しむもの 

○体のバランスをとる運動 

・いろいろポーズ 

・おっとっと！ 

・人間ゴマ 

○体を移動する運動 

・ジェンガ 

・ものまね行列 

・忍者は倒さない 

・進化ジャンケン 

○用具を操作する運動 

・クルクル回せ 

・サンドイッチ 

・かっとばせ 

・いろいろパス 

○力試しの運動 

・2人でチクタク 

・ジャングル 

・魔法の絨毯 

・マットの宅急便 

 

○実践の検証 

 ・「上手にできないから、体育の授業が嫌い」と答えていた子どもが、「上手にできなかったけど、

みんなと一緒に運動できて今日は楽しかった」と学習カードのふりかえりに書いており、運動の

異なる要素に楽しさを見出していた。 

 ・ボール以外の用具を使った運動経験が乏しい子ども数人が、「初めてラケットでボールを打てて楽

しかった」とふりかえりで発表しており、経験のない運動の楽しさを感じさせることができた。 

 ・平均台の上ですれちがう運動では、平均台の下にマットを敷いていたが、それでも落下すること

に恐怖を感じている子どもがいた。今後、阻害要因を取り除いた場づくりの工夫をしていく。 

  ・難しさがあるから楽しさを味わえる子どももいれば、難しいと意欲が落ちてしまう子どももいる
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ため、どの程度の難しさにするか、実態と照らし合わせて活動を選択していく。もしくは、難し

さを調整できる活動を選択する必要がある。 

  ・運動のねらいの範囲内で、いろいろな動きを自由に選択できるようにしたことで、自らどのよう

な動きができるか考え、意欲的に活動する姿が見られた。自ら考えさせることと、意欲との関連

性を改めて確認できた。 

 

（２）授業実践Ⅱ H27年 11月実施  

   第４学年  （男子 16名、女子 16名）  

単元名  「ロープ・ステップ・ジャンプ」 （体つくり運動～多様な動きを作る運動～） 

 

○ 運動の特性 

ア 一般的特性 

    様々な長さ、太さのロープやひも使って動きの質を高めたり、友だちと一緒に競争したりして楽

しむ運動である。 

 

イ 子どもから見た特性 

 ①運動への親しみと体力の状況 

・「運動が好き」と答えた子どもは、32人中26人（好き17人、まあまあ好き9人）だったが、好きな

運動には個人差があり、「ドッジボールとサッカーだけが好き」と答えた子どももいた。 

・体力・運動能力調査において、学級の平均は佐賀県平均と概ね同じ数値だったが、柔軟性、走力、

投げる力は佐賀県平均を下回っている。特に、柔軟性は佐賀県平均との開きが大きかった。 

②体つくり運動や縄を使った運動の経験 

 ・体つくり運動は、全学年で教育課程に組み込まれているが、子どもたちのこれまでの経験は少な

かった。そこで、一学期に様々な運動を経験させるために、教師主導で多様な動きをつくる運動

を経験している。また、２学期には、ボールを使った多様な動きをつくる運動を経験し、その中

で主体的に動きや場を工夫しながら運動してきている。 

 ・綱引きや長縄、短縄を全ての子どもが経験しているが、その他のロープやひもを使った運動の経

験には個人差がある。外遊びでは、アスレチックの綱でできた遊具で遊んだ経験がある子どもも

いた。 

・短縄については、子どもの75％(24人)は「できるようになるのが嬉しい」や「友だちと競える」

のように、達成感や競争意識を理由に好きだと答えている。一方で、「なわが当たると痛い」や「ひ

っかかって転ぶといや」のように、痛みや成功経験の少なさから苦手意識をもっている子どもも

いる。 

  ③志向性 

・男子は、力いっぱい運動することに最も楽しみを感じている子どもがほとんどであるが、その反

面、力を加減することにはあまり慣れていない。一方で女子は、友だちと運動することに最も楽

しみを感じている子どもが多いが、運動による爽快感を感じた経験は少ない。 

・「どのような動きをしてよいか分からない」「用具が足に当たって痛い」等で学習意欲が下がる。 

 

○ 教師の授業への意図 

ア 場について 

  ロープやひもを使った運動経験が少ないことや、体力・運動能力調査の結果などの実態をふまえ、

次のような場を設定する。 
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子どもの実態 教師の意図、手立て 運動の具体例 

■縄跳びの技の習得を願っている

が、上手く跳べずに、縄跳びに対

して肯定的なイメージをもつこと

ができない子どもがいる。 

□難しい技にどんどん挑戦したい子

どもがいる。 

○自分の力にあった技で、どの子ども

も意欲的に取り組めるようにする。 

・縄跳びの技を「回す向き」「着地の

足」「回旋のリズム」「回し方」に細分

化し、これらを選んで組み合わせをさ

せる。 

○得意ではない子ども 

・１回旋２跳躍 

・かけ足跳び 

・前回しかけ足跳び 

○得意な子ども 

・二重跳び 

・あや二重跳び 

■不安定な足場での運動経験が少な

い。 

□平均台を、いろいろな体の動きで

渡る運動の関心が高い 

 

 

○不安定な場を設定し、体のバランス

をとる運動を経験させる。 

・平均台や綱を置き、障害物の数、進

む速さ、距離、人数を工夫させる。 

・友だちと協力して運動を楽しませ

る。 

○体のバランスをとる運動（初期） 

・落ちないように綱を渡る。 

・輪のロープを腕にかけて、落とさない

ように平均台を渡る。 

○体のバランスをとる運動（発展） 

・輪のロープを友だちと持ち、協力して

平均台や綱の上を渡る。 

・輪のロープを持って友だちとつなが

り、ケンケンしながら玉を動かす。 

■体力・運動能力調査の結果から、

跳躍力と走力に課題をもつ子ども

が半数を占めている。 

■連続して跳んだりくぐったりしな

がら移動する運動は、経験が十分

ではない。 

○素早く体を移動する動き（跳んだり

這ったり）を経験させる。 

・ゴムひもの高さやコーンの位置を調

整できるようにし、自分の力に合った

場をつくれるようにする。 

・友だちと競争して、運動を楽しませ

る。 

○体を移動する運動（初期） 

・コーンに張ったゴムひもの上を跳び越

える。 

・コーンに張ったゴムひもの下を転がっ

たり這ったりする。 

○体を移動する運動（発展） 

・コーンに張ったゴムひものコースをつ

くり、隣同士で競争する。 

・ゴムひもを張ったコーンを複雑に配置

し、その中で鬼ごっこをする。 

■動きの速さや力を調整すること

に、慣れていない子どもがいる。 

□全身を使って、力いっぱい運動す

ることが好きな子どもが多い。 

 

 

○全身を使って、引っ張ったり力を緩

めたりする運動を経験させる。 

・人数や距離、用具の使い方を工夫さ

せる。 

・友だちと引っぱり合う綱引きや、友

だちを引っ張って競争する運動をし

て、楽しませる。 

○力試しの運動（初期） 

・雑巾の上に乗せた友だちに綱を持って

もらい、もう片方の綱を持って友だち

を引っ張って移動させる。（以下そり

の運動と呼ぶ） 

・短い綱による少人数の綱引き。 

・友だちとタオルを持ち、タオルを引っ

張ったり引く力を緩めたりする。 

○力試しの運動（発展） 

・人数を変えた綱引き。 

・そりの運動による競争。 

・雑巾の上に乗せる人数を変えたそりの

運動 

■自分の体への気づきがもてず、正

しいストレッチができていない。 

■体力・運動能力調査の結果から、

柔軟性に課題をもつ子どもが学級

の３分の２を占めている。 

○柔軟性を高めるために、正しいスト

レッチの仕方を理解、経験させる。 

・正しいストレッチの仕方を資料とし

て提示する。 

・伸びる補助用具（ゴム）を活用させ、

友だちと協力して運動させる。 

○柔軟性を高める運動（初期） 

・ストレッチロープを使ったストレッチ 

（肩周り、腿の裏、腰、二の腕） 

○柔軟性を高める運動（発展） 

・ストレッチロープを使って、友だちと

ストレッチ 

（肩周り、腿の裏） 

・倒れた時の痛みや転倒の可能性があることによる阻害要因を取り除くために、場にマットを敷いた

り、跳び越えるひもをゴムひもにしたりする。 

・子どもが意欲的に運動できるように、要求や様相に応じて場を増減したり、人数、障害物の種類や

数、ゴムひもの向き等の工夫する要素を提示したりする。 
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○ 子どもの様相に応じた場の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学習のねらい 

  様々な長さ、太さのロープやひも使った運動に親しみ、友だちとの関わりの中で動きの質を高めた

り、一緒に競争したりして楽しむ。 

 

○ 学習の道すじ 

１ 
２      ３      ４      5      ○6       ７ 

学習の

はじめ 

自分に合った技や回数に挑戦して、短縄を楽しむ。 

ねらい１ 

様々なロープや縄を使った場で、い

ろいろな運動をして楽しむ。 

ねらい２ 

様々なロープや縄を使った場で、グループ毎

に競争したり協力したりして楽しむ。 

0 

45 

○マッスルゾーン 

（力試しの運動をする場） 

・子どもたちが綱引きの場に多く集まったた

め、１つだった綱引きの場を３時目から２

つに増やした。 

・力の強さや体重の差を考え、自主的に人数

を調整する姿が見られた。 

○おっとっとゾーン 

（体のバランスをとる運動をする場） 

・子どもが今もっている力で楽しめるよう

に、平均台や綱の「距離」や「配置」を視

点として与えたことで、個人やグループで

運動を工夫していく姿が見られた。 

○やわやわゾーン 

（柔軟性を伸ばす運動をする場） 

・ストレッチの仕方を子ども自身が考えるの

は難しいため、いくつかの運動例を写真に

して場の横に提示した。 

・「足がピリピリする」「ひざを伸ばす」など

のキーワードを投げかけたことで、体への

気づきをもつような運動につながった。 

○にんじゃゾーン 

（体を移動する運動をする場） 

・跳ぶ、くぐる、はう等の動きを連続して行

うことで、巧緻性を身につける運動につな

がった。 

・コーンの配置やゴムひもの高さ、動きを工

夫して、競争を楽しむ姿が見られるように

なった。 
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○ 本時の指導（6/7 11月 26日実践） 

ア ねらい 

様々なロープや縄を使った場で、友だちと競争したり協力したりして多様な動きを楽しむことがで

きる。 

イ 展開 

 学 習 活 動 教師の支援 

 

 

 

は

じ 

め 

 

１ 短縄で５分間縄跳びをする。 

 

 

２ 場の準備をする。 

 

３ 自分のめあてを確認し、学習の見通しを

もつ。 

 

○自分の力に合わせて考えた技に取り組ませる。 

○子ども一人一人の様子を見回り、子どものつ

まずきに応じて助言する。 

○安全に気をつけて、みんなで協力して取り組

んでいるか観察し、指導する。 

○ペアでめあてを発表させ、本時におけるめあて

を確認させる。 

○めあてを立てるだけになりがちな子どもに声

をかけ、めあてを意識させる。 

○前時における子どものふりかえりから、「より

素早く」や「足を伸ばした柔軟」などを取り上

げ、動き質の高まりを意識させる。 

 

 

な 

 

 

か 

 

 

 

 

４ ２つの場を１５分ずつ回り、場に応じて

友だちと競争したり協力したりして運動

する。 

 

【場における活動グループ】 

 前半 後半 

マッスル Ｅ、Ｆ Ｇ、Ｈ 

おっとっと Ａ、Ｂ Ｃ、Ｄ 

やわやわ Ｇ、Ｈ Ｅ、Ｆ 

にんじゃ Ｃ、Ｄ Ａ、Ｂ 
 

 

 

○T1と T2で見る場を分担し、全ての子どもに目

を向けられるようにする。 

○それぞれの場の様子を見て、適宜指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○動きの質の高まりにつながる視点に注目する

ように声をかけ、アドバイスさせる。 

○ルールや運動の仕方が分からないがために意

欲が下がる子どもに個別に声をかけ、どのよう

な運動をするか確認させる。 

○勝敗に強くこだわりがちな子どもには、次の競

争で勝てるための動きの工夫を考えさせる。 

友だちときょうそうしたり協力したりして、運動を楽しもう！ 

・マッスルゾーン 

⇒綱引きの人数が多すぎないか 

⇒タオルの引っ張り合いにおける子どもの距離 

⇒魔法の絨毯におけるルールの周知状況 

・おっとっとゾーン 

⇒平均台上の用具の配置状況（安全面） 

⇒子どもによる場の工夫が、動きの高まりにつな

がるかどうか 

・やわやわゾーン 

⇒体を伸ばすことに意識が向いているか 

⇒ストレッチをしている子どもと、サポートし

ている子どもの関わりの状況 

・にんじゃゾーン 

⇒競争するにあたってのルールの周知状況 
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ま

と

め 

 

 

５ 本時のふりかえりをする。 

 

 

 

 

 

 

６ 後片付けをする。 

○めあてに沿って、具体的にふりかえることがで

きているか確認し、抽象的な子どもには発問を

しながら具体を引き出す。 

○動きの質の高まりにつながるアドバイスや、励

ましの声をかけていたグループを紹介し、全体

で評価する。 

○安全に気をつけて、みんなで協力して取り組ん

でいるか観察し、指導する。 

 

 

 

 

 

６ 研究の結果と考察 

（１）運動に対するイメージの変容の分析 

  下記のグラフは、各運動における子どものイメージの変容を数値化し、その平均化したものを表

している。「2」は好き、「1」は嫌いを表している。また、「1.5」を好きと嫌いの中間基準点とし、

これより上の数値を「運動に対するイメージがよい」と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ 1からわかるように、ほとんどの運動でイメージがよくなった。伸びが大きかった縄跳びは、

実践Ⅱのすべての時間に設定していた。自分の力に合った技をつくらせたことで、多くの子どもが意

欲的に活動できたと考える。また、ボールの操作は、すべての子どもが好きになった。「ボールを友だ

ちと体で挟み、移動する」「平均台から落ちないようにキャッチボールをする」などの、経験の少ない

運動がある実態を考慮して、運動の場を提示したことが要因だと考える。 

領域別に考えると、体のバランスをとる運動、体を移動する運動は、ほぼ横ばいだったが、それ以

外の領域はイメージが向上したと言える。特に、体の柔軟性を伸ばす運動は、実践前では「嫌い」に

寄っていたイメージが、実践後には「好き」に寄っている。 

 

・めあては達成できたか 

・どんな運動をどのようにすると楽しかっ

たか 

・友達のよい動き 

【評価】 

・用具の使い方や運動の行い方のきまりを守り、友だちと仲よく運動をしようとしている。 

・様々なロープやひもを使って、移動、バランス、力試し、ストレッチなどの運動ができる。

（運） 

グラフ１ 各運動における子どものイメージの変容（学級全体） 

1 
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チ 
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事後 

バランス 体の移動 用具の操作 力試し 柔軟性 
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実態調査において、運動することを「好き」「まあまあ好き」と答えた子どもを上位層（26人）、「あ

まり好きではない」「嫌い」と答えた子どもを下位層（5人）と設定した。 

グラフ２からわかるように、上位層は、ほぼすべての運動のイメージがよくなった。領域別に見る

と、用具を操作する運動に対するイメージの向上が目立つ。運動への関心がもともと高い子どもたち

に、フラッグフットボールやテニスボール、輪にしたロープなどのこれまで扱ったことのない用具を

取り入れたことで、より興味・関心が高まったからだと考える。その一方で、「運動することは好きで

すか」というアンケートの問いに対して、実践前は「好き」と答えていた子どものうち、４人が実践

後には「まあまあ好き」と答えていた。実践前は好きな理由に「すっきりするから」を挙げていたが、

実践後では挙げていなかった。よって、一部の上位層の子どもにとって、力いっぱい活動することに

よる爽快感が、実践では味わうことができなかったと考えられる。 
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0.8 

1.0 
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1.4 
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1.8 

2.0 

押
し
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う 
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る 

走
る 
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の
操
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ト
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事後 

バランス 体の移動 用具の操作 力試し 柔軟性 

グラフ２ 各運動における子どものイメージの変容（上位層）※好きを２、嫌いを１として計算している  

バランス 体の移動 用具の操作 力試し 柔軟性 

グラフ３ 各運動における子どものイメージの変容（低位層）※好きを２、嫌いを１として計算している  

（「蹴る運動」のグラフを表示するため、縦軸の最低値を 0.8としている ） 
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 グラフ３からわかるように、イメージがよくなった運動とそうではないものとでばらつきが出た。

下位層は、これまでのゲーム領域で、「ボールに触りにいけなかったり、動き方がわからなかったりし

て楽しめなかった」と話していた子どもが多かった。ボールを操作する運動のイメージが大きく向上

したのは、一人一人ボールに触れる機会が多かったことが要因であると考える。 

一方で、押し合う運動や引っ張り合う運動、走る運動等は、イメージが悪くなっている。これらの

運動に共通することは、「競争して楽しむ」という特性に触れさせる取り上げ方をしたことである。勝

てないことで、楽しさを感じることができなかったことが要因だと考える。運動に対して肯定的なイ

メージをもたない子どもには、「競争」よりも「協力」「達成」の特性をもつ運動から経験させていく

ことで、少しずつイメージを高められるかもしれない。また、そのような子どもでも、運動のコツが

わかり、それを体現できる手立てや、運動が得意な子どもとの差を小さくする場の設定が必要だった。 

 

（２）抽出児のふりかえりの分析 

 上位層、下位層から気になる子どもを１人ずつ抽出し、２人の様子を追った。今回は、それぞれの

ふりかえりの記述から、実態に合わせた場を設定することの有効性を検証した。 

上位層の子ども【Ｒ児】 下位層の子ども【Ｓ児】 

○実態 

・運動が、好き。 

・理由は、「すっきりする」から。 

・「蹴る」「投げる」「ボールの操作」で、それ以外

の運動は好きではない。 

・休み時間は毎日外で過ごしているが、サッカー

かドッジボール以外の運動をしていない。 

○実態 

・運動が、あまり好きではない。 

・理由は、「疲れる」「ボールや人が怖い」「汗をか

くのが嫌」「ぶつかり当たったりするのが嫌」。 

・体育が、嫌い。 

・休み時間は、読書をして過ごすことが多い。 

・社会体育には、属していない。 

【２時目】 

マッスルゾーンのつな引きが楽しかったです。 

【２時目】 

いろいろな運動を、自分から進んですることがで

きたので、よかったです。 

【３時目】 

にんじゃゾーンで、コーンを動かしてコースを作

りました。ゴムに当たらないように、とんだりく

ぐったりするのが楽しかったです。 

【３時目】 

にんじゃゾーンで、進むコースを変えて、くぐっ

たりとびこえたりするのが楽しかったです。 

【４時目】 

おっとっとゾーンで、平均台の上にミニコーンを

置いてむずかしくすると、楽しかったです。 

【４時目】 

つな引きでは、力が強い人とでも、引っ張り方や

人数を変えてすると勝てて、楽しくできました。 

【５時目】 

ストレッチゾーンで、ひざを曲げずに伸ばしてす

ると、やわらかくなってよかったです。 

【５時目】 

頭に玉を乗せて平均台をわたると、落としそうで

はらはらして、楽しかったです。 

【６時目】 

バランスゾーンで、みんなでかたに輪をかけて、

後ろの人がその輪を持ってつながりました。落ち

ないようにバランスをとるのが楽しかったです。 

【６時目】 

８人で輪っかを使ってつなげると、みんなで協力

しているみたいで楽しかったです。 

【７時目】 

つな引きで、人数を変えてすると、おもいっきり

引けて楽しかったです。 

【７時目】 

競争すると、勝ちたい気持ちが強くなって、あせ

もいっぱいかけて、とても楽しく運動できました。 

 表１ 実践Ⅱにおける、抽出児の実態とふりかえり 
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 上位層のＲ児は、運動に対して肯定的なイメージをもっているが、好きな運動に偏りがあるのが気

になっていた。また、下位層のＳ児は、運動に対するイメージが悪く、日頃から運動する習慣もない

ことが気になっていた。 

 表１を見てみると、どちらの子どもも「楽しかった」「よかった」などの記述が見られ、運動を楽

しめたことがわかる。 

Ｒ児は、【５時目】で体が柔らかくなったことを記述し、事前アンケートで課題として挙げていた「柔

軟性」の高まりを実感することができた。また、事前アンケートでは、好きな運動が 3種類だったの

に対して、事後アンケートでは、10種類に増えていた。もともと、偏った運動に対する肯定的なイメ

ージが、多様な運動の中で、楽しさを味わうことによって、様々な運動へと広がったと言える。 

Ｓ児は、【２時目】から「進んで運動できた」と記述しており、運動に対する興味・関心が高いこと

がわかる。また、【６時目】や【７時目】の記述には、「協力して楽しかった」「競争すると楽しく運動

できた」とあり、提示した運動の特性に触れて運動し、楽しさを味わうことができていることがわか

る。事後アンケートでは、運動することを「まあまあ好き」と答え、理由でも「すっきりするから」

「楽しいから」と答えていた。多様な運動の中で、楽しさを味わうことによって、運動に対する肯定

的なイメージをもつようになったと言える。 

 

７ 研究のまとめ 

  本研究では、運動に対する興味・関心を高めることにつながる「子どもの実態に合った場」に焦

点を当てて研究を進めてきた。その中で、明らかになったことを以下のように整理した。 

（１）成果 

○子どもの実態に合わせた場を提示したことで、多くの子どもが多様な運動を経験する中で楽し

さを味わい、多様な運動に対する肯定的なイメージをもつようになった。 

○運動に対して肯定的なイメージをもつ子どもにも、あまり経験のない運動を経験させることで、

多様な運動の楽しさに気づかせることができた。 

○運動に対して肯定的なイメージをもてていない子どもには、競争して楽しさを味わう運動より

も、友だちと協力したり、目標を達成したりすることで楽しさを味わう運動に興味・関心がわ

くことがわかった。 

（２）課題 

○体つくり運動における６学年の系統性をふまえた授業の在り方 

○中学年における「動きの質の高まり」を目指した主体的な学習の在り方 

○運動に対して肯定的なイメージをもてていない子どもに、経験させる運動の順番 

○すべての子どもたちが運動のもつ特性に触れて楽しめる手立てと場の設定 

 

８ 参考資料 

○文部科学省HP http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/20/11/08100803/008/003.htm 

○学習指導要領解説体育編 

○文部科学省「小学校体育（運動領域）まるわかりハンドブック 中学年」 

○小学館「教育技術ＭＯＯＫ すぐ使える！体つくり運動の指導法」 

○文部科学省「学校体育実技指導資料 第７集 体つくり運動‐授業の考え方と進め方‐」  

○本庄小学校体育部作成「基礎的な運動感覚づくりを支える準備運動例」 

○愛知県教育委員会資料 www.pref.aichi.jp/kyoiku/sports/school/.../katuyoujireisyuu.pd... 

○岩手県教育委員会「平成２３年度小学校体育実技指導者講習会 資料」 
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個人研究の部 特別支援教育 

 

研究主題「読み書きにつまずきのある児童のアセスメントに基づく効果的支援の研究」 

‐通級指導教室の実践を通して‐ 

 

佐賀市立高木瀬小学校 教諭 鶴田 敦司 

 

１ 主題設定の理由 

  平成 19年４月に文部科学省が示した「特別支援教育の推進について（通知）」（1）では，「…障害の

ある幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し，その持てる力を高め，生活や学習上の困難を改

善又は克服するため，適切な指導及び必要な支援を行うこと」と述べられている。つまり，適切な指

導及び必要な支援を行っていくためには，一人一人の教育的ニーズの把握をすることができるアセス

メントの必要性が挙げられている。 

  また，平成 24年 12月５日に文部科学省から公表された「通常の学級に在籍する発達障害の可能性

のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果」（2）では，通常学級で何らかの困難

さを抱いている児童生徒が 6.5％いると示され，その中で，知的発達に遅れはないものの学習面の困

難さを示す児童生徒が 4.5％いることが示唆されている。 

さらに，今回の調査の協力者会議が行った本調査結果に対する考察の中で，学習面の「読む」又は

「書く」に著しい困難を示すとされた児童生徒の割合と比較して，「聞く」又は「話す」に著しい困難

を示すとされる児童生徒の割合は少ないことが述べられている。この結果をふまえると，学習面の「読

む」又は「書く」ことに対する何らかの取り組みが今日の学校現場において必要であると思われる。  

一方，支援の必要性や支援内容についてでは，学習面又は行動面で著しい困難を示すとされ，さら

に，校内委員会において特別な教育的支援が必要とされた児童生徒の割合が 18％にとどまっている現

状がある。そのことをふまえると，校内委員会での支援の必要性の判断に関して苦慮していることが

分かる。さらに，児童の実態把握は行っているが，指導方法への十分な理解につながっていないこと

が示唆されている。 

これらのことから，実態把握に伴う適切で効果的な指導・支援について取り組んでいくことは，各

担任をはじめ学校全体のこれからの課題と考えることができる。さらに，児童生徒に対する個別の教

育支援計画や個別の指導計画の作成も進められている現状のことをふまえると，効果的な指導・支援

に結びつくための実態把握（アセスメント）の在り方を再検討し，そのアセスメントをもとにした指

導・支援の実践を評価し，アセスメント方法について考察していくことは，有意義な取り組みといえ

るであろう。 

そこで，本研究では，「読み」と「書き」に困難さを示す児童に対して，多角的なアセスメントを行

い，それぞれのアセスメントを関係付けて解釈していく総合的アセスメントの方法を模索する。そし

て，その総合的アセスメントから言語通級指導教室での個別指導・支援につながる実践を評価・分析

し，その効果についても検討していきたいと考えた。 

この研究により，総合的アセスメントの方法から支援に結びつける一連の流れの事例を示すことが

できる。また，「読み」と「書き」に困難さを示す児童へのアセスメント方法が分かり，それにより各

担任が学級でできる指導・支援の方向性を示すことが可能になると考え，本研究主題を設定した。 

２ 研究の目標 

  児童の認知特性や読み書きに関するアセスメントを相互に関連させて分析する総合的アセスメント

方法をとおして，児童の読み書きの困難さに対する効果的な支援方法を探る。 
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３ 研究の仮説 

  児童の読み書きに関するチェックテストと学習面・行動面及び認知特性の分析とを関連付けて行う

総合的アセスメントに基づいた支援・指導を行えば，児童の特性にあった読み書きに関する困難さの

解消につながるであろう。 

４ 研究の内容と方法 

(1) 内 容 

ア 児童の「読み」と「書き」の困難さの原因を探るそれぞれのアセスメント分析を行う。 

イ 児童の総合的アセスメント分析表を作成して支援方法を明確化する。 

ウ 総合的アセスメント分析表に基づいた一事例に対する指導の実践を行う。 

エ 実践した指導の評価及び分析から総合的アセスメントの有効性について考察する。 

(2) 方 法  

  図１に示すように矢印の手

順をふんで，児童に実施した

個々のアセスメントを相互に

関連させる２段階の分析を行

い，それをとりまとめた総合

的アセスメントシートを作成

する。そこから指導の実施と

評価分析までを行うようにす

る。 

ア 【第１分析】児童の学習

面及び行動面の分析，

WISC‐Ⅲ等の分析，読

み書きに関するチェッ

クテストの実施及び分析を行う。 

イ 【第２分析】第 1分析の個々の結果を相互に関連させて，結果の検証を行う。 

ウ 第２分析に基づき導き出した児童の実態を総合的アセスメント分析表にまとめて作成し，「読

み」と「書き」に関する支援の方向性を明確化する。 

エ 総合的アセスメント分析表に基づいて児童の困難さに合わせた「読み」と「書き」に関する指

導を行う。 

オ 実践した指導に対し，指導の様子及び教材のふりかえりを

用いて，総合的アセスメント分析表に基づいた指導及び支

援を検証し，その結果から，総合的アセスメントの有効性

を考察する。 

５ 研究の実際 

(1) 事例Ａ児の第１分析 

ア WISC‐Ⅲの分析 

   本児は，１年生の 2014年１月に WISC-Ⅲの知能検査を受け

ている。検査中の様子も重要なアセスメント情報だが，今回

は検査中の様子については情報が得られていない。よって，

プロフィール分析表（図 2・図 3）を見ながら，認知特性についてアセスメントを行った。 

   本児は，全検査 IQ（FIQ）97（パーセンタイル順位 42 90％信頼区間 92～103）で知的発達水

図２ 群指数間のばらつき 

①～③のアセスメントを相互に関連させた総

合的なアセスメント 

児童の「読み書きに関する」つまずきのニーズ 

①個別検査による 

アセスメント 

②「書く」チェックに

よるアセスメント 

③行動観察による 

アセスメント 

児童への適切な支援方法による実践 

第１分析 

第２分析 

ウ 総合的アセスメントシートの作成 

児童への適切な支援内容だったかの評価・分析 

図１ 総合的アセスメントから指導・支援・分析・評価の流れ 
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準は平均域であると推定された。また，言語性 IQ（VIQ）

100，動作性 IQ（PIQ）94であり有意差は見られていない。

これにより，個人間差で見ても，言語認知処理能力と視覚

的認知処理能力に差がなく，平均域にとどまっていること

が推定された。 

   また，群指数間では，知覚統合及び注意記憶と処理速度

の間に 5％水準で有意差が見られ，言語理解と処理速度の

間には 15％水準で有意差が見られている。これにより，

個人内差では，聴覚的短期記憶及び注意集中の弱さや視覚

的情報の認知処理能力に弱さが考えられる一方で，視覚的

短期記憶の強さ及び手先の器用さについて強さがあると推定された。 

   さらに，図３に示されているように，個人内差の観点で見ると，下位検査間の評価点のばらつ

きから「理解」の高さが強く「類似」や「単語」の弱さが見られる。このことから，言語理解の

中でも，生活の中でイメージできるものや社会的な常識については理解が高いが，授業中に先生

から言われたことを聞いて概念化する力の弱さがあると考えられた。また，相手に伝わるように，

上手に説明することの課題もあると考えられた。 

   聴覚的短期記憶については，頭の中でとどめておくことの困難さが見られるが，「算数」等の長

い言語指示については，頭の中で適切に処理できている。このことから，簡潔で言語化されてい

ない記憶の弱さが見られるが，イメー

ジが持ちやすく言語化された内容は

記憶しやすいということが考えられ

た。 

   さらに，視覚的処理能力は全般的に

高いと考えられた。単純な作業能力及

び計画的に動く力も強さがあると考

えられる一方，空間や図形的認知能力

の弱さと視覚情報の中で必要なもの

に気づき，処理する力の弱さがあると

考えられた。 

イ LCSAのアセスメント分析 

図４の LCSA 結果サマリーシートを見ると，教師の教示を聞いて理解する「口頭指示の理解」，

語彙知識の量をみる「語彙知識」，書かれた内容を理解する「文章の読解」についてやや低い値

を示している。一方，文章を聞いて理解する「聞き取っての文脈理解」や伝えたい内容を文法的

に整った形で表現する「文表現」及び相手や場面に応じて適切なことば遣いをする「対人文脈」，

場面に応じた柔軟な発想をする「柔軟性」は平均域であった。 

   リテラシー（書記表現に関するスキル）に関する課題については，全体的に平均よりやや低い

指数を示していた。特に「文章の読解」について，やや低い値を示していた。 

   検査の内容を見ていくと，長い口頭指示を覚えきれなかったり，複数のことを覚え続けたりす

ることができずに戸惑う様子が見られた。また，「聞き取りによる文脈の理解」では，説明文よ

り物語文の方がイメージしにくい様子で粗点の差があった。 

   「音読」は，読むスピードが速く，書かれていることを繰り返して読んだり，「とても」を「と

っても」と促音を付け足したりする様子が見られた。「語彙知識」については，選択肢で応える

図３ 下位検査の評価点のばらつき 

図４ LCSA結果サマリーシート 
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課題でも意味が分からないようで，例えば，「くつがえす」を「くつをぬぐ」と回答しているこ

とから，意味ではなく共通性を見つけながら応えていることがあった。さらに，反対の言葉につ

いても「忘れる」の反対の言葉を「忘れない」等の回答が見られ，打ち消しの表現で応えていて，

全て誤答となっていた。「慣用句・心的語彙」では，文の内容をイメージすることが必要な慣用

句の方が回答できていなかった。「対人文脈」では，相手に合わせた表現は難しさが見られたが，

相手の話を聞いて，その話の内容の意図を理解する力はあると思われた。「音韻意識」では，3

モ－ラまでの言葉をきいて覚えたり，頭の中で思考したりすることができていたが，4モ－ラ以

上になると，指や机など視覚的情報を手がかりとしている姿が見られ，「紙に書かないと分から

ん」という発言もしていた。 

   さらに，特殊音節を含む語彙を聞いて，同じ語彙を探す課題でも「ろけっと」を「ろっけと」

と指さしたり，「こうつうこうえん」を「こうつうこんえん」と 8 モ－ラある単語の細かい部分

の違いに気づかなかったりしていた。  

ウ 絵画語い発達検査（PVT‐R）での客観的アセスメント分析 

    第 2学年時に行った絵画語彙発達検査では，生活年齢８歳６ヶ月に対し，語彙年齢８歳 7ヶ月

と評価点（SS）11で平均域だった。これにより，語彙の遅れはないことが示された。検査の中で，

語彙の意味は分からないが，音の情報から推測して正答にたどりつくものもあり，分からない語

彙を得られた情報から推測しようとする様子が見られた。 

エ J.COSS日本語理解テストでの客観的アセスメント分析 

    口頭で示された日本語文法の理解度を見る検査では，６～７歳前半レベルの水準は通過できて

いたが，7歳後半レベルで，1つの項目を通過できていない結果が見られた。具体的に上げると「男

の子は羊たちを追いかけています」という文で，「男の子たちは羊をおいかけています」というイ

ラストを選んでいた。また，「男の子を羊が見ています」を「男の子が羊を見ています」というよ

うに文を覚えきれなかった時に，付け足しや助詞を変えて選択している結果が示された。 

オ 「書く」に関するチェックテスト式アセスメント分析 

    単語 30個を聴いて，書くテスト「単語聴写テスト」では，総誤答数３で，特殊音節誤答数が２

であった。特殊音節誤答数から考えると平均範囲内であった。書き間違いとして「うさぎ」を「う

さき」，「うんどうじょう」を「うんどうしょう」，「ちょっぴり」を「ちっぴり」と濁点を抜かし

たり，拗音の文字を書き忘れていたりする誤りの傾向を示した。 

    文を読んで適切な漢字を書いていく「漢字到達度テスト」では，16／30が正答，2／30が形の

誤り，10／30が無回答，2／30が形の似ている漢字を書いてしまっていた。このことから，文を

読んで，漢字の読みと形が一致していないことや誤っている漢字を見ると，漢字の形を細かいと

ころまでしっかり捉えることが苦手ではないかと考えられた。 

カ 行動観察によるアセスメント分析 

    母親と担任のそれぞれにアンケートを実施し，身近に接している人からの児童の実態把握を行

った。この結果から，「聞く」ことについては，興味関心のあることだと集中してきくことができ

るが，口頭だけの指示は聞き返しが時々あったり，自分で勝手に解釈してしまったりすることが

ある。「話す」ことについては，しゃべるスピードが速くなると誤発音が生じることがあるが，相

手に分かるように話したり，質問されたことに適切に答えたりできている。「読む」では，音読や

文章の理解は大まかにできるが，読み間違えることがあったり，速く読むと間違ったりすること

が多いようである。「書く」については，書字に関して「ゆっくり」と注意を促されると丁寧に書

けるが，速く書こうとすると，乱雑さや漢字の誤りが増えるようである。字形を正しく覚えてい

ないことが示唆されているが，視写や聴写はだいたいできている。「計算する」では，計算などの
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困難さはないが，見直しをしないことでのミスが多いようである。「推論する」では，物事を順序

立てて考えるのは苦手さが見られるが，学校生活では困り感はなく行動ができているようである。

興奮したり，他の事を考えたりすると考えずに行動してしまう衝動性もある。 

    「注意・集中」では，興味関心の影響により，集中力が途切れることが見られる。「多動性・衝

動性」では，離席はないが，集中が途切れたり，興味がないと他の事をしたりと手まぜが見られ

ている。思いついたら考えずにすぐに行動してしまう姿も見られている。 

    「対人関係」では，一人遊びも集団遊びもでき，知らない人ともすぐに仲良くなれる。相手の

気持ちも考えられている。 

    「その他」として，集中が途切れた時や不安定な時に，爪かみが見られる。「粗大運動」「微細

運動」ともに体を動かすことが好きで，体を使って覚えたことは忘れない。手を使ってする作業

でも不器用さは見られないことが挙げられていた。 

(3) 本児の第２分析からアセスメント表の作成 

ア 総合的なアセスメント分析 

    WISC‐Ⅲで示された注意集中の弱さについては，行動観察アセスメント分析でも見られたよう

に，本児の課題として支援が必要であると考えた。また，視覚的短期記憶の強さについて分析す

ると，視覚的短期記憶が強いというより，衝動的に何でも速くしようとする処理スピードの力に

よるものであることが考えられた。根拠として，漢字到達度テストの結果及び字形を正しく覚え

きれていないという結果や行動面の情報，WISC‐Ⅲの「絵画完成」が極端に低いことが挙げられ

る。このことから総合的に見ると，細かい部分の気づきにくさと関連して，学習活動における視

覚的短期記憶には困難さがあると思われた。 

    また，聴覚的短期記憶の弱さについて，WISC‐Ⅲの検査で示唆されていないが，聴覚的な記憶

の困難さはあると思われた。根拠としては，LCSAの口頭指示の理解の低さと音韻意識の問題で長

い単語を覚える時に，指等を手がかりとした視覚的情報を活用としていること。行動観察の中で，

聞き返しをする姿が見られることから考えられた。聞いて書いたり，見て書いたりする書字の活

動に影響がでることが示され，音の取りにくさや聞いたことを正しく再生する力の弱さに対する

支援の必要性も考えられた。 

    絵画語い発達検査の結果では語彙年齢は平均域であったが，WISC‐Ⅲの「単語」や LCSAの「語

彙知識」では語彙数の少なさが推定されている。しかし，行動観察アセスメント分析の「話す」

の項目を見ると，語彙の不足による話しにくさや話す内容の乏しさ等の姿はなく，発音の課題以

外に困難さがあげられていなかった。このことから，WISC‐Ⅲの「理解」の高さにも再度着目し

て捉えると，家庭や学校生活で使う生活語彙については獲得していると言えるが，教科書や日常

生活の中では使わない語彙についてはイメージにつながっていないことや学習上に未定着な語彙

があると考えられた。 

    よって，本児の読み書きの困難さにつながっている原因として，以下の４つが考えられた。こ

の４つの原因についての支援方針をたて，繰り返しの継続した支援を行うことが求められた。 

① 衝動性から，すばやく作業をする力をもっていたり，思いたつとすぐに行動したりすること

ができるが，書字の時に速く書いてしまい，文字の脱落や特殊音節の誤りを起こしている。 

② 不注意が見られることで，話を聞いていなかったり，1年生でおおむね定着すべき特殊音節が，

字形と音で一致していなかったりするため誤発音が生じたり，音読時の読み間違えや書字の時に

誤って書いてしまったりすることにつながっている。 

③ 細部に気付く力の弱さが見られるため，書いている時に濁点や拗音の脱落が生じてしまう。 

④ 学習上の語彙の不足から，理解できないことや聞いたことのない単語が出ると，正しく覚え
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ることができなかったり，書き誤りにつながったりしている。 

イ 総合的なアセスメント表の作成 

    総合的アセスメント分析をもとに，図５のようなアセスメント表を作成して，４つの課題に対

する支援方法を決めていった。 

①書く時にスピードに関する言葉かけをする。自分の書いたものをチェックする時間を確保する。 

②特殊音節に絞ったフラッシュカード

やプリントを使い反復学習を行った

り，教師が言ったことを復唱させたり

する。 

③濁音や半濁音等の単語を用いたター

ゲットを探すプリントを行う。 

④事前に単語の読みを文字で確保する

ことや意味を学ぶ時間を確保して，プ

リントに取り組む。 

(4) Ａ児の総合的アセスメントに基づい

た指導実践 

ア ②の支援内容についての取り組み 

拗音の習得をめざした指導は，２年

生で通級に通い始めた段階で取り組ん

できた。３年時からは，総合的なアセ

スメントの分析結果に基づき，２つの

文字で示される拗音の形に注目させる

時間を設け，拗音の文字を横に書いた

フラッシュカードを正確に素早く読ん

でいく指導を行った。「見て」→「音に

する」という一連の動作を繰り返し行

っていった。最初の段階では，「しょ」

を「しゅ」と読み間違うことがあった。総合的アセスメントにあるように，視覚的な処理の強さ

と細部の見落としから生じているものであったと考えられた。拗音カードは，短時間で取り組め

る活動なので，不注意が生じることが少なく本児に合う活動であった。誤ったカードのみを復習

する活動をさらに行うことで，本児が間違えやすい拗音を抽出し，細部で見誤る点に注意を促し，

正しい音を導くことができた。 

さらに，フラッシュカードを使った学習では，教師

が発する拗音に集中して記憶し，カードをとる「聞く」

→「見る」→「言う」という学習や拗音カードと 2 音

カードを混ぜて提示し，「しゅ」と「しゆ」のように文

字の大きさへの着目を促し，カードを素早く読んでい

くというような学習を取り入れていった。同じフラッ

シュカードでもバリエーションを増やし，不注意と細

部を見落とさない学習を楽しく継続して行っていった。 

    その後，拗音がある程度，正確に言えるようになっ

たので，拗音を含んだ単語や短文を教師の後に続いて

図５ Ａ児の総合的アセスメントシート 

図６ ターゲットの文字を探す学習プリント 
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すぐに言う学習も取り入れた。 

イ ①・③を目的とした支援の取り組み 

    6月からプリント学習を実施した。図 6に示したプリントを活用し，「び」や「しゃ」等の文字

をたくさんの文字群から見分ける学習を行った。200文字を上から下に目を動かしながら探すこと

をルールとして繰り返し取り組んだ。 

9月からの指導では，その場で評価を行い，本児に見直しの良さや集中して取り組めている姿の

良さをフィードバックすることを指導しながら繰り返し活動を行った。 

    アセスメントで活用した聴写課題テストを 7月 7日に再度実施した。この時の実施では，支援

内容をふまえ，教師が言った語彙を再度復唱させて書かせることと自分で見直す自己修正の時間

を確保して取り組んだ。 

    復唱した語彙は，全て習得済みだったこともあり，

復唱もスムーズに行うことができていた。また，自

己修正を行うときも集中して取り組み，自信をもっ

て 20個の単語を書き終えていた。 

    この方法で実施した場合，第１分析で見られた濁

音の書き誤りや拗音の書き忘れは１つもなく，全問

正解をすることができた。すぐに書き始めてしまう

ことによる誤りを防ぐために聞いた単語の復唱を促

す支援と正確に聞きとるということを目的として自

分の書いた語彙をもう一度点検する時間を確保することが，単語レベルの書き誤りを防ぐ効果的

な方法であった。 

    9月からの活動は，定着をねらいとして 1学期の取り組みに量を増やして取り組んだ。6月から

取り組んできた結果と比較しても誤答が少なくなったり，誤りに気づいたりする力がついてきた

ことが伺えた。 

しかし，9月上旬の 3回目の聴写課題テストの実施結果では，「しゃっくり」を「しゃくり」と

書いたり，見直しの活動で，「しゅっぱつ」「どっこいしょ」の促音が抜けていることに自分で気

づいたりする様子があった。拗促音の誤りが見られ，7月の結果と比較して，拗促音の定着に不安

定さが確認された。 

    よって，9月からの指導は，本児が誤りやすい特殊音節の語彙を使ったプリント（図７）を作成

し，反復学習を取り入れた。プリントは促音や拗音等に着目することを目的として，50個の語彙

を正しく読み，促音や拗音等が正しくない語彙に印をつけていくという学習活動を行った。正し

く読むことに主点をおいた学習活動であり，見直しの時間も設定をして取り組んだ。 

ウ ①・④を目的とした支援の取り組み 

    教師が短文を読み，本児がそのまま復唱する学習を行い，次に教師が言った 4語文を復唱し，

その文を覚え，書いていく活動へと指導を発展させた。発展させた活動の中で，聞いた文を自分

で復唱することと思いだせなかったり，書けなくなったりした場合「もう 1 回言ってください」

と言って，相手への復唱を促す言葉かけを使用するといったルールを決めて取り組んだ。7月での

実施では，拗音や促音を含んだ 20の例文を使った。一部の例文で聞き取れないために，何度も教

師に復唱を求めたが書けなかったり，聞いたことのない語彙で考えてしまい，その間に文を忘れ

てしまったりする様子が見られた。それにより，学習意欲が低下する姿につながってしまった。

このことから，9月からの学習では，使用される語彙を事前に文字で確認する学習をさせたり，や

りとりを通して，意味や日常生活でどのように使うかを考えさせたりする活動を行った。 

図７ 特殊音節を正しく読むためのプリント 
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さらに， 20の例文を 5日に分けて取り

組み，語彙学習と学習する例文の量を少

なくして取り組んだ。 

６ 研究の考察 

(1) 指導実践の評価と考察 

ア ②の指導の評価と考察 

    図８にあるように，フラッシュカード

による反復学習により，本児の間違いや

すい 33枚の拗音の誤りは，1枚程度にと

どまる程度になった。また，自分から誤

りに気づき自分で自己修正をかける姿も

含めると 10回中 9回は誤りなくできていた。このことから，繰り返しのフラッシュカードによる

学習が，誤りやすい文字の再認識

を促したり，自分で正しい音をフ

ィードバックしたりする学習とな

り定着につながったと考えられた。 

イ ①・③の指導の評価と考察 

    プリントを終える時間は平均

106秒で，見直しにかかる時間は平

均 57秒であった。図９にあるよう

に，拗音と濁音のプリントで文字

の見落としの数に大きな違いはな

かった。すばやく済ませたいとす

る本児の特性により，文字を見落

としてしまうことがあった。しかし，自分で見直す時間を確保することで，見落とした文字を探

し出すことができ，98％以上を正答することができていた。なお，見落としてしまうことはあっ

たが，見まちがえて誤答につな

がっていることはなかった。 

    さらに，図 10の結果から，単

語になると一つの言葉に多くの

文字の情報がふくまれるため，

見落としてしまうことが多くな

る傾向が見られた。しかし，今

までの学習でも行ってきたよう

に，見直しをすることで気づく

ことができていた。その中で，

半濁音と拗音については，ほぼ

見落としが見られないが，「しゅ

り」を「しゅうり」と書かれて

いない文字を読んでしまったり，

濁点と半濁音の有無や違いに注

意が向かず「キッブ」を「キップ」と読んでしまったり，「どうく」を「どうぐ」と読んでしまっ

図８ 拗音フラッシュカード 33枚の指導評価 

図９ 見落としやすい文字の違いを意識する学習の結果 

図 10 見落としやすい特殊音節を含む単語学習の結果 
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たりする姿が見られた。本児の特性である速く済ませたいという気持ちと細部に気づきにくいと

いう特性の相互作用により，学習結果の不安定さを生じさせていることが考えられた。指導の中

で，このような読み誤りについては，「ゆっくり読んで」という言葉かけや事前に時間を意識させ

ない言葉かけで減少することが分かった。 

このことから，視覚的な文字情報の多さが細部への注意を向けにくくし，読み誤りや見落とし

を生じさせてしまっていた。しかし，本児の特性である速くやってしまおうという気持ちを抑え

る支援と見直し時間の確保による支援が，読み誤りと細部への注意を促すことにつながり，本児

の苦手とする特殊音節等の読み誤りと細部の見落としを防ぐことができた。 

    このことから，通常の授業においても速さを意識させず，正確さへ気持ちが向く言葉かけや自

分の書いたものへの見直し時間の設定により，読み誤りとともに書き誤りの減少が期待できると

考えられた。 

ウ ①・④の指導の評価と考察 

７月と９月に取り組んだ文の聴写学習では、文字情報がなく，聞いたことを頭にとどめて書くと

いう活動であり，４語文の長さに覚えにくさを感じていた。７月の正答率 11／20と９月の正答率

10／20 と比較しても分かるように，量を少なくしたり，相手に復唱を促したり，見直しをしたり

する方法だけでは困難さの効果的な支援にならない結果が示された。 

    この取り組みの中で，9 月の支援として行った事前の語彙学習の有効性については，教えた単

語を正確に耳で聞き取り，書き誤らなかった語彙が 39／44語であったことから，事前に書く語彙

を見て読んでおくといった学習には有効性が示唆された。 

    表１に示した誤った５つの語彙の分析をしてみると，「のうぎょう」「ぎょぎょう」の語彙事態

の誤りが分かっていないことや「さびしい」→「さみしい」「あおぐ」→「あおう」等一部の語彙

の置換，「うでぐみ」→「うで」という一部の文字の欠落等が見られていた。音の似た語彙へ変化

してしまったり，書く途中で次の語に意識がむくために，正確に書くことができていなかったり

した。生活の中であまり使わないこともあり，そういった語彙については，やりとりを通して，

語彙を２～３度読むだけの学習では，書き誤りを完全に防ぐことができないことが分かった。そ

のため，書く段階での誤りを防ぐために，くり返し書く活動を取り入れ，聴覚と視覚だけの学習

にとどまらず，聞いた語彙

を書くという学習を取り入

れた指導を計画する必要が

あると思われた。 

また，この学習の中でも，

自分で復唱できなければ，

相手に復唱をもとめる方法

が定着していて，使うことができていた。相手に復唱をもとめる方法をつかったが，正しく書け

なかった文は，誤答した 10問の内３問にとどまった。 

誤答時の様子として，誤って復唱しても文法的に誤りがない場合は，相手に復唱を求めず書いて

しまうため，そのことが書き誤りにつながっていた。 

さらに誤答した文を見てみると，語の順番が入れ替わったり，正しく聞きとっていないが意味が

通る語彙（例：「かみしばいがあります」→「かみしばいをします」）に変化してしまったりとい

う傾向が多く見られ，中には自分で正しい復唱をしながらも，その正しい聴覚情報を活かすこと

ができずに語答につながっている姿も見られた。 

この指導結果から，聞いて書くという指導では，語彙の読みとやりとりだけの事前語彙学習と相

表１ 事前学習語彙をしたが誤ってしまった語彙（5/44） 

例文番号 事前学習語彙 書き誤りが生じた語彙 書き誤り方 

５ うでぐみ うで×× 脱落 

５ あおぐ あおう 置換 

７ ていしゅつ ていしつ 拗音の書き誤り 

20 のうぎょう のうりょう 拗音の書き誤り 

20 ぎょぎょう ぎょうぎょう 拗長音への書き誤り 
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手へ復唱を求めるという方法は，書き誤りを防ぐ効果的な方法であると思われるが，本児の聞き

間違いやそれにつながる書き誤りを完全に解消していく方法とはなりにくいと思われた。 

よって，長い文を聞き取って書くという活動の場合，効果的な支援に加えて，途中に区切りを入

れて，文自体の覚える量を少なくしたり，留めにくい語彙の情報を視覚的な文字にして，聞き誤

りを防いだりする周囲の支援が本児の困難さを解消させていくために必要であると考えられた。 

７ 研究のまとめと今後の課題 

(1) 研究の成果 

総合アセスメントシートをもとにした実態把握から支援内容の決定及び指導実践を通して，以下

の点の成果を述べることができた。 

・読み書きの困難さが，児童のどのような特性から起きているのかを詳細に分析することで，児童

の困難さに適した支援内容の設定が可能となった。 

・本児自身の苦手とする特性について補う方法を見つけ，自分で見直しや復唱する方法の習得をめ

ざす指導内容を行うことで，通常学級での読み書きの誤りを防ぐ主体的な活動を行うことができ

た。 

・総合的アセスメントシートに従い，支援内容から指導実践へとつなげ，誤りの分析等の評価をす

ることで，効果的な指導が分かり，効果が乏しい指導内容を再考をすることができた。 

 (2) 今後の課題 

   本研究における今後の課題としては，以下の点をあげることができる。 

  ・読み書きの困難さの指導には，反復学習が必要であり，同じ活動の繰り返しが求められるため指

導の評価には，児童自身のモチベーションが影響するため，そのことに配慮した指導が必要であ

ること。 

・読み書きの困難さの背景には，聴覚的短期記憶と作業記憶が関わっていることも多く，通級指導

教室に通っていない同様の困難さをもっている児童の把握には，保護者と担任の気づきやノート

やテストの誤り分析による新たな総合的アセスメント方法の必要性を模索することが求められる

こと。 

 

《引用文献》 

(1) 文部科学省「特別支援教育の推進について（通知）」平成 19年４月 

(2) 文部科学省「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童

生徒に関する調査結果」平成 24年 12月５日 
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個人研究の部 図画工作科 

 

ときめく心で造形する子どもを育てる図画工作科の指導 

－「鑑賞体験」「造形体験」を取り入れて－ 

 

佐賀市立高木瀬小学校 教諭 松田 洋子 

 

１ 主題設定の理由 

  小学校学習指導要領 図画工作科の目標は，「表現及び鑑賞の活動を通して，感性を働かせながら，

つくりだす喜びを味わうようにするとともに，造形的な創造活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操

を養う。」と示された。今回新たに「感性を働かせながら」という言葉が加えられた。「感性」とは，

美しいものを見つけ出す心の動きであり，図画工作科においては，表現及び鑑賞の活動を通して培わ

れると示されている。 

これまでの実践を振り返ってみると，教師自身が楽しみながら取り組んだり，児童が描きたいとい

う思いを大事にしたいという理由で，児童の作品を否定したりすることなく受け入れてきた。どの作

品も児童の思いが詰まっており，児童自身が作品に愛着を持つほど，完成した作品を大事にすること

ができたように思われる。しかし，「何を描けばいいのかわからない」「思いを形にできない」となか

なか制作が進まなかったり，「もうできた」「これ以上どうすればいいかわからない」とすぐに終わっ

たりする児童も見られ，児童の思いやイメージをより具体的に表出される手立ての必要性を感じる。 

  児童の図工に対する気持ちをアンケートで尋ねてみると，９４％の児童が図工が好きと答え，ほと

んどの児童が図工の時間を楽しみにしている。また，作品を作る時に難しい事は何かと尋ねたとこ

ろ，なかなか思い通りにならないこと（４０％），どんな絵にしようか考えること（３７％）と答え

た児童が多かった。一人一人，思いはたくさんあるが，それを作品にすることやどんな風に描こう

か考えるところが難しいと思っていて，児童も思いをさらに広げ，それを形にすることを望んでい

ると推測される。また，５月に取り組んだ「あじさいの壁飾り」では，あじさいの花や葉の色を作

る際に，まず，自分の今までのイメージで色づくりをした。そこで，写真を見せたり，色づくり体

験をしたりする時間を設け，最初の色と体験をしたあとで作った色を見てみると，色が増えており，

同じ紫でも「赤っぽい紫」「青っぽい紫」などのように，色に深まりが見られた。実際，写真を見た

り，色づくり体験をすることによって，色のイメージが広がったと感じた児童が，８０％を占めて

おり，表現活動において，何らかの手だてをとることで児童のイメージをさらに深めたり広げたり

することができるものと思われる。 

  そこで，本研究では，制作活動の早い段階で「鑑賞体験」を仕組み，アイディアスケッチを具現化

させ，児童の創造する力を積極的に発揮させていきたい。そして，表現する前に「造形体験」を仕組

み，自分のイメージをさらに広げるための手段としたい。そうすることによって，表現が豊かになり

児童自身の思いや考えを大切にしながら制作活動に向かうことができるようになると考える。 

  以上のような考えから，本研究主題を設定することにした。 

２ 研究の目標 

  図画工作科の制作過程において，感じたことを深めたり，広げたりする「体験活動」の場を仕組む

ことによって，ときめく心で造形活動に臨む児童を育てる指導のあり方を探る。 

３ 研究の仮説 

  図画工作科において，自分の思いに近づけるために試したり考えたりする「鑑賞体験」や「造形体

験」の場を取り入れれば，感じたことや考えたことを大切にして造形活動に向かう子どもを育てるこ
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とができるであろう。 

４ 研究の内容と方法 

（１）授業実践による仮説の検証 

ア 授業の構想及び検証授業の実践 

  イ 検証授業の分析及び考察 

（２）実態調査 

（３）研究の成果と課題の明確化 

５ 研究の実際 

（１）授業実践による仮説の検証 

 ア 授業の構想 

（ア）「鑑賞体験」「造形体験」の位置づけ 

   これまで行ってきた図画工作科の授業では，教師から児童に題材，材料，表現方法などを与えて，

その範囲の中で，児童は自分の経験を基にしながら表現をしてきた。そして，活動の最後には，

鑑賞活動をしたり，ふり返りをしたりして活動を終えていた。 

   今回の研究では，下の図のように，「鑑賞体験」と「造形体験」を活動の中に仕組み，児童の感

じ取ったことや思い，イメージを深めたり広げたりする時間を設定した。（資料１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 検証授業の実践 

 （ア）検証授業１ 題材名「物語から広がる世界」（第５学年） （平成２７年度７月実施） 

  a  題材について 

    本題材は，心が動いた物語の場面を選び，雰囲気や自分の思いが伝わるように画面の構成を考

えて絵に表すというものである。物語からイメージを広げ，自由に表現することができる題材

であるため，児童は，自分の思いをのびのびと絵に表すことができると考える。 

ｂ 指導について 

    今回は，『妖怪一家九十九さん ひそひそ森の妖怪』を題材に選び，毎日少しずつ読み聞かせ

をした。児童は，読み聞かせを楽しみにしており，この本の話題が飛び交った。登場人物やあ

らすじのことを話す中で，イメージを広げていくことができたように感じる。読み聞かせが終

わったら，心に残った場面，描きたいと思ったことなどを出し合い，アイディアスケッチを描

いた。どんな風に描けばいいか分からず悩む児童も見られたが，自分のイメージする場面を思

資料１ 「鑑賞体験」「造形体験」の位置づけ 

わ く わ く 
タ イ ム 
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い思いに描いた。 

    アイディアスケッチが終わったら，「鑑賞体験」（わくわくタイム）を取り入れた活動を仕組ん

だ。ここでは，支持体（※）を選ぶという体験活動をし，自分が何に描きたいかを児童が自ら

選ぶ活動を取り入れた。４つの支持体（画用紙，和紙，ケント紙，ビニール）に絵の具やペン

などで絵を描き，それぞれの支持体による違いを感じ取った。自分のイメージに合う支持体を

選んで描く経験が初めてだった児童にとって，この体験によって，自分のイメージをより広げ

ていくために最適な支持体を選ぶことは，有効な手段だと思う。 

※支持体…絵をかくために必要な「かかれるもの」のこと。画用紙，地面，板，石，箱，紙など 

    その後，下書きをし，色をつける前に「造形体験」（どきどきタイム）を仕組んだ。様々な技

法体験や道具体験ができる場を設定し試すことで，自分のイメージに合った表現の工夫を取り

入ていく。アイディアスケッチに表現の工夫（何色で塗るか，どんな技法を使うか）を付け加

え，色塗りに向かう意欲を高めていく。 

    色をつける時は，自分のイメージに合った技法やぬり方を取り入れながら，目を輝かせながら

活動する児童の姿があった。 

    最後に，「鑑賞体験」（ふりかえりタイム）の時間を設け，お互いの作品を見合ってよさを見つ

けたり，自分の作品の感想を書いたりしながら，活動を振り返ることで，自分の作品に愛着を

持つこと，そして，次の活動への意欲を高めることをねらった活動を取り入れた。 

  c 教材の目標 

   ・心が動いた場面を想像し，工夫しながら絵に表すことに取り組もうとしている。 

【造形への関心・意欲・態度】 

   ・心が動いた場面の様子や，自分の思いが現れるような場面の構成を考えている。 

【発想や構想の能力】 

   ・場面の雰囲気や自分の思いが表れるように，描画材などの使い方などを工夫している。 

【創造的な技術】 

   ・友達と絵を見せ合い，表現した場面の様子や雰囲気から表現の工夫を感じ取っている。 

【鑑賞の能力】 

  d 授業の実際（全７時間） 

時 学習活動 教師の働きかけと気づき 

１ 
 
 
 
 

２ 

○『妖怪一家九十九さん ひそひそ森の妖怪』の読み聞かせ

を聞いて，心ひかれた場面を選び，アイディアスケッチを

する。 

 

○支持体を選ぶ。 

・画用紙，和紙，ケント紙，ビニール素材の４つの支持体か

ら自分のイメージに合う支持体を選ぶ。 

 ①触った感じ，見た目 

 ②実際に絵の具，ペン，鉛筆などで試しに描く。 

（『鑑賞体験Ⅰ』わくわくタイム） 

 ③体験後，実際に描く支持体を再度選ぶ。 

 

○一番描きたい場面を言葉や絵

で自由に描かせるようにし

た。 

 

○まず，触った感じや見た目の

印象から，イメージに合いそ

うな支持体を選ばせる。 

○次に，実際に支持体に描くこ

とで，よりイメージに合いそ

うな支持体を選ばせる。支持

体の特徴を知り，表現に向け

ての意欲を高める。 
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○下書きをする。 

・アイディアスケッチを生かしながら，自分が選んだ支持体

に下書きをする。 

 

○技法や道具を試す。 

 ・様々な技法や道具を試し，自分のイメージをさらに広げ

る手段を見つける。（『造形体験』どきどきタイム） 

 

 

 

 

 

 

 ・体験の後，アイディアスケッチに付け加えをする。 

○自分の絵に色をつける。 

 ・どきどきタイムでの体験を生かしながら，色塗りをす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分や友達の作品を見ながら，作品のよさを味わう。 

 ・色，形，構成など，鑑賞の視点を意識しながら，自分や

友達の作品を見る。（『鑑賞体験Ⅱ』） 

○ワークシートに，最初のイメ

ージや鑑賞体験での気づきを

書かせ，支持体の決定へと導

く。 

 

 

 

 

 

 

○アイディアスケッチをそのま

ま支持体に描くのではなく，

加えたり，減らしたりしても

いいことを伝える。 

○試しができる場を設定した

り，道具を準備したりして，

自由に体験ができるようにす

る。 

○自分が試したことを表現で生

かすことができるように，ア

イディアスケッチにメモをさ

せる。 

 

 

○技法や道具が使えるように場

の設定をし，机間指導をす

る。そのとき，色や技法，道

具をどうして選んだか，自分

のイメージに合っているかな

どを話しかけ，制作への思い

を確認する。 

 

 

 

 

○鑑賞の視点を提示する。 

○自分の思い描いたイメージが

表現できたかどうかについて

考えさせる。 

 

ビニール素材にしたら，

絵の具がはじいて雨の様子

が描けるかもしれない！ 

 和紙は，絵の具がにじ

むんだな。不気味な感じ

が描けそう。 

不
思
議
な
雰
囲
気

が
出
そ
う
だ
な
。 

雨
が
降
っ
て
い
る

み
た
い
。 

綿
棒
を
使
っ
て
，
瓦
を
一

つ
ず
つ
描
い
て
い
こ
う
。 

まず，全体をマーブリングで染めてから色をぬろう。 
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鑑賞体験後

 

 

 

 

 

 

 

 

○友達の書いてくれた感想を読み，自分の作品をじっくり味

わうことで，次の活動への意欲を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

○今回の活動が，次回の活動に

も生きることを伝える。 

e 活動の様子と考察 

●「鑑賞体験」（わくわくタイム）について 

今回の鑑賞体験は，支持体を選ぶという活動にした。鑑賞体験に移る前に，４つの支持体

（画用紙・和紙・ケント紙・ビニール）を配り，触った感じや見た目で，自分のイメージに合

いそうな支持体を選んだ。次に絵の具や鉛筆，クレヨン，ネームペンで絵を描き，それぞれの

支持体による違いを比べた。その後，実際に自分が絵を描く支持体を決定した。 

①体験前と体験後の変化 

 画用紙 和紙 ケント紙 ビニール 

体験前 ４人 ６人 ２３人 ２人 

体験後 

４人 ５人 ２６人 ０人 

・画用紙からケント紙へ１人 

・ケント紙から画用紙へ１人 

・ケント紙から和紙へ１人 

・和紙からケント紙へ２人 

・ビニールからケント紙へ２人 

・ケント紙から和紙へ１人 

・ケント紙へ移

動 

理由 

・はっきりかけて，かきや

すかったから。 

・クレヨンの上に絵の具を

塗ってもきれいだったか

ら。 

・紙が厚くてかきやすいか

ら。 

・水がしみて，にじんだよ

うになったから。 

・思った以上に描きやすか

ったから。 

・みじむので，不気味な感

じ・古い感じ・立体感が

出るように感じたから。 

・思い通りの色が塗れたか

ら。 

・体験してかきやすかった

から。 

・つるつるしていて，自分

のかきたいものが書きや

すそうだったから。 

・雨の日だから

はじくと思った

けど，ケント紙

の方が描いてみ

るとかきやすか

ったから。 

   理由を見ると，初めての経験ということもあり，「かきやすい」という漠然とした理由付けが多

いのだが，和紙を選んだ児童の理由の中には自分の作品に対するイメージとのマッチングを考慮し

ていることが伺える。児童が自分のアイディアを頭に入れて，鑑賞体験をしていたということが分

かる。イメージをふくらませる一つの手段として，鑑賞体験の意味があるように思える。 

②児童の意識調査（下書き後のアンケートより） 

１．鑑賞体験を楽しむことができたか。  

【理由】 

＊試すことができたから。＊想像が広がったから。 

＊初めて知った紙に試すことができたから。 

＊違いが分かったから。 

＊それぞれの支持体の特徴を知ることができたから。 

 

道具やぬり方を工夫しているから，雨の様子が伝わってくるな。 
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資料３ ふりかえりカード 

２．支持体を選ぶことは必要だと思うか。 

【理由】★とてもそう思う・そう思う★ 

＊選ぶ楽しさがあるから。 

＊やってみないとわからないから。 

＊紙によって雰囲気が変わることが分かったから。 

＊自分に合った紙を選ぶことができたから。 

＊思っている雰囲気を出すことができそうだから。 

＊自分が一番書きやすいものを選ぶとイメージ通りに

なると思うから。 

   以上のアンケート結果より，児童は鑑賞体験を楽しむことができており，鑑賞体験で支持体を選

ぶ活動を仕組むことで，自分のイメージにより近づけていることが分かった。 

 

●「造形体験」（どきどきタイム）について 

表現に入る前に，造形体験を仕組んだ。マー

ブリン  グやスパッタリングなどの技法を試

したり，割り箸，綿棒，歯ブラシなどの道具を

試したりした。この体験をした後に，自分のイ

メージに合うものを表現で生かすことができる

よう，アイディアスケッチに言葉で書き加えて

いった。（資料２） 

下書きのあと，すぐに色塗りに入るのではなく，

「造形体験」を入れることで，児童のイメージ

に近づけたり，さらに広げたりすることができ

ると思われる。体験中，児童が「これは，使え

そうだ」とか「これは，雨が降っているみたい

に見えるね」とか呟く姿も見られ，自分のイメ

ージを思い描きながら，体験をしていたこ

とが伝わってきた。 

●「鑑賞体験Ⅱ」について 

色塗り中ももくもくと表現活動に励む児

童の姿が見られた。自分のなりの表現で色

をつけた作品に愛着を抱いている様子が感

じられ，ふり返りの際も自分の作品の見ど

ころや自分が思い描いてきたイメージに近

づいたかなど，意欲的に書いている様子が

見られた。 

友達の作品を見ると，自分にはない表現

に気づいたり，友達の作品に対する思いを

知ったりすることができた。（資料３） 

友達からのメッセージを読んだことで，

さらに作品に対する思いが大きくなったこ

とだろう。 

資料２ アイディアスケッチ 

めんぼうで所々，よごれ

（古そうな部分）をかく。 
わりばしを葉っぱの形

にけずって，スタンプ

風にする。 

空はうすむらさき色 
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● 題材の考察 

今回の取り組みでは，物語から抱いたイメー

ジに近づけるために「鑑賞体験」「造形体験」

を取り入れた。この活動を仕組むことで，児童

は最後までもくもくと色をぬり進めた。８０％

の児童が作品満足度９０を超えており，仕上が

った作品に満足していたことが分かった。 

また，「鑑賞体験」「造形体験」が役に立った

かという質問には，全員が「とても役に立っ

た・役に立った」と答えており，「鑑賞体験で

選んだ支持体にできたことで自分の考える雰囲

気に近づいたから」という理由を述べた児童も

いた。造形体験では，初めてする技法をするこ

とに楽しさを感じ，自分のイメージに近づくた

めにということを忘れて体験に夢中になる児童

もいたが，「道具や技法を使うことで様々な表し方ができたから役に立った」と答えた児童も見

られた。知らなかったことを知ることで，自分の絵に生かそうと工夫を重ねる過程が児童のイメ

ージに近づくことの一つの手段だと捉えると，この体験活動は有効な手段として位置づけられる

と思う。 

② 検証授業２ 題材名「心のもよう」（第５学年）  （平成２７年度９月実施） 

a 題材について 

    本題材では，高学年の児童の自らの内面，自身への問いかけや友人や他者，社会，世界へのま

なざしと応答するようにして絵に表す活動を通し，自分の内と外に向けて「絵に表したい」と

思える児童，「思いに合う表し方を構想する」児童を育むものである。形や色，イメージを通し

て今の自分の中にあるいろいろな感情や気持ちを見つめることができること，表すことを通し

て新しい自分や世界をつくりだすことができること，友人や多くの人の思いに近づけることな

どを実感させることをねらっている。 

 児童が自分の気持ちをいろいろな形や色で表すことを存分に楽しみながら，効果的な用具の選

択や，組み合わせを考え，「心のもよう」を表せるようにする。 

b  指導について 

  まずは，色や形から「どんな感じがするか」を考えた。赤く塗った画用紙を見せ，「どんな感

じがする？」と問いかけると，「元気」「爆発」「楽しい」といった答えが返ってきた。青だった

ら，薄い赤だったら，この模様だったら…と次々に問いかけていく。人によって，嬉しいと捉え

ることもあれば，強くて怖いと捉えることもあり，一人一人のイメージが違うことや色や形がイ

メージと結びついていることをおさえた。今回の学習では，参考作品を見ることでイメージを深

めることを鑑賞体験Ⅰ「わくわくタイム」として設定した。 

 次に，自分の気持ち（こころ）から，その気持ちを表す色や形を考えていく。自分自身と向き

合い，今の自分の気持ちを，色や形からイメージをふくらませていく。ワークシートに自分の気

持ちやイメージした色や形をかいていった。（アイディアスケッチ） 

 造形タイム「どきどきタイム」では，前回同様，技法や道具を試す場を設定した。自分の気持

ちを表すためにはどんな技法や道具が有効かということ考えながら活動し，ワークシート（アイ

ディアスケッチ）で考えていた色や形を変更したいという児童も出てきた。追加や変更は大いに

資料４ 完成した作品 

紫色で空を表現 

葉っぱ型のスタンプを押して，葉っぱを表現 
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自分の心のイメージを広げる 

資料５ ワークシート 

認め，自分のやりたい表現につなげていくように声をかけていった。今回は，造形タイムと表現

の時間を同じ時間内に設定した。試す活動をしながら，自分の表現につなげていく児童も多く見

られ，表現しながら自分のイメージを広げたり，思い通りの表現につなげる手段を取得したりし

て，思いっきり表現できるようにしたいと考えた。 

  最後に，大きな画用紙に様々な気持ち（こころ）を貼り合わせ，『心の地図』を作っていく。

その後，ふり返りカードに思いを綴ったり，友達の作品のよさに気づいたりする活動で締めくく

った。（鑑賞体験Ⅱ） 

c  題材の目標 

・自分の気持ちを形や色で表すことを楽しもうとしている。  【造形への関心・意欲・態度】 

・心や感情について自分の思い描いたイメージが表れるような形や色を考えている。 

                               【発想や構想の能力】 

・絵の具や筆などの特徴を生かしながら，濃淡やにじみ，重なりや動きなどの表し方や，カード

の組み合わせ方を工夫している。                  【創造的な技能】 

・自分や友達の作品を見て，よさや面白さを感じ取っている。       【鑑賞の能力】 

d 授業の実際 （全４時間） 

時 学習活動 教師の働きかけと気づき 

１ ○自分の気持ちをいろいろな色や形で表す活動へ関心や見通し

を持つ。（「鑑賞体験Ⅰ」わくわくタイム） 

 ・色や形と気持ち（こころ）が結びつくことを知る。 

〇教師が用意した作品を見せ，

気持ち（こころ）が色や形で

表せることや感じ方の違いが

あることを伝える。 

２
３ 

〇自分の気持ち（こころ）をワークシートに書き，それぞれ  

の色や形をイメージする。 

○自分の思い描いたイメージになるように試しながら，色や形

を考え，表し方を工夫する。（「造形体験」どきどきタイム） 

 

○様々な道具を使っていいこ

と，試しながら自分のイメー

ジに近づけていっていいこと

を伝え，児童がのびのびと自

由に表現できるようにする。 

４ ○自分の作品を台紙に貼り，作品を仕上げる。 

 ・題名とふりかえり，「心の地図」を作品につける。 

○自分や友達の作品を見ながら，作品のよさや面白さを味わう。

（「鑑賞体験Ⅱ」） 

○画面の配置を考えたり，台紙

に描き足したりして，作品を

仕上げるように支援する。 

○鑑賞の視点を提示する。 

e  活動の様子と考察 

●「鑑賞体験」（わくわくタイム）について 

  まず，教師が準備した作品を見せて，どんな風に感

じるかを全体で考えたあとに，自分自身の気持ち（こ

ころ）と向き合ってイメージにつなげていった。その

時，ワークシートを使い，自分の考えた心がどんな色

や形で表現できるかをイメージした。（資料５）ワーク

シートは，言葉や絵で表現し，思い思いに書いていっ

た。最初に全体で考えたこともあり，全員がイメージ

を持つことができていた。 

 ●「造形体験」（どきどきタイム）について 

  前回の「物語から広がる世界」同様，技法や道具を

心 色 形 
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自由に体験できるように設定した。今回は，「造形体験」と表現を同じ時間に設定し，試しな

がら表現することにした。前回の積み重ねがあることで，あの技法や道具を使えば自分のイ

メージをさらに大きくすることができるかもしれないという予想を立てながら体験すること

ができたように思う。また，試していく中で新たな発見をし，ワークシートにはない心を感

じた児童もいたが，それもよしとし，児童のイメージの広がりを重視した。 

  資料６・７の児童は，前回は見られなかった道具や技法を使っている。資料６の児童は，カ

ラーコンテを網で削って粉にし，指で模様を描いている。資料７の児童は，ストローを使っ

てドリッピングの技法で表現している。前回よりもイメージの幅が広がったように思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●鑑賞体験Ⅱについて 

  自分の作品を大きな画用紙に貼り，「心の地図」を作っていく。形を切ったり，方向を考え

たりしながら貼っていった。（資料８） 

ふり返りシートには，自分の作品の解説に加え，「心の地図」（どんな心をあらわしているの

か）を書き，作品を振り返った。今回も友達の作品を見て，感想を書き合う時間（「鑑賞体験

Ⅱ」）を設け，友達の作品を鑑賞した。前回と同じ鑑賞の視点（資料９）を与えることで作品

を色や形に注目しながら見ることができた。 （資料 10，11） 

資料 11を見ると，鑑賞の視点を意識していることが分かる。 

 

 

        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 10 「心の地図」とふりかえりカード 

資料 11 友達からのメッセージ  

資料６ 造形体験の様子① 資料７ 造形体験の様子② 資料８ 台紙に貼っていく様子 

資料９ 鑑賞の視点 

資料 12 完成した作品  
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●題材の考察 

  前回の学習での学びを生かし，自分のイメージをのびのびと表現する児童の姿が見られた。

やりながら新たな表現を見つけ，自分のイメージを広げていくことができた。今回も直観的

なひらめきを，より具体化させるステップとして「鑑賞体験」や「造形体験」の場を設定し

てきた。活動後のアンケートでは，９０％以上の児童が「とても楽しかった・楽しかった」

と答えており，表現を楽しんでいたことが伺える。そして，『心のもようがたくさんかくこと

ができて嬉しかった。』という感想から，鑑賞体験でイメージを大きくしたり，造形体験で試

しながら表現したりすることで，活動の幅が広がったと考えた。 

    ●２つの授業を実践して 

     今回の研究では，２つの授業実践を行った。授業実践の最後にアンケートをとると，「自分

のイメージを深めたり広げたりするために「鑑賞体験」や「造形体験」は役に立ったか」とい

う質問にすべての児童が「とても役に立った・役に立った」と答えた。自分のイメージを意識

した用紙や道具の選択，技法の使い方ができたことは，児童にとって表現につながる有効な手

段だったと思われる。また，「思い通りになった」という言葉が多く見られたことから，試す

ことで自信を持って表現に臨むことができたと考えることができる。この姿は，本研究で目指

す〝ときめく心で造形する子ども″の姿の一つでもあるので，研究の手ごたえを感じた。 

６ 研究のまとめ 

(1)  研究の成果 

  自分の思いに近づけるために試したり考えたりする「鑑賞体験」や「造形体験」の場を取り入れ

れば，感じたことや考えたことを大切にして造形活動に向かうことができたと考える。児童は，自

分の思いや考え（イメージ）を持ち，「鑑賞体験」や「造形体験」で試したことを生かしながら表

現することができた。体験活動を仕組むことで，より自分のイメージに合うものは何か，どうやっ

たら自分のイメージに近づくのかということを考えることが，造形活動への意欲を高め，わくわく

どきどきしながら表現する姿につながったと思われる。さらに，自分の作品を振り返ったり，友達

から作品のよさを伝えてもらったりすることで，作品に愛着や自信を持つことができることができ

うる上に，次時への意欲の高まりにつながることが分かった。この点も成果だと考える。 

(2)  今後の課題 

  今回の研究では，２つの授業実践を行った。実践をしたあと，２つの授業の順番を入れ替えるこ

とで，「物語から広がる世界」の絵がより深まったのではないかと考えるようになった。活動の繋

がりを考えながら授業展開することを考える必要がある。また，「イメージに近づく」という言葉

を繰り返し使ったが，児童に描きたいもののイメージを明確に抱かせていたか疑問に思いこともあ

った。児童が何をどんな風に描きたいのか，どんなことをイメージしながら表現するのか，という

ことを最初から最後まで持たせながら表現できるような効果的な指導法や題材の開発を進める必要

がある。 

 

《引用文献》 

(1) 文部科学省  『小学校学習指導要領解説図画工作編』 平成20年９月 日本文教出版 p.５ 

(2) 辻 政博 監修『子どもの発想力と創造力が輝く 絵画・版画指導』2015年 ナツメ社 p.14 
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・ 日本美術研究会       『図画工作５・６上』 平成27年１月 日本文教出版 

・ 内野 務・中村 隆介 編著 『アートフル図工の授業 子どもをひらく題材ノート』  

2014年 日本文教出版 
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研究主題   校内における初任者育成についての一考察 

～ 初任者研修指導教員としての経験を通して ～ 

佐賀市立北川副小学校  教諭  田中豊治 

 

１ 主題設定の理由 

  

  社会の変化により，今子どもの数が少ない。以前に比べ急激に減ってきている。それに対し，お年寄り 

の数は増えている。日本では近年，年少人口（15歳未満）の減少と老年人口（65歳以上）の増加が激し 

く，いわゆる「少子高齢化」が急速に進んでいるといえる。そのため年少人口と老年人口を除く生産年齢 

人口も減少しており，社会問題となっている。 

  人口構造の変化について国土交通省の「日本の人口ピラミッドの変遷」で見てみると，1950年はベビー 

ブームの影響できれいな「富士山型」，2000年は少し凸凹はあるものの「釣鐘型」となっている。将来的 

に 2050年にはさらに少子化が進んで「つぼ型」に変わっていくといわれている。1 

2000年を過ぎ，第 1次ベビーブームのころ生まれた教職員が退職の世代となった。文部科学省の「学 

校教員統計調査報告書」によれば，平成元年に比べ 20代や 30代の若い世代が減り，40代や 50代の教職 

員の割合が次第に多くなっていることが分かる。そして 40代や 50代の教職員の割合は，平成元年の 4割 

から平成 13年には 6割にふえており，平均年齢も，30代後半から 40代前半になっている。最新の報告 

書によれば，佐賀県の場合，40代や 50代の教職員の占める割合は，平成 25年には 7割を超え平均年齢 

も 45歳を超えた。平成 27年現在，教職員の 43パーセントが 50台の教職員である。すなわち，これから 

10年間程，大量退職の時代を迎えることとなる。教育現場では，経験豊富な教職員が去り，毎年，初任者 

が入ってくる時代を迎えるのである。そこに，初任者への即戦力としての期待があり，初任者育成の必要 

性が存在する。 

  今年度から，初任者研修の時間は短縮されることになった。つまり，校外における初任者研修は，25日 

間から，13日～14日に縮小された。校内における初任者研修は，210時間から 150時間に短縮された。 

これは，時間をかけて校外へ出かけ，授業の進め方や学級経営のやり方などを研修するよりも，校内で研 

修をより深めていくやり方への方向転換である。校内における初任者育成の役割りはますます重要になっ 

てきたと言える。この仕組みは，企業等でよく行われる，OJT（オン・ザ・ジョブ・トレーニング）と似 

ている。OJTは，広く用いられる人材育成の方法であり，職場の上司や先輩などが部下や後輩に対して， 

通常の業務に従事しながら，仕事に必要なスキルや考え方を習得させる企業内教育の仕組みである。教育 

現場においても，OJTは行われてきた。初任者は，中堅やベテランと同学年や教科担当グループを組み， 

具体的な仕事を通じて，必要な考え方や指導技術などを習得してきた。毎年のように初任者が配置されて 

いた 30年程前は，各年代にそれぞれ人員がおり，職場の年齢層はバランスが取れていた。ところがこれ 

からは，30代や 40代を中心とするいわゆる中堅と呼ばれる世代が少ない中で初任者配置がなされていく。 

この点が 30年程前と異なる。そこで，OJTを進めていく際，職員構成の面から，何らかの方策が必要と 

なってくる。 

学校で初任者育成を行う場合は，校長の指導の下，初任者研修指導教員や初任者研修コーディネーター 

が中心となって「全職員で初任者を育てる」という体制を敷いている。つまり，年度当初，校長の指導の 

下に，「いつ，だれが，何を，どのような方法で」指導するかという年間指導計画を立案し，それに基づ 

いて指導に当たっていく。2初任者は小学校の場合，学級担任に充てられることが多く，そのため初任者育 

成においては，同学年グループが中心となって進めていく場面が多い。学年特有の行事や教材については， 

年間指導計画の中にも位置付けてはいるが，同学年や学年グループが中心となって進めていくことが多い 

からである。そこで初任者研修指導教員や初任者研修コーディネーターは，指導に当たり学年との連携 
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が求められるのは言うまでもない。 

本研究では，初任者指導教員としての経験を通し，教育現場喫緊の課題とも言える初任者育成について， 

校内における初任者研修の進め方の工夫を基に考察したい。 

  以上の理由から，本研究主題を設定した。 

 

２ 研究の目標 

  

初任者研修指導教員としての経験を基に，初任者育成の視点から，校内における初任者研修の進め方に 

ついて，考察したことを提言する。 

 

３ 研究の仮説 

 

 校内における初任者研修において，１年間という長いスパンで段階的に進めていけば，人材育成に効果が 

あるであろう。 

 

４ 研究の内容と方法 

  

(1)  内容 

① 校内における初任者研修を，一年間という長いスパンで段階的に進めていく方法の開発。 

② 校内における初任者研修を 4つの段階で捉え進めていくことで，人材育成に効果があることの実証。 

 

(2) 方法  

① 現行の平成 26年度の初任者研修の内容分析を行う。 

② 初任者研修や人材育成に関する文献研究や理論研究を行う。 

③ 初任者研修を４つの段階で捉え進めていくことの分析を行う。 

④ 校内における初任者育成に関する分析及び考察を行う。 

  

５ 研究の実際 

 

(1) 対象者 

    A教諭は 25歳男性で大学院修了。講師経験なし。 

     B教諭は 24歳女性で講師経験あり（学級担任）。 

     C教諭は 25歳男性で講師経験あり（学級担任）。 

     D教諭は 24歳女性で講師経験あり（特別支援学級副担任）。 

     A教諭とB教諭は同一校（E小学校）勤務。C教諭とD教諭も同一校（F小学校）勤務。 

    平成 26年版「初任者指導の手びき」によれば，「初任者研修の校内における研修は，初任者配置校 

  における所属校指導教員を中心とした指導・助言する方法（所属校方式）と拠点校指導教員が 4名の 

初任者に対して指導・助言をし，併せて初任者が配置された各学校においても校長をはじめ，学校全体 

で初任者を指導・助言をする方法（拠点校方式）のいずれかの方式で実施される3。」とある。この場合 

は拠点校方式に該当し，F小学校が拠点校である。私はF小学校の拠点校指導教員として，初任者を 

指導した。 

(2)  初任者研修における 4つの段階の特性を生かした指導 
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    校内における初任者研修を，１年間という長いスパンで段階的に進めていく方法を開発した。「教師 

誕生期」「学級運営期」「授業充実期」「学校参画期」の 4つの段階である。４つの段階とも年間を通 

して研修を深めなければならない。しかし，４つの段階には，一年間の中でも，時期によって軽重が 

あってよい。表１は，「初任者研修における 4つの段階」（2014 田中）である。どれも年間を通して 

大切であるが，重点 は特に大切な時期，力を入れる時期とした。重点 になるとその段階の最重要 

という意味である。 

表 1   初任者研修における 4つの段階（2014 田中） 

 

① 教師誕生期 

教師としての責任感や使命感を育てる時期である。教職員として出発する希望に満ちている 1学期当 

  初にしっかりと研修させたい。校外研修で開講式が実施されているが，子どもの前に立った時から「先 

生」と呼ばれる存在であることや，1年間は仮採用であるが，「教師見習いではない。」ということを， 

しっかりと意識させたい。1学期を乗り切り，長期休業を迎える際も再確認したい。また，あってはな 

らないが交通法規違反など不祥事案件が発生した場合は，管理職等の指導も含め，随時行う。 

 

② 学級運営期 

学習指導や生徒指導，学級目標など学級経営に関する研修である。各学期の初めを中心に行う。問題 

  行動やいじめなど生徒指導上の問題が起こった場合は，生徒指導主任などの指導も含め随時行う。特に， 

長期休業明けの 2学期は，生活上や学習上のリズムが戻りにくい時期なので，「黄金の 3日間」として， 

8月末より研修に取り掛かり，より計画的に行った。その際使用したのが，表 2「2学期始めチェックリ 

スト」である。中身は，「2学期前日までに」済ませておく 15項目，「2学期 1日目に」行う 39項目，「2 

学期 2日目に」行う 23項目が挙げてある。これらを確実に行っていくことで夏休みぼけを一掃し，学 

級経営を軌道に乗せるものである。チェックリストには，「長期休業中に子どもへ手紙などを出すこと」 

や「学級通信を印刷すること」や「子どもに話すエピソード（夏休みの思い出など）を考えること」「教 

室を掃除すること」や「転入生の机・椅子を準備すること」など，教師として当然行うべきことがリス 

トアップされている。「転入生の机・椅子を準備すること」など，忘れがちな項目もあり，とても参考 

になった。 

  Ｄ教諭は 1学期の終業式前に体調を崩し，子どもに通知表を渡すことができなかった。しかし，この 

研修を生かし「学級通信を印刷すること」や「子どもに話すエピソードを考えて来ること」などきちん 

とできていた。紙面でも，口頭でも，最終日に休んだ謝罪がきちんとできていた。この研修のおかげで， 

Ｄ教諭は 2学期がうまくスタートできた。 

表 2  2学期始めチェックリストの一部（前日新小学校校長 杉町靖彦氏作成） 

 1学期    夏季休業     2学期     冬休み     3学期 

教師誕生期 

 

 

重点         重点   ※不祥事案件等が発生した場合は随時。 

学級運営期 

 

 

重点             重点 ※問題行動等が起こった場合は随時 重点 

授業充実期 

 

 

           重点      重点      重点       

学校参画期 

 

 

           重点      重点              重点 
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③ 授業充実期 

  年間 5本の研究授業はどうしても 2学期に集中してしまう。そこで長期休業中に，指導案作成のため 

の研修時間を設定した。研修では教科指導の方法や教材研究の仕方等を学んだ後，指導案作成に取り組 

んだ。長期休業中のゆっくりした時間を活用し指導案作成をすることができた。3学期に研究授業を行 

う場合も同様に実施した。 

  1学期に2本の研究授業を行っていたＡ教諭は，この方法を活用し長期休業中に指導案を作成できた。 

そのため 2学期前半に，研究授業を終えることができた。 

 

④ 学校参画期 

  学級経営が軌道に乗り，授業も概ねうまく進んでくる 2学期後半になると，初任者とはいえ，学校参 

 画にも力を出してほしいところである。つまり校務分掌を進めていく時期である。学級経営も学習指導 

も対象は子どもである。それに対し，分掌事務の対象は，子どもだけでない場合もある。前任者に尋ね 

ながら仕事を進めていかねばならない場合もある。難しさは増すがうまくいったときの達成感は，とて 

も大きい。 

  Ａ教諭は担当の教科・領域が，「総合的な学習の時間」であった。そこでＥ小学校の「総合的な学習 

初任者研修２０１４⑧より挿入 

前日までに 

  項  目 チェック 

１．手紙（はがき）などを子ども達に出した。  

２．2学期始めの 1週間の予定を立てた。  

３．2学期始めの 1単元（以上）を教材研究した。  

４．黒板にメッセージを書いた。  

５．学級通信を印刷した。  

６．夏休みの作品のコメント用紙を印刷した。  

７．教室を掃除した。  

８．教室に花を飾った。  

９．忘れた子ども用にノートの代わりの紙を用意した。  

１０．忘れた子ども用に赤鉛筆を用意した。  

１１．忘れた子ども用に消しゴムを用意した。  

１２．忘れた子ども用にミニ定規を用意した。  

１３．子ども達に話すエピソード（夏休みの思い出など）を考えた。  

１４．教室環境のチェックをした。  

１５．転入生の机・椅子を準備した。  

「２学期始めチェックリスト」１日目 

  項  目 チェック 

１．子ども達よりも早く行って教室の窓を開けた。  

２．教室で子ども達を待っていた。（特に低学年）  

３．（朝）自習ですることを指示した（黒板に書いた）。  

４．チャイムが鳴ってすぐに教室に向かった。  

５．教室に入るときに明るく大きな声で挨拶をした。  

６．明るく大きな声で挨拶を返した子どもをほめた。  
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の時間」全体計画の見直しに取り組んだ。「育てたい資質や能力」について考察し，学習内容と活動に 

ついては 3年生以上の各学年に尋ねて回った。そして「総合的な学習の時間」の評価を除き，平成 27 

年度版Ｅ小学校の「総合的な学習の時間」の全体計画が概ねでき上がった。また課題研究報告書もほぼ 

完成した。今年度，学年の「総合的な学習の時間」は，自分がＴ１となって授業を進めている。 

 表３ Ａ教諭作成 平成 27年度 「総合的な学習の時間」全体計画（Ｅ小学校）の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ教諭は図書館教育の担当であった。図書館司書と協力し環境を整え，委員会活動を通して本の楽しさ 

を呼びかけてきた。「子ども読書集会」の実施や年 3回の「図書館祭り」，「図書館マスコットキャラクタ 

ー募集」や「職員・図書委員のおすすめの本紹介」等，ユニークな取り組みが目を引いた。校舎の改修工 

事に伴って図書館が閉鎖した期間があったにも関わらず，貸出冊数は増えている。学校図書館への呼びか 

けが成功していると言えよう。 

またＢ教諭は，平成 26年度図書館教育研究実践報告書を作成した。『「行ってみたい」と思わせる図書 

館づくり』と「学習・情報センターとしての学校図書館」という 2つの視点でまとめることができた。 

資料１ Ｂ教諭作成 平成 26年度 学校図書館教育研究実践報告書（一部） 
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 Ｃ教諭は体育科の副主任として，体育的活動の補佐をしてきた。その経験を生かし，今年度は体育主任 

である。体育大会を立派に成功させた。また，体育科の授業研究にも意欲を見せ，今年度は，佐賀市教科 

等研究会小学校体育部会の代表授業を務めた。授業を公開した写真１は，走り高跳びの授業を行っている 

ところである。 

 Ｄ教諭は，拾得物・募金の係として活動した。音楽が得意であり，金管指導にも力を発揮した。昨年度 

末から式歌のピアノ伴奏も務めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真１ 体育の代表授業を行うＣ教諭       写真 2 式歌のピアノ伴奏をするＤ教諭 

 

（３） 自己目標申告書の活用 

    表 1「初任者研修における 4つの段階（2014 田中）」では，学校参画期の夏季休業に重点丸を付け 

ている。これは，夏季休業は，方向修正が行える時期であり，学習指導，学級経営，校務分掌の３つに 

ついて，自己目標申告書の振り返りができ方向修正が行える時期のためである。初任者研修でも，年度 

  

－36－



当初と夏季休業の 2回，自己目標申告書の研修を入れている。1回目は記述方法や記述内容についての 

指導である。具体的目標や具体的方策の数値などについて指導している。2回目は，振り返りや方向修 

正について指導している。このＰＤＣＡシステムは，1学期のふりかえりをさせ，2学期以降の目標を 

定めるに役だっている 

    Ｃ教諭は，学習指導の欄で，「毎日 1ページ以上漢字の書き取りをさせる」という具体的な目標を挙 

げ，ほぼ毎日漢字の書き取りを宿題に課し，採点後すぐにノートも返却していた。 

 Ａ教諭とＢ教諭は，校務分掌の欄で，それぞれ「総合的な学習の時間の充実」と「図書館教育の推進」 

という目標を掲げていた。このように，夏季休業の初任者研修で校務分掌を意識させることができた。 

      初任者にとって，1学期は覚えることやすべきことが多すぎて，どうしても学習指導や学級経営に気 

を取られ，校務分掌を忘れていることが多い。そこで，学習指導や学級経営が落ち着いて来る２学期以 

降を見据えた 2回目の研修を行うのである。学校参画に寄与できる喜びを感じてほしい。 

  

（４） 「初任者研修における 4つの段階」についての意識調査の結果 

    初任者研修を終えた 4人に，意識調査を行ってみた。（平成 27年 11月実施） 

    問い１「校内の初任者研修を行う中で，どれが一番モチベーションが上がりましたか。」 

      グラフ１ 好きな初任者研修   

0

1

2

3

教材研究 学級経営 校務分掌

好きな初任者研修

 

     グラフ 1を見ると教材研究が 2名，学級経営が 1名，校務分掌が 1名となっている。バランスよく， 

分布した。その理由は，教材研究が，「授業を考える上で，たくさんの先生方の指導を受けることが 

できたから。」「昨年度（講師時代）と同じ学年を担任したことで，見えてきた課題や足りなかった 

ところを指導教員が丁寧に教えてくれたから。また，他の先生方の授業を見ることができ，勉強に 

なったから。」 

   「教師は授業で勝負」という言葉があるが，教材研究が楽しかった，と回答した初任者が半数の 2名 

いた. 

  次に，学級経営の場合の理由は，「子どもと過ごすの、が楽しかった。」校務分掌の場合の理由は， 

   『校務分掌で，「総合的な学習」の時間を担当しました。4年生はキッズマートを行い，その中で，子 

ども達の自由な発想を垣間見ることができました。そのおかげで，総合が好きになり，校務分掌のモ 

チベーションが上がりした。』「好きこそもののじょうずなれ」という言葉があるが，一心に探求して 

いたのがよくわかる文面である。 
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    次に，初任者研修を振り返っての所感である。 

   ◎「昨年教えてもらったことが，すこしずつ今年できる。」ということが自分の成長だと思います。 

初任研で学んだことをこれからも生かしていきます。 

   ◎もっと積極的に，指導を受けに行けば良かった。日々に追われ，1日 1年が終わった気がする。 

2年目となり，自ら学ぶ姿勢をレベルアップし，スキルアップしたい。 

  ◎限られた時間の中で，密度の濃い時間だったと思います。昨年度学習できていなかった，足りて 

いなかったところを子ども達と学ぶことができています。今年度は，昨年度より，子ども達と関わ 

る時間が増えたので，さらに学びにつながっています。 

  ◎いろいろな先生方のお話を聞く機会があり，とても勉強になりました。 

 

   昨年の自分をしっかりと振り返り，今年に生かしている姿がうかんでくる。昨年の自分と比較して 

  今年の自分は「ここができるようになった。「こうしたい。」と言い切っているのがすごい。 

この意識調査の結果を見ると，ひとり一人の意識がかなり前向きなことが伝わってくる。自分の力 

で未来を切り開いていることも分かる。自分の成長を感じつつ，次のステップへの美容としている姿 

がいろいろな面で窺えた。このことからも，校内における初任者研修を，１年間という長いスパンで 

段階的に進めていけば，人材育成にかなり効果があることが実証された。 

 

６ 研究の成果 

  

校内における初任者研修を，１年間という長いスパンで段階的に進めていった。すなわち「教師誕生期」 

「学級運営期」「授業充実期」「学校参画期」の 4つの段階である。それぞれの段階を意識しながら，自己 

目標申告書のＰＤＣＡシステムで自己評価しながら取り組んでいけば，目標達成につながっていくことが 

わかった。4つの段階は，毎年，活用できる。4つの段階を開発できたのがよかった。 

「学校参画期」では，校務分掌を確実に進めていくだけでなく，任された仕事（例えば，受け持ちの学 

級等の経営）を確実に行っていくことが，学校参画に通じていく意識を育てることができた。 

 次は，初任者の今後の成長（毎年入ってくる初任者への伝達や指導なども含む）を見守りつつ，もう少 

し長いスパンでまとめていきたい。 

 

７ 今後の課題 

  

意識の変容，態度の変容，自分の成長という目には見えるけれどもはっきりと数値にあらわれにくい 

 ものの研究であった。自分の成長をはっきりと捉えられるような数値化できるシステムが作れなかったこ 

とが課題である。 

問題点として，学校の規模が少し異なっており，校務分掌など，同一ではない部分もあった。初任者で 

も教科等の主任クラスの校務分掌をしなければならない規模の学校と複数で教科の担当ができる規模の 

学校の比較には，難しい面があった。初任者一人ひとりの経歴が異なる中での意識の調査にも一律とはい

かない部分があった。係数の開発や使用が必要だった。 
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1  「日本の人口ピラミッドの変遷」 『国土交通白書 2014』 国土交通省 
2  『平成 26年版初任者研修の手びき』佐賀県教育委員会 pp.7 
3  『平成 26年版初任者研修の手びき』佐賀県教育委員会 pp.4 
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個人研究の部 外国語活動 

研究主題      「中学校英語につながる外国語活動の在り方に関する研究」 

－行事や他教科等に関連させた授業実践を通して－ 

 

佐賀市立鍋島小学校 教諭 松下 大介 

 

１ 主題設定の理由 

グローバル社会が進展している中で生き抜くために，それに対応できるような国際的な共通語と言

われている英語を使う言語力の習得や向上が今後の日本を担う子どもたちにとって極めて必要である。          

平成 23年度から公立小学校高学年において，音声を中心に外国語に慣れ親しませる活動を通じて，

言語や文化について体験的に理解を深めるとともに，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態

度を育成し，コミュニケーション能力の素地を養うことを目標として外国語活動が必修化された。 

それまでは，各学校において総合的な学習の時間などの時間を使って英語活動として行われていた。

教材も各学校や各担当者によって違っていた実情があった。しかし，「外国語活動」という名称で必修

化され，「英語ノート」「Hi,friends!」という共通の教材ができ，年間で 35時間行われるようになっ

たことで，ある程度はどの児童にも格差がなく，ほぼ学習機会が均等に行われるようになった。 

現在の学習指導要領では， 

 

 

 

 となっている。そして，その後の中学校の外国語科(英語)の学習指導要領では， 

 

 

となっており，中学校英語は小学校外国語活動という広い土台の上に乗っていると考えられる。 

今後，文部科学省は，初等中等教育段階からのグローバル化に対応した教育環境作りを進めるため，

小中高等学校を通じた英語教育改革を計画的に進めるための「英語教育改革実施計画」を公表した。

2020 年(平成 32 年)の東京オリンピック・パラリンピックを見据え，新たな英語教育が本格展開でき

るように，本計画に基づき体制整備等を含め 2014年度から逐次改革を推進するとしている。その中で，

小学校５，６年生で英語を正式な「教科」にし，週３コマ程度実施して初歩的な英語の運用能力を養

うことなどを基本としている。そこでの目標は，「外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解

を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，身近で簡単なことについて

外国語の基本的な表現に関わって聞くことや話すことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う」

となるようである。 

本学級の児童をみると，４月の意識調査（資料１）では，「外国語活動が好き」と感じている児童と，

「外国語活動は楽しい」と感じている児童は共に 90％を超えていた。そのことから，外国語活動を楽

しみながら，外国や英語の共通点や相違点に気付く活動ができていると評価できる。その一方で，外

国語活動は楽しいが，英語という言語学習（英語を「話す」「読む」「書く」）になると「難しい」「難

しそう」というイメージがある。 

そこで，本研究では，小学校外国語活動が中学校英語へつながっていくことを念頭に置くが，４技

能に焦点を当てるのではなく，少しでも ALTや友達とのコミュニケ―ションや英語に関心をもった児

童を増やし，中学校で学習する英語教育に向けて児童のコミュニケーションの素地を養いたいと考え，

本主題を設定した。 

外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の

育成を図り，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら，コミュニケーション能力の素地を養う。 

外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度

の育成を図り，聞くこと，話すこと，読むこと，書くことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う。 
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２ 研究の目標 

  中学校英語にスムーズに接続するために，中学校の英語の授業や活動につながるコミュニケーショ

ンの素地を養う外国語活動の在り方を探る。 

 

３ 研究の仮説 

  外国語活動で“Hi,friends!”を活用した学習活動において，次の手立てを取れば，慣れ親しんだ英

語を使ってコミュニケーションを図ろうとする児童が育つだろう。 

  ・行事や他教科と関連させた単元構成により、切実感を伴った学習活動を仕組む。 

  ・中学校の英語科の学習活動や教科用図書（“NEW HORIZON”）とのつながりを意識し，タスクの達成

に向かって学習した表現を活用させた活動や発表の場を設定する。 

 

４ 研究の目標及び仮説設定の理由 

  コミュニケーションの基礎を養う中学校英語にスムーズに接続するという視点から，児童のコミュ

ニケーションの素地を養うという目標を設定し，次の４つのことについて考え仮説を設定した。 

まず，「言語や文化についての理解」のために行事や教科等の内容を取り入れて活動を計画・展開し

ていく。次に，ALT や友達に伝えるためには，英語表現を使う必然性があることから，繰り返したり

慣れたりして「外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませる」ことが必要になる。そして、「積極的

にコミュニケーションを図る」ために ALT や友達に対する発表の場を設定する。更に，ALT や友達に

対する発表の場を設定し，行事や教科等の内容を取り入れて活動を計画・展開することで，児童は切

実感をもって活動に取り組むことができると考える。 

これらを踏まえるとコミュニケーションの素地を養うことができ，更にこのことが中学校英語の学

習活動につながっていく外国語活動になると考え，本研究の目標と仮説を設定した。 

 

５ 研究の内容と方法 

(1)研究の内容 

  中学校英語へのつながりを意識して“Hi,friends!”を活用し，他教科や学校（学年）行事と関連さ

せた単元計画を作成し，授業実践を行う。その後，実践をもとに成果と課題を探る。 

 ①理論研究 

 ②授業実践 

 ③研究の成果と課題 

図１ ４月の意識調査 

資料１ ４月の意識調査 
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(2)研究の方法 

  事例・実践研究を行い，本研究の土台となりうる理論を学ぶ。そして，授業実践では，まず，児童

の実態を調査する。次に，児童の実態に応じた，行事や他教科に関連させた単元構成をもとに学習活

動を展開する。最後に，児童の意識調査やワークシートなどで考察を行い，成果と課題を見出す。 

 ①本研究に関連すると考えられる書籍や先行研究の論文を読む。 

 ②行事や他教科に関連させた授業実践，アンケートによる意識調査を行う。 

③ワークシートや意識調査をもとにした考察・検証を行う。 

 

６ 研究の実際 

(1)先行研究から見た「中学校英語につながる外国語活動の在り方」 

① “PPP学習”と“Task-Based Language Teaching”  

  ア．“PPP学習” 

   伝統的な指導の流れの 1つ。提示（Presentation），練習（Practice），使用・産出（Production）

というアプローチで指導が行われる（資料１1）。 

 

   

 

 

 

 

  

  イ．“Task-Based Language Teaching（TBLT）” 

   「学習者に達成させるべき課題（タスク）を与え，その課題達成のための道具として英語を使

わせ，その英語を使用する過程を最大限に利用して実践的運用力を育成しようとするアプロ

ーチ」2 

 

 ②小学校段階における「PPP学習」と「TBLT」の活用 

  「PPP 学習」や「TBLT」の要素を取り入れて，小学校の外国語活動なりの構図を考えた。学習指

導要領と関連させると，PPPの学習の流れは「慣れ親しみ」，TBLTのタスク活動の設定は「体験的な

理解」，表現活動の設定や学習項目を活用しての活動は「積極的なコミュニケーションを図ろうとす

る態度」というように学習様式と学習指導要領を融合させてモデルを構築し（図２）実践した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
1 佐藤臨太郎他『日本人学習者に合った効果的英語教授法入門―EFL環境での英語習得の理論と実践―』

明治図書出版，平成 27年１月，pp17-18 
2 都築 数雄他「TBLT導入による英語授業の改善―タスク活動を通したコミュニケーション能力の育成

―」愛知県総合教育センター研究紀要 第 98集，平成 20年度，p２ 

【PPP 学習】 

①進出語彙や表現を知る。(Presentation) 

↓ 

②繰り返し・反復＝「慣れ親しみ」(Practice) 

↓ 

③学習した語彙や表現を使っての活動・発表 (Production) 

 ＝「積極的なコミュニケーションを図ろうとする態度」 

図２ PPP学習と TBLTの要素を取り入れた外国語活動のモデル 

中学校英語につながる外国語活動 

【TBLT】 

タスクを設定して，その解決に向かっ

て語彙や表現を学んだり，情報をリサ

ーチしたりしてゴールに向かう。 

＝「体験的な理解」 

提示（Presentation） 

日本語による明示的演繹的文法説明（工

夫を凝らす）or 英語による帰納的指導⇒

ともにゴールは明示的知識の獲得 

使用・産出（Production） 

目標文法を使う活動＋文法項目を指定し

ない自由度の高い活動⇒英語運用能力の

養成 

練習（Practice） 

機械的練習＋コンテクストの中での練習

や形式と意味に焦点を当てた練習⇒目標

文法の定着 

資料１ PPPの学習の流れ 
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(2)授業実践 

  図２のモデルと学習指導要領を踏まえて，単元計画を立てて実践を行った。学習指導要領では， 

 

 

 

 

と書かれており，児童が関心をもって取り組むことができるような題材について考え，総合的な学

習の時間や学校行事に対して，どの児童も積極的に取り組もうとしていたことから本研究を行うこ

とに至った。そこで，表１のように行事や他教科等と中学校英語の教科書（NEW HORIZON（東京書籍））

と関連させて実践を行った。 

 

表１ 実践の概要 

実践 “Hi,friends!２” 
総合的な学習の時間 

「いろいろな世界を知ろう」 

学校(学年)行事 

・教科等 

 (参考) 

“NEW HORIZON” 

Ⅰ 
Lesson４ 

「道案内をしよう」 
長崎の歴史や文化を学ぼう 

修学旅行 

(６年) 

１学年 

「道案内」 

Speaking Plus2 

pp90-91 

Ⅱ 
Lesson５ 

「友達を旅行にさそおう」 
外国について調べよう 

※(６年・社会科) 

「世界の中の 

日本」 

２学年 

“My Future Job” 

Unit３ p26 

Ⅲ 
Lesson８ 

「『夢宣言』をしよう」 
ふるさとや夢を見つめよう 

卒業制作 

(６年) 

２学年 

“My Future Job” 

Unit３ pp22-25 

  

 ア 実践Ⅰ 

 (ｱ) 単元のポイント 

ａ 総合的な学習の時間や行事等との関連（図３，表２） 

・「総合的な学習の時間」…児童が楽しみにしている学校行事の一つである修学旅行についての事

前調査として，また，修学旅行に向けた準備としての時間として設定した。事前調査の段階では，

「長崎」をキーワードにイメージマップを作成させ，

その後，「平和」や「文化」について個別に図書やイ

ンターネットで調べさせた。そして，それぞれに調

べたことをレポートにまとめさせた。そのことで，

ALT への発表に対する準備をしたり見通しをもった

りすることができていた。 

 

・「修学旅行」…「長崎の文化や歴史を学ぶこと」， 「５

年生に報告すること」をめあてに，平和コースと歴

史・文化コースのそれぞれのフィールドワークを設定

した。そうすることで，いろいろな道案内や紹介をす

るパターンを設け，できるだけ多くの発表の機会をも

つようにした。 

 

 

               

                             

指導内容や活動については，児童の興味・関心にあったものとし，国語科，音楽科，図画工作科

などの他教科等で児童が学習したことを活用するなどの工夫により，指導の効果を高めるようにす

ること。 

修学旅行 

総合的な学習の時間 

外国語活動 

「道案内をしよう」 

中学校英語 

「道案内」 

図３ 単元の関連図 
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ｂ 中学校英語の教科書との関連 

   該当のページ（トピック）3では，「①女性が駅までの道を尋ねる→②一郎は駅までの道を教える

→③女性がお礼を言う」という流れで，STEP１では，基本表現を練習する。STEP２で，モデル対話

の練習，STEP３でペアでの役割演技（対話）を行う。 

 

表２ 総合的な学習の時間や行事等を関連させた外国語活動の単元計画（１） 

―“Hi,friends!２ Lesson４「道案内をしよう」”（全 10時間）― 

 

 

(ｲ) 活動の実際 

ａ 「めあて（ゴール）」の設定と Presentation-Practiceのアプローチ 

  「ALTに長崎の街を紹介しよう」というめあてを設定し，来日して間もない ALTに修学旅行で学

んだことと「道案内（“Hi,friends!２”Lesson４）」にある単語や表現を使って知らせるという必

然性が生まれた。そのため，Presentation の場面では，道案内に必要と思われる単語や表現（表

３）を知らせ，更に長崎の街の紹介で必要と考えられる単語（church,temple,peace,elementary 

schoolなど）を加えた。Practiceの場面では，児童が通常楽しんで活動していた「キーワードゲ

ーム」や「ミシングゲーム」を多く行ったり，“Hi,friends!２”Lesson４（pp14-17）を利用して

道案内の練習を行ったりした。 
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外国語活動 総合的な学習の時間(８時間) 学校行事等 

 

 

 

１)めあてを確認し，新出単語（建

物や場所の名前）を知る。 

２)道案内の仕方を知る。 

３)道案内の練習をする。 

 

４)発表の計画を立てる。 

 

 

５)発表の準備をする。 

６)発表会，ふり返り 

 

 

 

① 計画を立てる。 

② 情報を集めたり，確認したりす

る。 

③ 発表の準備をする。 

④ 発表会，ふり返り 

 

 

１「長崎」イメージマップを作る。 

２キーワードを参考にし，「平和」

や「文化」について調べる。 

３調べたことをレポートにまとめ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）資料を壁新聞などにまとめる。 

４）５年生へ報告会をする。 

５）報告会をふり返る。 

 

 

 

 

 

０）係ごとに役割を確認し，活動

する。 

ALT に長崎の街を案内しよ

う！ 

ALT に鍋島の町を案内しよ

う！ 

長崎の「歴史」や「文化」を学ぼう！ 

「長崎」について調べよう！ 

修学旅行を５年生に伝えよう！ 

１）個別のレポートをグループで持ち寄り，フィール

ドワークの計画を立てる。 

 

 

２）修学旅行で学んだことをふり返る。 

修学旅行 
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ｂ Productionの場の設定「ALTへの発表会」 

  Presentation-Practice のアプローチを受けて，ALT へ修学旅行でのフィールドワークや総合的

な学習の時間に調べた事柄を使って，道案内とその行き着いた場所に関する紹介をする活動（発表

会）を行った。 

  児童は，「どうにかして伝えたい」「わかってほしい」という切実感をもって活動に臨み，それま

で何度も聞いてきたり繰り返して口ずさんだりしてきた単語や表現を自分たちで確認する（写真

２）など積極的な姿が見られた。また，提示資料（資料２）を作成したグループは，書く作業が関

わり，和英辞書を使ったり HRTや ALTに尋ねたり（写真１）してキーワードだけでも英語で書こう

と努めていた（表４）。 

 

表４ 活動の様子（一部） 

学習活動 児童の発言(C)や活動の様子(・) 
（省略）  

３．発表会の準備をする。 
○提示資料を作る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・広用紙に紹介する場所の写真やデータを書いたり，貼ったりする。 

C1 ：全部英語で書かないとだめですか？ 

HRT：いいえ，英語で書かなくてもいいよ。でも，日本語でもいいから，しっかり場所の紹介

はしないといけないよ。 

 

C2 ：「右に曲がる」って，どう言えばよかった

っけ？ 

C3 ：“Turn right.”じゃなかったっけ？ 

HRT：そうそう。That’s right! 

 

C4 ：「平和記念像」って英語でどう書けばいい

ですか？ 

HRT：“（ALT）,what spell is「像」?”  

ALT:Yes.(…writing…) 

C4 ：Thank you. 

○発表の練習をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・グループで，道案内と場所の紹介のそれぞれに役割分担をして，お互いの発表を見合って，

練習をする。 

C5 ：まず，道案内から。 

C6 ：まっすぐ行くって，どういえばよかったっけ？ 

C5 ：“Go straight”だよ。 

C6 ：Go straight, go straight, go straight, turn right, go straight. It’s “Peace park.” 

Cs ：言えたね。頑張ったね。 

C6 ：言えたぁ。 

 

（省略）  
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【基本表現】 

Excuse me. / I’m looking for ～./ 

Pardon me? / Go ～. / Turn ～.  

【主な単語】 

station / down / street / turn / left 

right / library / post office / hospital 

bookstore 

【基本表現】 

Go ～. / Turn ～.  

【主な単語】 

turn /go / straight/left/right 

hospital/down/around /park/station 

library/post office/convenience store 

departmentstore/restaurant/bookstore 

police station/fire station 

表３ “Hi,friends!２”（左）と“NEW HORIZON”（右）の記載されている表現等 

※共通している表現等 

資料２ 提示資料の一例 

写真２ 発表の練習の様子 

写真１ ALT(左)に尋ねている児童 
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 (ｳ) 考察 

   通常の外国語活動の時間よりも児童が積極的に活動に臨むことができていた。また，単元化する

ことで他教科のように見通しをもったり，発表会に向けて友達と協力して活動したりすることがで

きていた。表４の中で，C６の児童は，通常の外国語活動では，消極的に取り組んでいた。この活動

を通して，グループの協力を得ながら発表の練習を熱心に頑張っていた。その結果，英語を発音す

ることができ，同じグループの友達に認められたことで，達成感を感じ，本活動に積極的な態度で

取り組むことが増えた。そして，児童の感想の中には，「紹介するのは恥ずかしかったが，楽しかっ

た」「新しく知ったことが（いつもより）多かった」「いつも（外国語活動では）しないことだった

ので楽しかった」といった肯定的な意見が多かった。また，外国語活動に消極的な児童も「他の人

（グループ）の道案内を聞けて楽しかった」といった感想をもつことができていた。このことから，

外国語活動を修学旅行という行事と関連させて単元化することで自分たちなりに ALTに伝えようと

英語を使ったり，発表の際にどうにかして伝えたいと英語で表現しようと努めたりしたことで，単

元の中のいろいろな場面でコミュニケーションを楽しんで活動できたと考えられる。 

 

 

  イ 実践Ⅱ 

(ｱ) 単元のポイント 

ａ 「総合的な学習の時間」や行事との関連（図４，表４） 

 ・「総合的な学習の時間」…「いろいろな国を知ろう」

というテーマを立て，児童が「知っている国」や「関

心のある国」について調べさせるようにした。また，

中国とエジプトのゲストティーチャー（GT）をそれぞ

れ招いて，その国の衣食住や学校の様子などの文化に

ついて話を聞いたり衣装や楽器を見たり体験したり

した。その後，関心のある国についてのレポートを作

成し，このことを外国語活動や社会科に生かすことに

した。 

 

・「社会科」…「世界の中の日本」という単元で，    

アメリカ合衆国をはじめ，中華人民共和国，大韓民国，

サウジアラビアの社会の様子，衣食住の文化，学校の

様子を学習した。その発展として総合的な学習の時間

や外国語活動で調べたり発表したりした国を取り入

れて，学習を広げるようにした。 

 

 

ｂ 中学校英語の教科書との関連 

  該当のページ（トピック）5では，「『行きたい国』と『そこでしたいこと』について，[例]にな

らって対話」をするという流れで学習を行うようになっている。そこで，本単元では Bの役割で使

用する表現を本単元で取り扱うようにした。 
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社会科 

「世界の中の日本」 

総合的な学習の時間 

外国語活動 

「友達を旅行にさそおう」 

中学校英語 

“My Future Job” 

図４ 単元の関連図 
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表４ 総合的な学習の時間や行事等を関連させた外国語活動の単元計画（２） 

―“Hi,friends!２ Lesson５「友達を旅行にさそおう」”（全５時間）― 

外国語活動 総合的な学習の時間(９時間) 学校(学年)行事，教科等 

 

 

 

 

 

 

０）色や形の英語表現をふり返

る。 

 

 

１）国の名前の英語での言い方を

知り，慣れる。 

２）世界遺産のある場所や英語で

の言い方を知る。 

３）「おすすめの国」を決め，情

報を集める。 

４）紹介する国について，発表の

準備をする。 

５）「おすすめの国」を紹介する。 

 

 

１）知っている国，行きたい国を

調べる。（３時間） 

 ・衣，食，住 

 ・学校の様子 

 ・スポーツやその他の文化 

２）ＧＴの話を聞いて，国の文化

を知る。（４時間） 

 ・エジプト 

 ・中国 

３）レポートにまとめる。 

（２時間） 

 

 

(ｲ) 活動の実際 

ａ 「めあて（ゴール）」の設定と Presentation-Practiceのアプローチ 

  「友達におすすめの国を紹介しよう」というめあてを設定し，友達に紹介するための表現や単語

を確認したり知らせたりした。Presentation の場面では，特に I want to～.を基本表現に据え，

see や eatなどの動詞を加えて知らせた（資料３）。Practiceの場面では，これまでに聞いたこと

のある食べ物や動物，スポーツなどの単語を取り入れ，ゲームを中心に何度も聞かせたり口ずさむ

ように促したりして繰り返した。 
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友達におすすめの国を紹介し

よう！ 

いろいろな国を調べよう！ 

 

《社会科》 

「世界の中の日本」 

 

 資料３ 本単元で使用したワークシート（上）と“NEW HORIZON”に記載されている表現 

国旗を描く 国名を書く 

おすすめの場所

や動物，スポーツ

などを書く 

おすすめの食べ

ものを書く 

基本表現 

[例]A: Where do you want to go? 

    B: I want to go to New Zealand. 

       It has many beautiful places to see. 

    A: What do you want to do there? 

    B: Well, I want to ski on Mt. Egmont, for example. 

 

to see koalas   to visit the Great Wall 
万里の長城 

to go to Disney World 
ディズニーワールド 

そこでしたいこと 
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ｂ Productionの場の設定「『おすすめの国』の紹介」 

  資料４のようなシートを児童一人一人に作成させ，初めに HRTと

ALTが紹介のモデルを示し，その後，グループの友達に一人ずつ紹

介をする活動を行った（表５）。児童それぞれのおすすめの国の紹

介は，それまでに何度も活動で使用した英語や何度も繰り返して聞

いたり発音したりした英語を使って行うように促した。 

 紹介シートについては，資料４のアメリカ合衆国をはじめ，イタ

リアやフランス，イギリス，ロシア，スペインなど，児童が総合的

な学習の時間に調べていた国を活用していたり，中国やエジプトといった GTの話に興味をもって

調べたりして，基本的に日本語記述だったので，どの児童もシートを完成させることができていた。 

 

表５ 活動の様子（一部） 

(ｳ) 考察 

   単元を通して，これまで聞いたことのある食べ物や動物，スポーツなどのこれまでに知り得た英語

やこの単元で新たに知り得た英語を確認することができた。更に，総合的な学習の時間や社会科と関

連させることでいろいろな国に関心をもつことができていた。紹介の活動では，ほとんどの児童が

ALTや友達と一緒にゲームをしたり繰り返し聞いたり発音したりする活動を，発表までの毎時間繰り

返し行ったことで，児童は自信をもって紹介する活動に取り組むことができていた。このことから、

繰り返したり慣れたりして「外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむ」ことができたと言える。 

また、その中でも，英語の発表や友達に話すことに対して苦手意識をもっていたり，発表に戸惑っ

たりした児童については，HRTや ALTが机間指導しながら児童の紹介スピーチを聞いてアドバイスや

サポートを行ったことで、普段の発表より自信をもって発表に取り組むことができていた。 

この単元後（発表後）の感想には，「（いろいろな）国のことがわかった」「自分が調べた国につい

ても新しく知ることがあった」といったものが多かった。このことから，他教科等で行った内容を外

国語活動で取り扱うと児童にとって活動のハードルが低くなったと考えられる。 

しかし，本単元では個人の発表を行ったことから，発表が苦手な児童や英語という言語に抵抗のあ

る児童にとっては調べたり「おすすめの国」をシートに書いたりする活動はスムーズに行えていたが，

発表という表現活動については実践Ⅰでの発表の場と違い，一人で発表しなければならかったことで

学習活動 児童の発言(C)や活動の様子(・) 

４．友達に発表したり，友達の

「おすすめの国」を聞いたり

する。 

 

 

 

 

 

 

５．感想や気付きを交流する。 

・班の友達に自分が書いた「おすすめの国」シート（資料４）を見せながら伝える。 

（グループ活動の例） 

C1 ：Let’s go to America. I want to see ディズニーワールド，ケネディー宇宙センター，自由の女神, eat 

ホットドッグやハンバーガー. 

……（中略）…… 

C2 ：いいねぇ，アメリカおもしろそう。 

C3 ：僕もアメリカを調べたけど，宇宙センターもあるんだね。 

C4 ：ホットドッグやハンバーガーはアメリカの代表的な料理なんだね。 

 

C2 ：じゃ，次は私の番。Let’s go to エジプト. I want to see ピラミッドとナイル川と砂スキー. You can 

eat ウサギやハト. 

ALT：rabbit and pigeon.（紹介シートの文字を指しながら） 

C2 ：rabbit and … pigeon. 

ALT：Good. 

……（中略）…… 

C1 ：え？ウサギとかハトを食べるの？ 

C3 ：砂スキーって，楽しそう。 

C2 ：楽しそうけど，暑そうじゃない？ 

C3 ：でも，寒いよりいいよ。 

C4 ：ナイル川ってどんな川？ 

……（中略）…… 

HRT：OK. Good job! 

     じゃあ，(ALT)にコメントをもらいましょう。 

ALT：You’re spoke very well. I want to go to many countries. 

     Thank you for your presentation! 

     See you next week! 

資料４ 児童の紹介シートの例 
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壁が高かったようである。 

７ 研究の成果と課題 

(1) 研究の成果 

ア 総合的な学習の時間などの他教科や行事などを取り入れた単元を仕組むことで，以下の３点の

ような児童の姿が見られた。 

・ これまでに学習した知識や考え方を使って活動できるので新しく構えずに活動に取り組むこ

とができた。 

・ 行事を活用できる場が外国語活動，特に，ALTや友達を対象にした発表する活動に設けられ，

できた作品を友達と見せ合うなど，友達の考えや友達の頑張り，関心のあることなどに気付こ

うとする姿が見られた。 

・ 外国語活動や英語という言語に対して消極的だった児童が活動に積極的に参加することがで

きた。 

イ 単元を通して，児童の「積極的にコミュニケーションを図ろうとする」態度を育てるために ALT

や友達に発表の場を設定する活動をしていく中で，以下の２点のような児童の姿が見られた。 

・ 英語を使って発表しようという姿勢が見られるようになった。 

・ ALTに分かってもらおう，分かってほしいという切実感をもって臨むことができていた。 

ウ 外国語活動が楽しくないと答えた児童が、実践で行った単元を通して４月時に比べ「楽しかっ

た」と感じていた（図５）。 

以上のことから，外国語活動で“Hi,friends!”を活用した学

習活動において，行事や他教科と関連させた単元構成をして学

習活動を仕組んだり，中学校の英語科の学習活動や教科用図書

“NEW HORIZON”とのつながりを意識した活動や発表の場を設定

したりすることで，「ゲーム」ではなく，コミュニケーションを

通した「学び」として外国語活動を展開することができた。す

なわち，中学校の英語の授業や活動につながるコミュニケーシ

ョンの素地を養うことに近づいたと考える。 

  (2) 課題 

  ア 今回の実践で取り組んだ教科（社会科）以外に，同じ言語という視点から国語科と外国語活動

との関連も探り，更にいろいろな教科等に発展させたり関連させたりしていく必要がある。 

  イ 本研究を通して，「発表」に壁を感じ，コミュニケーション活動にうまく取り組めなかった児童

にとって，どのような手立てをとれば積極的に活動に参加できるのかを考える必要がある。 

  ウ 他の Lessonでも中学校英語とのつながりを調べたり，中学校英語の授業の様子を参観したりし

て，中学校へのスムーズな接続のためにできる範囲で外国語活動に取り入れていく必要がある。 

  エ 児童の中学校での英語の学習の様子や理解度を確認することで，中学校英語へのスムーズな接

続ができているかどうかを確認する必要がある。 

 

《引用文献》 

・ 佐藤臨太郎他    『日本人学習者に合った効果的英語教授法入門―EFL 環境での英語習得の

理論と実践―』明治図書出版，平成 27年１月 

・ 都築 数雄他    「TBLT導入による英語授業の改善―タスク活動を通したコミュニケーショ

ン能力の育成―」愛知県総合教育センター研究紀要 第 98集， 

平成 20年度 

・ 笠島 準一他    『NEW HORIZON English Course １・２』東京書籍，平成 25年 

《参考文献》 

・ 文部科学省     『Hi,friends!２』平成 23年 

・ 文部科学省     『小学校学習指導要領』 平成 20年８月 

・ 文部科学省     『中学校学習指導要領解説 外国語編』 平成 20年７月 

図５ 事前事後アンケート結果 
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個人研究の部 道徳科 

子ども同士がつながる力で育ちあう学級を目指して 

－友だちと考えを話し合い，自分を振り返る道徳の授業－ 

 

佐賀市立開成小学校 教諭 堤 大之介 

 

１ 主題設定の理由 

  本研究主題を掲げた発端には，学級での集団生活に強い困り感を抱いているK児の存在があった。

新しい学級になってすぐにK児は，友だちとのコミュニケーションにおける不安が原因となって，物

を壊してしまったり，暴力をふるったり，教室を飛び出して戻ってくることができなくなったりする

トラブルを立て続けに起こしてしまった。その都度，K児の話を聞いていく中で「友だちがいつも自

分の悪口を言っている気がする」「クラスにいるのが怖い」といった言葉が出てくるようになった。

このことから，K児がトラブルを引き起こしてしまう原因には，学級の児童の友だちに対する関わり

方に問題があり，それに敏感に反応している結果であることが多いことがわかってきた。 

  クラスの児童の様子を観察していくと，目立つトラブルを起こしてしまうK児の存在に隠れ，友だ

ちとコミュニケーションを取っていくことにおいて多くの課題があることがわかった。友だちに対し

て思いやりに欠けた言葉遣いをしていたり，仲の良い子どうしで他の子を排除しようとしたりしてい

るような態度が，クラスの児童の日常の様子に見られた。このことが原因で，学級の中の児童同士の

繋がりが弱まっており，学級集団が非常に不安定な状態になっていた。その学級集団の不安定な状態

が，K児にとって納得のいかない状況をたびたび生み出しており，大きなトラブルに繋がっていた。 

  学級の一員としての個の繋がりの弱さは，担任の指導がない時の学級の姿にも現れていた。担任が

学級に居る時には一見きちんと行動できているようだが，いざ自分たちだけで活動するとなった際に

は，おしゃべりが止まらず学習に集中できない。さらに悪化すればけんかに繋がるなどといった形で，

クラス全体の困り感を生むことになっていた。 

  この子どもたち同士の繋がりがなく，教師の指導がなければまとまることのできない状態から，子

どもたち全員の力によって，誰もが安心して自主的に学校生活を送れるような学級集団を作っていく

ことを目指したいと考えた。そのためには子どもたちの個と個の繋がりを強いものにしていくこと，

そして互いに思いやりを持ち，自分と他者の心情を深く考えることができる力を身に着けさせること

が必要である。 

  子どもたちが互いに話し合いながら学級の中での繋がりを意識し，より豊かな心情を育んでいく手

段として，道徳の授業での「話し合い活動」を効果的に行うことはできないかと考えた。道徳の授業

は資料などから自分の考えを持ち，正解不正解ではなく児童の本音を交流させることができる貴重な

学習活動である。その道徳の授業で児童の一人一人が意見を述べ，その意見を全ての児童が受け止め

ようとし，自らの生活や心情を深く振り返っていくことができれば，自然と学級集団の中に繋がりが

生まれ，友だちとの関わりの在り方にも良い変化が生まれていく。そこで本研究では，道徳の授業に

おける「話し合い活動」の方法と，その効果をより引き出すための手立てを考察していくことを目的

として主題を設定した。 

 

２ 研究の目標 

  道徳の授業の中で「話し合い活動」を効果的に行うことで，児童が学級の友だちとの繋がりを意識

して，大切にしようとする態度を育てるとともに，児童自身の心情への振り返りを深め，実生活に活

かそうとする態度を身に着けていくことを目指す。 
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３ 研究の仮説 

  道徳の授業における話し合いの場面で，自分の意見を述べる時の態度と友だちの意見を聞く時の態

度をより切実にする指導を行い，授業の目的に応じて「全体で」「話し合いたい相手を見つけて」「ペ

アやグループを作って」など，話し合いの形を効果的に設定していくことができれば，児童一人一人

の繋がりをより強いものとし，道徳の授業の中で自分の心情への振り返りを深め，実践しようとする

態度を育んでいくことができるだろう。 

 

４ 研究の内容と方法 

 (1) 児童の実態を把握する 

 ア 他者との繋がりへの意識を問うアンケート，Q-Uの実施 

 イ 道徳における「話し合い活動」の実態把握のための授業 

 (2) 「話し合い活動」を効果的に行うための道徳の授業の研究 

 ア 「話し合い活動」の中での意見の述べ方，聞き方を徹底した授業 

 イ 友だちとの繋がりを意識させる「話し合い活動」を設定した授業 

 ウ 話し合いを通して自分自身の心情を深めることを目指した授業 

 

５ 研究の実際 

 (1) 児童の実態を把握する 

 ア 他者との繋がりへの意識を問うアンケート，Q-Uの実施 

   道徳の授業で効果的に「話し合い活動」を行うための方法を考察していくにあたって，まず，児

童が自分以外の友だちとの繋がりにどのような意識を持っているのかを問うアンケートを実施した。

本学級３４名にアンケートを行った結果は以下の通りである。(表１) 

ア　いつもわかる　23名 イ　ときどきわかる　8名 ウ　あまりわからない　3名 エ　ぜんぜんわからない　0名

ア　いつもできる　４名 イ　ときどきできる　22名 ウ　あまりできない　7名 エ　ぜんぜんできない　1名

ア　ぜんぜんしない　12名 イ　あまりしない　11名 ウ　ときどきしてしまう　8名 エ　よくしてしまう　3名

ア　いつもそうする　13名 イ　ときどきそうする　18名 ウ　あまりそうしない　4名 エ　ぜんぜんそうしない　0名

ア　いつもそうする　8名 イ　ときどきそうする　13名 ウ　あまりそうしない　9名 エ　ぜんぜんそうしない　4名

ア　いつもわかる　14名 イ　ときどきわかる　14名 ウ　あまりわからない　5名 エ　ぜんぜんわからない　1名

ア　いつもわかる　8名 イ　ときどきわかる　15名 ウ　あまりわからない　8名 エ　ぜんぜんわからない　3名

ア　いつもどならない　11名 イ　あまりどならない　15名 ウ　ときどきどなる　6名 エ　よくどなる　2名

ア　いつもそうする　11名 イ　ときどきそうする　16名 ウ　あまりそうしない　3名 エ　ぜんぜんそうしない　4名

ア　いつもそうする　10名 イ　ときどきそうする　13名 ウ　あまりそうしない　9名 エ　ぜんぜんそうしない　2名

ア　よくわかっている　21名 イ　少しわかっている　10名 ウ　あまりわかっていない　2名 エ　ぜんぜんわかっていない　1名

ア　いつもそうする　14名 イ　ときどきそうする　16名 ウ　あまりそうしない　3名 エ　ぜんぜんそうしない　１名

表１　児童の自己理解，他者との繋がりへの意識調査アンケート
１　自分の気持ちがわかる。

２　友だちのいいところを見つけることができる。

３　嫌なことがあっても，やつあたりをしない。

４　友だちの気持ちを考えながら話す。

５　自分だけ意見がちがっても，自分の意見をはっきり言う。

１２　友だちが何か上手にできたとき，ほめることができる。

６　自分の気持ちの変化がわかる。

７　友だちの気持ちがわかる。

８　腹が立っても，どならない。

９　相手がきずつかないように話している。

１０　ものごとをよく考えてから決めることができる。

１１　自分のできることとできないことがわかっている。
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本学級は５年生であり，この時期の児童は自己への理解だけではなく，他者意識が深まってくる。

このアンケートでは，普段の生活の中で児童が自分と友だちとの繋がりをどう捉えているのかを調

査した。 

結果を見ると，自分の気持ちとその変化についてはほとんどの児童が「わかる」と感じており，

自分への意識はしっかりと持っていることが分かる。しかし，「友だちの」良いところを感じたり，

気持ちを理解して話したり，相手が傷つかないようにしたりすることへの意識を問われると，でき

ると捉えている児童も「いつも」から「ときどき」の数が増えているのが見て取れる。また，「で

きない」「そうしない」の割合も自分に対する意識と比べると高くなっている。そして，「自分で物

事をよく考える」「自分の意見をはっきり言う」ことに関しては，できないと捉えている児童の数

が多くなっている。 

このアンケートの結果から，本学級の児童は他者との関係を良好に保っていこうとする点で，不

安感や無関心を示している子が多く，それでいて周りの雰囲気には流されやすく，主体性のなさが

目立っていることが分かってきた。また，腹が立った時にやつあたりをしてしまったり，怒鳴った

りしてしまうという自覚がある児童の数も少なくないということからは，児童同士の衝突が起こっ

たり，K児への刺激の要因となってしまっていることがうかがえる。 

これに加え，本学級の児童が学級の雰囲気を

どう感じているのかを把握するために，Q-Uテ

ストを実施した(図１)。その中から「いごこち

のいいクラスにするためのアンケート集計」の

結果を見てみると，学校生活満足群に位置して

いる児童の数こそ多いものの，学校生活におい

て自分が友だちから認められていないのではな

いかという不安を抱いている児童や，友だちか

らの侵害行為を受けていると感じている児童も

少なからずいることが分かった。K児に至って

は，分布の要支援群に位置しており，学級にお

ける生活のつらさが顕著に表れている。 

この結果を踏まえると，児童が自分の考えを

しっかり持って発言しようとする態度や，友だちの話をしっかりと聞き，互いの心情を理解してい

こうとする態度を育てていくことは不可欠であることがわかった。そのための手段として，道徳の

授業でどのように「話し合い活動」を行っていくのかを考察していった。 

  

イ 道徳における「話し合い活動」の実態把握のための授業 

アンケートの結果から，本学級の児童がその時点でどの程度の「話し合い活動」を行うことがで

きるのかという実態把握を行うための授業を行った。その内容は以下の通りである。 

○主題名「より良いルールを作るために必要なことを考えよう」 

資料名「ルールの決め方 これでいいのかな？」(日本標準) 

価値項目 ４‐(1) 公徳心，規則の尊重，権利・義務 

○ねらい 自他の権利を大切にし，ルールの決め方やルールを守ろうとする気持ちを高める。 

  ○授業の展開 (◇発問 ◆中心発問) 

   導入 １ ルールとはどのようなものか，なんのためにあるのか考える。 

   展開 ２ 資料を読んで，話し合う。 

K児 

縦長の分布からは， 

児童同士の関係性の希薄さ

がうかがえる。 

図１ Ｑ‐Ｕテスト結果 
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        ◇資料のルールの決め方に何かおかしいところはないか，ペアで話し合いましょう。 

        ◆どうすれば「いいな」と思えるルールを作れるかグループで話し合いましょう。 

        ◇みんなでルールを決める時に自分が何を大切にしたいか考えましょう。 

   終末 ３ 今の学級のルールについて，教師の話を聞く。 

  ○児童の様子・反応 

   本授業では，子どもたちの「話し合い活動」の実態を捉えるために，ペアやグループでの話し合

い活動を取り入れた発問を取り入れた。用いた資料も短い文章で，子どもたちが話し合いながら考

えを深めていくことができる内容のものを選んだ。 

   授業の中で子どもたちは資料で紹介されているおかしなルールに対してペアで話し合い，もっと

良いルールを作るために考慮すべきことをグループで話し合っていった。その後，全体で意見を交

流し合い，ルールを決めたり，守ったりすることの大切さを子どもたちに考えさせていくことをね

らいとしていた。しかし，話し合いを行っていく中で児童の態度に課題があることが判明した。 

   まずは，自分の意見を積極的に発言しようとする児童は多いのだが，その発言が教師に向けての

ものであった点である。発表者は教師に向かって早口で，まくしたてるように意見を述べ，周りに

いる児童の反応を気にしている様子が見られなかった。また，発表者でない児童の中には，発表者

が話し合う前に手を挙げたり，発表者の言葉をさえぎって自分の意見を述べだしたりする姿が見ら

れた。その結果，全体での話し合いの時間は

一部の児童が思いついたことを発言するだけ

の時間となり，手を挙げることができなかっ

た児童は内容についていくことが難しく，価

値項目に対する考えを深めていくことができ

ていなかった。その結果は授業後に回収した

ワークシートにもはっきりと表れており，グ

ループでの話し合いで意見を書くことができ

ていても，その後の自分の考えを深める発問

には深まりが見られない児童（ワークシート

１），発言の回数は多かったが自分が言いた

いことを述べただけだったため考えに深まり

が見られなかった児童（ワークシート２）の

数が非常に多かった。 

   この授業の結果から，本学級の児童が「話

し合い活動」を効果的に行うためには，まず

「ほかの人に話を聞いてもらおうとする態

度」と「ほかの人の話を最後まで聞き，考え

ようとする態度」の指導が欠かせないという

ことがわかった。それができなければ，グル

ープやペアでの話し合いなども形ばかりの活

動となってしまい，自分の気づき以上の心情

の深まりは見られなくなるであろう。この結

果から，「話し合い活動」を効果的に行って

いくための素地を養う手立てを考察していった。 

 

ワークシート１ 

ワークシート２ 

両
者
と
も
に
深
ま
り
が
見
ら
れ
な
い 
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(2) 「話し合い活動」を効果的に行うための道徳の授業の研究 

 ア 「話し合い活動」の中での意見の述べ方，聞き方を徹底した授業 

   実態把握のための授業の後，道徳の授業を行う際に「話し合い活動」に関して児童に守らせるル

ールを設定した。その内容は以下の通りである。 

  ・授業の中で発言をする時は，教師ではなく学級全体に体を向けて話すこと。 

  ・聞き手は発表者の方を体ごと向き，最後まで話を聞くこと。 

  ・友だちの発言を否定して，自分の意見を述べないこと。 

   これらは道徳に限らず，授業における発表の場面で児童が最低限守るべきマナーである。自分の

意見を誰に向けて発信するのかを意識すること。発表者の話を取り入れ，理解しようとすること。

このマナーを徹底することができなければ「話し合い活動」に深まりが見られるはずもない。３つ

のルールを道徳以外の授業でも意識するよう，繰り返し指導を行い，どのような変化が現れるのか

検証をするため以下のような授業を行った。 

○主題名「みんなが怒られないクラスのために」 

資料名「おこだでませんように」(小学館) 

価値項目 ２‐(４) 相互理解・寛容 

○ねらい 怒られてばかりの人のつらさの原因から，みんなが「怒られたくない」という思いを持

たずに過ごすために大切なことを考える中で，互いに理解し合い，広い心で接し合うこ

とがどれだけ幸せなことであるか気づかせる。 

  ○授業の展開 (◇発問 ◆中心発問) 

   導入 １ いい子，悪い子の違いについて考える。 

   展開 ２ 資料の絵本の読み聞かせを聞き，話し合う。 

        ◇怒られてばかりの「ぼく」にどんな声をかけてあげますか。 

        ◆クラスの中で「幸せな気持ち」が生まれるために大切なことはなんでしょうか。 

        ◇「ぼく」はこれからどうなっていくでしょうか。 

   終末 ３ 教師の怒られてばかりでつらかったことと，救われた経験についての話を聞く。 

  ○児童の様子・反応 

   本授業で資料として用いた「おこだでませんように」には，学校で怒られてばかりの「ぼく」が，

どうして自分ばかりが先生や母親に叱られるのだろうと思い悩む姿が描かれている。「ぼく」の声

が大きく騒がしかったり，言葉遣いがきつかったり，怒って友だちに暴力をふるってしまったりと

いった姿は，研究のきっかけになったK児に重なる部分があった。「ぼく」の行動の裏にある彼なり

の考えや思いやり，友だちから受けているつらさなどを児童にはじっくりと考えて欲しいというね

らいから，「話し合い活動」のルールを徹底する授業の資料として選出した。 

   資料は絵本を電子黒板に映し出し，子どもたちに読み聞かせる形を取った。この際に，担任は子

どもたち一人一人の表情の変化を確認しておくため，読み書かせはもう１人，担任以外の先生に補

助をお願いした。「おこだでませんように」は低学年向けの絵本であったが，怒られてばかりの

「ぼく」に児童は皆，共感するところがあったのか食い入るように電子黒板を見つめていた。そし

て，読み聞かせの後，静かに聞き入っていた児童の雰囲気を保ちつつ内容の確認と，発問を行って

いった。児童に発表をさせる際には「手を挙げる時は静かに」「先生ではなくみんなの方を見て話

そう」「発表している人の方を体ごと向こう」といったことを適宜心がけさせた。また，時折，児

童の発言の重要なところを取り上げ「今の考えをどう思いますか」と，周りの児童に問いかけ，そ

れに対する反応を待ちながら授業を進めていった。 

－54－



【様式 Word版】 

 

 

   今回の授業ではペアやグループといった形の「話し合い活動」の時間は設けず，全体に向けて１

人の発表者が考えを述べていく時間を重視した。これによって全ての児童が，今何について話し合

っているのかを見失うことなく，考えようとしている様子がうかがえた。また，この授業までに学

級にいるみんなにわかってもらうために発言するということを強調して指導してきたこともあり，

自分の意見を言うことだけを考えていたり，友だちの発言をさえぎったりといった姿も全く見られ

なくなった。 

   授業後に回収したワークシートを読むと，前回と比べ

て自分の考えを深めて書く部分に大きな変化が現れてい

た。前回の授業では途中から内容についていくことがで

きず，自分の意見を深めることができていなかった児童

が，本時では価値項目に沿った自分なりの考えをしっか

りと記述できていた。（ワークシート３）これは，発表

をした児童の発言を１つずつ全体で確認し，共有してい

ったことが影響していると考えられる。 

また，授業中に発言を行った児童の考えが，後から一

層深まっていることも確認できた。自分以外の友だち

に「理解してもらう」という意識を持たせたことが，

発問内容に対する考えを深めることに繋がったことが

見て取れる。 

   本授業は前回よりも明らかに静かな雰囲気で学習が

進んでいったが，児童の発言の回数が減ることはなか

った。加えて，発表者も同一の児童が何度も発言を行

うのではなく，多様な考えを持った児童が手を挙げ，

意見を述べることができていた。このことから「発表

者の話す姿勢」と「周りの聞く姿勢」を整えることは，

「話し合い活動」の質を高めていくうえで不可欠であ

ることが明らかとなった。 

 

 イ 友だちとの繋がりを意識させる「話し合い活動」を設定した授業 

   「話し合い活動」を行う時の「話し方」や「聞き方」を整えていったことで，以降の道徳の時間

授業の発表にも徐々に深まりが見られるようになってきた。それを考慮したうえで，次に，児童の

考えをより深めさせるための目的に応じた「話し合い活動の形」を授業の中に取り入れていくこと

を試みた。 

   話し合い活動の形には，全体での意見共有の他に，隣同士の席のペアで行ったり，グループや班

で行ったりといったものが挙げられる。話し合い活動の形を設定するときに念頭に置かなければな

らないのは「その方法を取ることが考えを深めるうえで有効かどうか」ということである。「話し

合い活動」を行う良さには「自分の意見に自信を持つことができる」「児童１人では思いつかなか

った新たな発見がある」「児童同士で意見を交流することで，考えをより深めることができる」と

いったことが挙げられる。道徳の授業の中で，教師の発問に対して児童が「話し合い活動」を行う

場面を設定するためには，それが何のための話し合いなのかを明確にし，最も有効だと思われる手

立てとして準備をしておく必要がある。以上のことを踏まえたうえで，授業のねらいに沿った「話

ワークシート３ 

自分の考えの深まりに明らかな変化が見える 
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し合い活動の形」を考察し，実践を行った。 

○主題名「自分の個性と向き合おう」 

資料名「ぼくは七味とうがらし」(自作教材) 

価値項目 １‐(6) 個性伸長 

○ねらい 自分の良いところや悪いところを実感する。そして，友だちから見た自分の姿を知るこ

とで，今の自分がよりよく成長していくために必要なことは何かを考え，行動していき

たいと思える気持ちを育む。 

  ○授業の展開 (◇発問 ◆中心発問) 

   導入 １ 学級のみんなの「私の良いところ・悪いところアンケート」の結果を知る。 

   展開 ２ 資料を読み，友だちと話し合い，自らを振り返る。 

        ◇取り柄がないと思っていた「ぼく」に向けられた「七味とうがらし」とはどのよう

な意味だったのでしょうか。 

        ◆あなたは友だちからどんな人だと思われているのでしょうか。また，あなたのどん

なところを，友だちはそう感じているのでしょうか。 

        ◇自分の「もっと良くなりたいところ」「ここはなんとかしたいところ」を考えてみ

ましょう。 

   終末 ３ 資料が教師の実体験であったことを明かし，自分の「良いところ・悪いところ」の

捉え方についての考えを話す。 

  ○児童の様子・反応 

   この授業においては児童が自分自身の個性と向き合うために，どんな「話し合い活動の形」を取

ることが効果的であるかということを重視した。事前に児童に対して「自分の良いところ・悪いと

ころ」に関するアンケートを行ったところ多数の児童が思い悩み，なかなか書き出すことができず

にいた。５年生になり自らを客観的に捉えることができるようになってきた児童たちではあるもの

の，学習の成績や体力といった視点から離れて長所や短所を見つけることは難しいようであった。

しかし，児童一人一人の中には多様な個性が存在しており，それを成長に繋げるためには長所・短

所を自覚することは不可欠である。 

   そこで，児童自身の個性の発見を促すための手段として「話し合い活動」を設定した。話し合い

の内容は「友だちに自分はどんな人だと思うか」を尋ねるというものである。これは本学級の児童

たちが自分で個性を見つけることを困難に感じていたことを踏まえ，仲の良い友だちの客観的な視

点を交えることで，自己理解を深めることをねらった活動である。この活動では児童のことをよく

知らない相手といくら話し合っても効果はない。そのため，クラスの中から「自分のことを分かっ

てくれている」という友だちを３名まで選ばせて，質問に行くという形を取った。この時，話し合

いで傷付く児童がいないよう，質問されたら決して断らないこと。そして，質問を受ける側は質問

をしてきた側がどれだけ勇気をふりしぼって聞きに来たのかを考え，相手のことを思いやった発言

をすることを全体で必ず守ることとして約束した。また，質問をする人数も多ければ良いのではな

く１人から３人までと数を絞って，聞く相手を選ばせた。 

   いざ，友だちに質問をしに行く場面になると，はじめはざわついていたが，ワークシートに友だ

ちの印象を書くうちに児童の表情は真剣なものとなっていった。指定していた時間で活動を区切ろ

うとすると「もう少し待ってください」「一言だけでも書かせてください」といった声が教室のと

ころどころから聞こえてきた。その後，友だちが自分のことをどんな人だと捉えているのかを読み

返している児童の表情は，照れている様子が見られながらも嬉しげであった。 
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   授業後に回収したワークシートを見てみると，友だ

ちからの評価の理由を児童自身が自分なりに考えて捉

えなおしている様子がうかがえた。また，友だちに指

摘された長所ばかりではなく，より良い自分を目指す

ために短所にも目を向けている児童も見られた。(ワ

ークシート４)  

   この授業では資料の読み取りに時間をかけすぎてし

まい，「もっと良い自分」を目指すために必要なこと

は何かを考える時間を十分に取ることができなかった

ため，後日ワークシートを配布しなおして振り返りを

行った。その際には，全ての児童が「長所を伸ばす」

「短所を補う」視点に触れながら振り返りを行うこと

ができていた。この授業における「話し合い活動の

形」は，児童が自分自身への理解を深めるという目的

に関しては機能したと言うことができる。 

 

 ウ 話し合いを通して自分自身の心情を深めることを目指した授業 

   道徳の授業の中で「話し合い活動」を行う姿勢や，その形に応じて学習することに関しては児童

の成長が見られるようになってきた。しかし，ワークシートに書く内容が普段の生活の中でわかり

きっているものであったり，実践に繋げていこうとする具体的なイメージができていなかったりと

いった姿が依然として残っていた。このことから，道徳の価値項目に迫っていくために自分自身を

ふり返り，心情を深めることに関して課題があると感じられた。そこで，「話し合い活動」を行う

目的を焦点化し，考えさせたい価値項目に迫るために適した内容にするための実践を行った。 

○主題名「広い心で受け入れると」 

資料名「ブランコ乗りとピエロ」(私たちの道徳) 

価値項目 2‐(4) 寛容・謙虚 

○ねらい 険悪な２人の人物の関係を良いものに変えた寛容な態度に気付き，相手の気持ちを考え

たり，おたがいに認め合おうとしたりする態度が人と人の関係をより良いものにしてい

けることを感じる。 

  ○授業の展開 (◇発問 ◆中心発問) 

   導入 １ 学級のみんなに聞いた「けんかの原因になった気持ちアンケート」の結果を知る。 

   展開 ２ 資料を読み，登場人物の心情の変化を読み取って，生活に活かす方法を考える。 

        ◇険悪な関係の２人はお互いのことをどう思っているでしょうか。 

        ◆２人の関係を良いものにしたのはどちらの，どのような態度でしょうか。 

        ◇あなたが大切にしたい人ともっと仲良くなるために大切なことは何でしょうか。 

   終末 ３ 教師の友人についての話を聞き，友だちを広い心で受け入れる大切さを考える。 

  ○児童の様子・反応 

   今回は資料の登場人物の関係性と，心情の変化を捉えさせるため，登場人

物のイラスト(資料１)を用いながら読み取りを行った。このイラストがあっ

たおかげか資料の文量は多かったが，内容の読み取りに関しては的確に捉え

ている発言が多く聞こえた。 

ワークシート４ 

資料１ 

他者評価 

自分へのふりかえり 
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   内容の読み取りを行った後に「この登場人物のすごい態度はどこだと思うか」と尋ね，配布した

資料に線引きをさせてから，グループでの「話し合い活動」を取り入れて意見の共有を図った。し

かし，この時に資料の線引きをしたところを紹介するにとどまってしまい，その線引きした部分か

ら感じ取った登場人物のすごさを話し合うような内容まで発展させることができなかった。これは

教師が「何を話し合うのか」という指示を明確にしなかったことが原因にあったと考えられる。全

体で意見を共有する場面でも「線引きしたところや，登場人物の気持ちを発表しましょう」と指示

をしてしまったために，児童からは線引きした部分を紹

介する発言が増え，教師がそこから読み取ることができ

る心情などを引き出さざるを得ない状況になってしまっ

た。この場面で「登場人物のすごかったところはどんな

心や気持ちだろうか」と発問することができていれば，

児童にねらいとする価値に迫る発言をさせていくことが

できたのではないかと考えられる。 

   資料から児童自身の生活にかえしていく場面では，事

前に取っていた「けんかの原因になった気持ちアンケー

ト」を用いた。子どもたちがけんかの原因になることと

して捉えていることには「悪口」「こそこそ話」「ちょっ

かいを出す」というものが多かったが，それを誰かにさ

れた時に自分はどんな態度を取ればよいのだろうか。と

いうことを考えさせた。回収したワークシートの内容を

確認すると，本時の価値項目として掲げた「寛容」に迫

るものが多く(ワークシート６)，授業の中で友達の意見

を取り入れて自分の考えを深めている児童もいた。(ワ

ークシート７)また，授業の最後に「相手の気持ちを考

える」や「自分から謝るようにする」という発言に対し

て，「それが難しい」「自分にはできないと思う」といっ

た発言をする児童も出てきた。これは児童の中で価値項

目に関する表面上の理解と，それを実践できない難しさ

の間で葛藤が生まれていることが原因であると考えられ

る。中心発問で登場人物の心情に対して深まりを持たせ

ることができていれば，それらの葛藤に対して「どうし

て難しいのだろう」「なぜできないのかな」といった展

開をすることができたはずである。このことから，道徳

の授業において心情への理解を深めていくためには「話

し合い活動」の形ばかりではなく「何を話し合わせるの

か」ということを教師が明確に指示していく必要があるだろう。 

 

６ 研究のまとめ 

(1)  研究の成果 

  ２学期の半ば，最後の研究授業を終えた時点で，児童の自己理解や他者との繋がりへの意識がど

のように変化したのか調査をするため，実態把握のために行ったアンケートと同様の調査を再度行

った(表２)。アンケートの結果を見ると，「友だちのいいところを見つけることができる」「相手が

ワークシート６ 

ワークシート７ 

６
の
児
童
の
考
え
が
、 

７
の
児
童
に
影
響
を
与
え
て
い
る 
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きずつかないように話している」「友だちが何か上手にできたとき，ほめることができる」という

項目において「いつもできる」「ときどきできる」と感じている児童の数が増えていることがわか

った。このことから，道徳の授業の時間に友だちに向かって話し，友だちの意見はしっかりと聞く

姿勢を持って「話し合い活動」を行い，その形を授業のねらいに沿ったものにし，心情への深まり

を高めようと試みたことは，児童が他者との繋がりを意識する力を育んでいくうえで有効であった

と言える。また，本研究のきっかけとなったK児に対しても，周囲の児童は彼のコミュニケーショ

ンにおいて抱えているつらさを感じ取って行動しようとしてきている。その結果，K児は学級での

授業だけでなく，グループ活動など友だちと必ず関わらなければならない活動にトラブルを起こす

ことなく参加できるまでになった。また，道徳の授業で「話し合い活動」を繰り返し行っていく中

で，他の教科でも児童は自分たちで話し合い，教師の手から離れて調べ学習などを行えるようにな

ってきた。このことは，児童同士の間でしっかりとした意思疎通がはかられており，一人ひとりの

繋がりが生まれているからであるからこそだと言えるだろう。 

(2)  今後の課題 

   アンケートの集計結果を見てみると，まだ，他者との繋がりや自分自身でしっかりと物事を考

えて行動するという項目に数名，根強く苦手意識を持っている児童がいることが分かる。その苦

手意識の現れか，道徳の時間にグループやペアでの「話し合い活動」を行うことはできても，全

体で共有する場面ではためらってしまう児童の姿が見られる。今後は「授業の中で全員が発言で

きる」形の活動を取り入れながら，全ての児童が自分の意見に意義を見出し，「誰もが発言をする

時に安心感を持つことができる」道徳の授業を目指すことで，学級全体の繋がりを児童が一層実

感できるようにしていく。 
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ア　いつもわかる　20名 イ　ときどきわかる　13名 ウ　あまりわからない　1名 エ　ぜんぜんわからない　1名

ア　いつもできる　14名 イ　ときどきできる　18名 ウ　あまりできない　1名 エ　ぜんぜんできない　2名

ア　ぜんぜんしない　14名 イ　あまりしない　8名 ウ　ときどきしてしまう　8名 エ　よくしてしまう　5名

ア　いつもそうする　14名 イ　ときどきそうする　14名 ウ　あまりそうしない　5名 エ　ぜんぜんそうしない　2名

ア　いつもそうする　14名 イ　ときどきそうする　10名 ウ　あまりそうしない　6名 エ　ぜんぜんそうしない　5名

ア　いつもわかる　12名 イ　ときどきわかる　18名 ウ　あまりわからない　3名 エ　ぜんぜんわからない　2名

ア　いつもわかる　8名 イ　ときどきわかる　18名 ウ　あまりわからない　5名 エ　ぜんぜんわからない　3名

ア　いつもどならない　18名 イ　あまりどならない　10名 ウ　ときどきどなる　5名 エ　よくどなる　2名

ア　いつもそうする　16名 イ　ときどきそうする　15名 ウ　あまりそうしない　3名 エ　ぜんぜんそうしない　1名

ア　いつもそうする　10名 イ　ときどきそうする　16名 ウ　あまりそうしない　9名 エ　ぜんぜんそうしない　0名

ア　よくわかっている　22名 イ　少しわかっている　13名 ウ　あまりわかっていない　0名 エ　ぜんぜんわかっていない　0名

ア　いつもそうする　23名 イ　ときどきそうする　10名 ウ　あまりそうしない　2名 エ　ぜんぜんそうしない　0名

５　自分だけ意見がちがっても，自分の意見をはっきり言う。

１２　友だちが何か上手にできたとき，ほめることができる。

６　自分の気持ちの変化がわかる。

７　友だちの気持ちがわかる。

８　腹が立っても，どならない。

９　相手がきずつかないように話している。

１０　ものごとをよく考えてから決めることができる。

１１　自分のできることとできないことがわかっている。

表１　児童の自己理解，他者との繋がりへの意識調査アンケート
１　自分の気持ちがわかる。

２　友だちのいいところを見つけることができる。

３　嫌なことがあっても，やつあたりをしない。

４　友だちの気持ちを考えながら話す。
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研究主題 子供に喜びと希望を育む特別支援教育の実践的研究 

～成功と感動の体験，インクルーシブ教育の実践を通して～ 

佐賀市立諸富北小学校 林田 真一 

 

１ 主題設定の理由 

本学級，肢体不自由（あおぞら）学級には，１名の子供（以下Ａ児）が在籍している。Ａ児は，３

年生，デュシャンヌ型筋ジストロフィーの子供である。２年生の時までは歩行できたが，３年生では

歩行できなくなった。母親から「治らない病気である。」と知らされ，現在，病気への恐怖と将来への

不安の中で葛藤している。それでもＡ児は，日々の生活を楽しみたいと願い，期待に胸を膨らませて

毎日，登校している。 

担任は，Ａ児にこれからどのようにアプローチしていくか，その年間目標を定めるため，４月中旬

頃，Ａ児とＡ児の保護者に学校や担任に対する願いを聴いた。聴き取ったＡ児の願いは「学校の運動

場で，みんな（交流学級３年１組の子供達）と元気に遊びたい。」ということであった。また，保護者

の願いは「いずれ友達と一緒にいられなくなる。だから，友達（交流学級の子供達）とたくさんふれ

あわせてほしい。できるだけ長い時間一緒に学ばせてほしい。」ということと「将来，介助など，人に

たくさん頼む生活になる。だから，どう介助してほしいのかなど，自分の要望や気持ちをきちんと周

りの人に伝えられる人間に育ってほしい。」ということであった。 

担任は，Ａ児と保護者の願いを聴いて，Ａ児に対して介助・福祉的な支援を強化させつつ，本校の

教育活動の中で，その願いを達成させていくことが大切であると考えた。本校教育活動の中で，体験

活動を多く仕組み，成功体験や感動体験を積ませることで，Ａ児に成就感，達成感を十分に味わわせ，

自信とさらなる活動への意欲を持たせたいと思った。また，Ａ児を交流学級の子ども達と授業や諸活

動，休み時間の遊びなどで積極的にふれ合わせ，温かい見守りや温かい言葉かけに十分に触れさせる

ことで，周りの人に自分の思いを表現しようとする意欲を持たせ，その思いを言葉で表現するように

指導しようと思った。そうすることで，Ａ児に自分の気持ちをしっかりと周りの人に伝えようとする

意志と表現力を育成していこうと考えた。担任は，これらの支援，指導がＡ児に生きる喜びを感じと

らせ，希望を持って生きていこうとする意欲を育むことに繋がるのではないかと考えたのである。 

また，担任は，Ａ児の「友達と遊びたい。ふれあいたい」という願い，そして，保護者の願いは，

「障害のある子供を含む全ての子供に対して，子供一人一人の教育的ニーズにあった適切な教育的支

援を，でき得る限り地域の学校において，または，通常の学級において行う」インクルーシブ教育の

考え方に迫る当事者としての切実な願いであると受けとめた。そこで，Ａ児を含む交流学級（３年１

組）でインクルーシブ教育を推進するために，支援学級の担任が交流学級の担任とどのように協働し

ていくか，支援学級担任が交流学級の子供達にどのようにアプローチしていくか，そのモデルの一つ

を明らかにしていくことも大切であると考えた。 

以上のことから，本主題及び副主題を設定し，実践に取り組むことにした。 

 

２ 研究の目標 

Ａ児，そして，Ａ児の保護者と信頼関係を構築し，Ａ児に成就感，達成感を味わわせることで，生

きる喜びと生きる意欲を育む実践，Ａ児と保護者の願いに答えるために交流学級にどのようにアプロ

ーチしていくことが有効かを明らかにしていく実践を通して，小学校における特別支援学級の子供へ

の有効な支援・指導の在り方を探る。 
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３ 研究の内容と方法 

(1) 研究の内容 

 ア Ａ児が成就感，達成感を味わい，Ａ児と交流学級の子供達がふれあい，絆を深めるための授業の

在り方。 

 イ Ａ児が成就感，達成感を味わい，Ａ児と交流学級の子供達がふれあい，絆を深めるための遊びの

開発と実践。 

 ウ Ａ児と保護者の願いに答えるための交流学級へのアプローチの在り方。 

 エ 保護者の信頼と協力を得るための保護者へのアプローチの在り方。 

 オ Ａ児と３年１組の子供達の情意面の変容の分析と考察。 

 

(2) 研究の方法 

 ア 特別支援学級担任が各学期に数回，交流学級においてＴ1となり，Ａ児と交流学級の子供達に成

就感，達成感を味わわせ，Ａ児と子供達の絆を深める授業を実践する。また，交流学級において特

別支援学級担任がＴ２となり，交流学級の学級経営及び教科指導を支え，Ａ児と交流学級の子供達

との人間関係を良好にしていく。 

 イ 日常生活の中で，Ａ児が成就感，達成感を味わい，交流学級の子供達との絆を深める『ふれあい

遊び』を開発する。 

 ウ 授業，遊び，行事や諸活動，日常活動等の中で，特別支援学級担任が交流学級へどのようにアプ

ローチしていくことがＡ児の支援・指導に有効かを探る。 

 エ 学校でのＡ児の成功体験，感動体験，交流学級の子供達とのふれあいを中心に，Ａ児の様子や気

付きを毎日記録し，それを保護者に伝え，Ａ児の気持ちや体について保護者と情報交換をし，保護

者の信頼と協力を得ていく。 

 オ 聞き取り調査やアンケート，ＱＵ－テストなどでＡ児と３年１組の子供達の情意面を分析する。 

 

４ 研究の実際 

(1) 研究に取り組むに当たって 

動くことに制限があるＡ児は，制限がある分，他の健常児より体験が少ない。従って，体全体を

使った体験から来る高揚感や爽快感の伴う達成感，成就感というものを味わった経験も少ない。し

かも，時間が経過する中で動きへの制限が強まっていくＡ児にとって，体験を重視し，友達や担任

の見守り，励まし，支えを受けながら，可能な限り体を使い，成功体験，感動体験を積むことは大

切なことである。担任は，まず，そのことを考えた。Ａ児は車椅子の生活ではあるが，介添えがあ

れば直立でき（１学期），車椅子で上半身，腕を動かすこともできた。また，水中では，バタ足や歩

行等ができることも予想された。Ａ児の身体の可動域を使わせ，Ａ児に成功体験，感動体験を積ま

せることは，Ａ児の達成感，成就感となり，ひいては，Ａ児に生きる喜びをと希望を育むことに繋

がるのではないかと考えた。 

また，本研究は，Ａ児と保護者の願いを出発点としている。保護者の願いは，多くの障害を持つ

子どもの保護者の願いを代弁しているものと言える。インクルーシブ教育推進が活発になっている

のは，「わが子を健常児とたくさんふれあわせたい。一緒に学ばせたい。」という願いを持つ保護者

が多く，今後の特別支援教育の行方を見守っているという背景があるためだと考える。Ａ児の保護

者の願いを達成し，インクルーシブ教育の在り方の一つを示すためには，交流学級（３年１組）に，

Ａ児が心地よさを感じながら，友だちと共に学び合い，伸びていけるような温かい支持的風土が形

成され，強化されることが大切である。また，Ａ児を含む３年１組の子供達への学習指導に，常に
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温かい配慮がなされることが求められる。そのために，支援学級担任は交流学級担任と年度当初よ

く話し合い，交流学級においてＴ２の役割を担い，時々Ｔ１として授業等をすることで，交流学級

担任と支援学級担任が協働してＡ児も含む３年１組の学級経営，教科指導を強化していくことを共

通理解して実践に取り組んだ。 

 
(2) 実践研究の概要① 

交流学級とあおぞら学級で支援学級担任が担った主な役割をまとめたものが下記の表である。 
 

表１ 支援学級担任の役割 
Ａ児を含む３年 1 組の子供
達へ（Ｔ２として） 

Ａ児を含む３年１組の子供
達へ（Ｔ１として） 

Ａ児（あおぞら学級）の担任として 

・各教科のＴ２支援 
・スキルタイムの指導支援 
・宿題プリント等のまるつけ 
・給食，掃除の指導支援 
・クラス遊びへの参加支援 

・国語の授業 
 
・モジュールタイムの音読
指導  

・水遊びや虫取り遊びなどの自立活動の指導 
・運動会などの行事での指導 
・車椅子での平地移動 
・階段昇降機での階段，段差移動 
・着替えの介助 
・トイレの介助  

 

(3) 実践研究の概要② 

上記の表の内容を４月から１０月までの取り組みとして，詳しくまとめたものが下記の表である。

◎は，主にＡ児に生きる喜びと希望を育むための取り組み，○は，主に保護者の願いに応え，イン

クルーシブ教育を推進するための取り組み，●は，◎と○のどちらにもかかわる取り組みである。 

 
表２ ４月から１０月までの取り組み 

月 朝の時間， 

空き時間 

自立活動 国語の授業 
（交流学級 3年 1組で） 

行 事 や

諸活動 

昼休み 保護者との信

頼関係作り 

Ａ児への介助 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

10 

 

       

 

本研究のまとめにおいては，主にＡ児に生きる喜びと希望を育むための取組として，表の水遊び（プ

ール），運動会，クラス遊びについて，インクルーシブ教育を推進するための取組として，国語『ゆう

すげ村の小さな旅館』の授業実践，国語『サーカスのライオン』の授業実践について，この研究の実

際で詳しく実践をまとめることにする。 

 

◎ブロック遊び，フ

ワフワボール遊び  

◎虫取り遊び，

水遊び（プール） 

◎車椅子かけっ
こ，虫取り遊び，

段ボール遊び 等 

●『詩を読もう』，『「ほけん
だよりを読みくらべよ
う」』，『心にのこったこと
を』，『サーカスのライオ
ン』，『人物を考えてかこ
う』，『ようすをくわしく表
そう』 

●『ゆうすげ村の小さな旅

館』，『漢字の組み立て』 

家庭 
訪問 

フ リ
ー 
参観 

個人 
懇談 

◎
春
の
遠
足 

◎
運
動
会 

 

◎
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル 

●
ク
ラ
ス
遊
び
（
ど
ろ
じ
ゅ
ん
，
氷
オ
ニ
，
バ
ナ
ナ
オ
ニ
，
フ
ワ
フ
ワ
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
，
虫
取
り
遊
び
な
ど
）
※
夏
休
み
は
な
し 

◎
プ
ー
ル
開
き 

お
便
り
『
あ
お
ぞ
ら
ノ
ー
ト
』 

車
椅
子
に
よ
る
平
地
移
動
，
階
段
昇
降 

ト
イ
レ
は
介
添
え
で
直
立
し
， 

用
を
足
す
。 

直
立
で
き
な
く
な
り
，
車
椅
子

で
尿
瓶
を
使
い
，
用
を
足
す
。 

○スキル
タイムの
指導支援
と ド リ
ル，宿題
等のまる
つけ 

○スキル

タイムの

指導支援

とドリル，

宿題等の

まるつけ 
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(4) 友達とふれあい，Ａ児に体を動かす喜びを味わわせたクラス遊びの実践 

ア 毎週続けた３年１組のクラス遊び 

    交流学級３年１組では，４月当初から遊び係を決め，週に１～２回，クラス遊びを実施してき

た。動きに制限があるＡ児は，行動範囲も狭くなる。そんなＡ児は，外に出て友達と遊ぶことを

欲した。Ａ児と担任も，このクラス遊びに参加し，３年１組の子供達とふれあい，遊びを楽しん

だ。Ａ児は，１学期，自ら手を挙げ，クラス遊びの係にもなった。Ａ児の「友だちとふれあいた

い。一緒にたくさん遊びたい」という願いを実現させたいという気持ちが伺えた。 

    ３年１組の友達は，Ａ児が気持ちよく遊べるようにＡ児のための特別ルールを作るなど，様々

な配慮をした。 

 

イ 主なクラス遊びと配慮事項，Ａ児の変容 

Ａ児の遊び方も，クラス遊びを重ねる毎に変わっていった。主なクラス遊びとＡ児への配慮，
遊びを通してのＡ児の変容は以下の通りである。 

 
表３ 主な遊び 

バナナオニ，氷オニ，どろじゅん，ふやしオニ，クラスで虫取り遊び，ふわ
ふわドッジボール 等 

 
表４ 遊びとＡ児への配慮 

遊  び 配 慮 さ れ た こ と 

おにごっこ系 

（１５秒バリアルール） 
オニは，Ａ児が「バリア」と言うと，１５秒はタ
ッチするのを待たなければならない。 

虫取り遊び Ａ児が好きな虫取り遊びをクラス遊びに選んで，
３年１組みんなで実施した。 

ふわふわドッジボール Ａ児にボールが当たってもいいようにふわふわの
ボールを使ってドッジボールをした。 

 
           表５ Ａ児の変容                                           

遊  び Ａ 児 の 変 容 

おにごっこ系 ４～６月は，全て担任が車椅子を押していたが，
７月になると，５ｍＡ児が車椅子を動かし，２０
ｍを担任が動かすという動きを交互にしてオニか
ら逃げるようになった。 

虫取り遊び 友達や担任が虫を捕り，Ａ児に渡していたが，６
月にＡ児を車椅子から地面に降ろすと，目の前に
バッタがいて，Ａ児は，そのバッタを手づかみに
して捕まえることができた。 

ふわふわドッジボール 担任が車椅子を押してボールをよけたり，位置を
移動したりすることが多かったが，６月になると，
自分で車椅子を動かし，方向転換したり，ボール
をよけたりするようになった。 

  
ウ 考察 

    外で遊びたい気持ちは強くても，適度に体を動かした経験に乏しく，なかなか自分から動こう 

としないＡ児であった。しかし，Ａ児は，遊びの中で「思わず動いた。動きたくなり，動いた。」

という経験を重ね，体を動かすことの喜びを感じ取ったと思われる。Ａ児は，ふわふわドッジボ

ールやおにごっこ系の遊びで，自分から車椅子を動かすようになった。教室でも車椅子を動かす

ことが多くなり，掃除の時も車椅子で長ぼうきを持ち，進んで教室や廊下を掃くようになった。 

    また，クラス遊びではない日の昼休み，Ａ児と一緒に虫取りをしていると，３年１組の子ども

達が集まってきて，一緒に虫取りをするようになった。さらに，４年生がカマキリやクワガタ虫

を捕ってきてくれたり，家の近くで取ったカニを持ってきてくれたりした。また，５年生は，ド

ングリを拾ってくれた。Ａ児を中心にふれあいの輪が広がっていった。 

 

資料１ 虫取り遊び 

資料２ ふわふわドッジボール 
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(5) Ａ児に成功体験を味わわせ，達成感を育んだ『水遊び』の実践 

ア 水遊びに至るまでの経緯 

今年，初めてＡ児は，学校のプールに入った。１，２年生の時，Ａ児は，まだ歩行できたが，水

泳指導の時間にはプールには入らず，自立活動としてパソコン等をしていた。 

   浮力がある水の中では歩行したり，バタ足をしたりすることが可能かもしれないと予想していた

担任は，４月の終わり，Ａ児にプールに入ってみることを勧めた。しかし，Ａ児はプールに入るこ

とに乗り気ではなかった。担任も「無理かな？」と半ばあきらめかけていた。 

   ５月の半ば，３年生の社会科見学『町探検』の日，Ａ児と担任は３年１組の子供達よりも早く，

集合場所の運動場に出ていた。その日はプール掃除の日で，集合場所から上級生がプール掃除をし

ているのが見えた。Ａ児がフッと「近くで見てみたい。」と言った。Ａ児とプールのそばに行き，掃

除を見ていると，後から３年１組の子ども達が出てきた。Ａ児の親友のＢ子が「あっそうだ。Ａち

ゃん浮き輪で泳げばいい。できるよ。できるよ。」と励ます。Ｂ子の言葉は，Ａ児にも担任にも希望

の灯だった。担任はＡ児に「もし，お母さんの許しが出たら，今年はプールに入ってみようか。」と

投げかけた。Ａ児は笑顔で「うん。」と言った。 

   Ａ児の母親にそのことを伝えると，母親から「極端な筋肉疲労を伴う運動はダメですが，水泳は，

是非お願いします。」という返答だった。 

   担任は大きめの浮き輪を準備し，３年１組の水泳の時間に合わ

せて，自立活動『水遊び』として実施することにした。 

 
イ 水遊びの配慮事項と内容 

 
      表６ 安全・安心のための主な配慮事項 

 

 
表７ 水遊び（自立活動）の内容 

Ａ児の運動 運 動 の 内 容 

水中歩行 浮き輪につかまり，ゆっくり水中を動いた。 

バ タ 足 担任の首や浮き輪につかまり，バタ足をした。 

旋回運動 浮き輪から手を伸ばし，手のひらと足を使い，方向転換をした。 

壁ドン運動 浮き輪に入り，お腹の下にビート板を敷き，壁を蹴って進んだ。 

犬かき泳ぎ 浮き輪に入り，手足を交互にかき，泳いだ。 

  

ウ 考察 

   一緒に泳いでいる３年１組の友達から，「Ａちゃん，がんばれ。」「Ａちゃん，浮けたね。」，「ア

ッＡちゃん，進んでる。」，「Ａちゃん，すごいね。」などと励ましや称賛の言葉をもらい，Ａ児は

笑顔で生き生きと水遊びをした。夏休みのサマースクールにも全日程参加し，プールで泳いだ。

サマースクールでは，泳いだ距離に意欲を示すようになり，休憩を入れてではあるが，１時間に

合計で８０メートル泳いだ。右上は，Ａ児が二学期の国語『心に残ったこと』で書いた水遊びに

ついての作文である。Ａ児は，水遊びで達成感を味わうことができたと考える。 

配慮事項 留意，実践したこと 

トイレ Ａ児は寒いとトイレが近くなる。脱衣前に１回，プールのトイ
レで１回，着衣して１回，基本的に３回用を足すことにした。 

プールへの
移動 

電動昇降機で階段を，車椅子でプール入り口まで，プールの階
段は担任と交流学級担任で車椅子ごとＡ児の昇降をした。 

脱衣・着衣 ２階あおぞら教室のソファーの上でした。気温が低い日は，着
衣後，しばらく暖まれるように毛布も準備した。 

入水時間 入水→休憩→入水の順序で，他の子どもより１０分早くプール
から上がるという流れで３０分間入水した。 

安全用具 Ａ児が溺れないように大きめの浮き輪を準備し，絶えず，担任
がＡ児の前後左右に寄り添った。 

資料３ 浮き輪で泳ぐＡ児 

資料４ 心に残ったこと作文 

Ａ
児
は
，
こ
の
作
文
に
『
プ
ー
ル
で
八
十
メ

ー
ト
ル
泳
い
だ
』
と
題
を
つ
け
た
。 
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 (6) Ａ児に仲間との連帯感と達成感を味わわせた運動会 

  ア 保護者との連携，職員の共通理解と協働により実現したＡ児の運動会への積極的参加 

    ４～５月，Ａ児は介添えによって直立することができていたが，６月に入り，担任は，直立の

際，両足の踏ん張りが弱くなっていることを感じていた。７月２３日の個人懇談でＡ児の母親に

そのことを話すと，母親も同じことを感じていると話した。その個人懇談の中で担任は母親に，

運動会では，Ａ児に自分の組（赤組）に貢献していることを感じさせ，仲間との連帯感を実感さ

せるために，徒競走など，Ａ児自らが車椅子を走らせ，得点種目として参加させること（積極的

参加），そのためにＡ児の参加の仕方を工夫することを提案した。母親は，担任の提案を承諾した。 

    ２学期の初日，母親からＡ児が介添えしても立てなくなったことを聞かされた。担任は，再度，

運動会の参加について，積極的参加でいいか尋ねた。母親は，「今しかない。父親も主治医も同じ

考えだ。」とＡ児を運動会に積極的に参加させるという考えを変えなかった。 

そこで，担任は，３年１組担任（体育主任），管理職，教務主任，６年担任らと話し合い，Ａ児

が運動会に積極的に参加することへの理解を得，９月１４日の運動会団結式で全校の子ども達に

Ａ児が運動会へ積極的に参加することと，その意義について説明した。 

 
イ 運動会に至るまでの経緯とＡ児の運動会での様子                              
 

表８ 運動会までの経緯表 

月 ７  ８   ９                     10 

行
事 

・
活
動 

・
出
来
事 

 

  
表９ Ａ児の参加種目の様子と工夫したこと 

参加種目 工夫したこととＡ児の参加の様子 

 
 
３年徒競走（７０ｍ） 
 
『走る気まんまん 

３年生』 

３年１組担任と話し合い，３年生の７０ｍの平均タイムを出し，
事前に，そのタイムでＡ児が車椅子で走れる距離を出してスター
ト地点を決めた。Ａ児は１コースだったが，本番ではスタート地
点の土がやわらかだったので，３年担任にお願いして，６コース
に変更してもらった。Ａ児は自力で車椅子を動かし，精一杯走っ
たが，ビリだった。しかし，多くの子ども達から声援を受けた。
また，５年生の得点係の子どもがＡ児のところに来てねぎらいの
言葉をかけた。Ａ児は緊張が解け，ほっとした感じだった。 

中学年ダンス 
『Ｒ.Ｙ.Ｕ.Ｓ.Ｅ.Ｉ』 

足のステップになるところは，担任が車椅子を動かし，Ａ児が腕
や上半身のダンスを軽快に踊った。Ａ児はランニングマンの踊り
が特に上手だった。練習も本番も楽しそうに踊った。 

 
レク走 
『東京オリンピックの 

スターはぼくたちだ』 

札まで走り，札を引き，書いてある種目をプレイしてゴールを目
指す競技。車椅子は担任が押し，Ａ児は札を引き，種目のプレイ
をした。用具係の６年生が，Ａ児のために地面にある札を持って
きてくれた。本番でＡ児は野球の札を引き，Ｔバッティングをし
てゴールした。 

 
赤青対抗応援合戦 

同じ縦割り班の４年生がＡ児の車椅子を応援場所まで移動させ，
エール交換の時，Ａ児を青組の方に向けてくれた。ウェーブの時，
周りの子供達はジャンプする。Ａ児も車椅子の肘掛けを肘でグイ
ッと押して体を浮かせた。Ａ児は，気持ちが乗っていた。Ａ児の
やる気を感じた。 

 
 
全校団体種目 
『ダイナミックリレー』 

赤青縦割りで並び，１人ずつ次々にスタートして，前方のお手玉
（２００個程）を１個ずつ取り，１０メートル程先の箱に入れ，
箱にお手玉を入れきった方の勝ちという種目。体育主任の配慮
で，前にスタートした人を抜いてお手玉を入れてもよいルール。
お手玉と箱の間をＡ児が自力で車椅子を走らせ，その他は担任が
押した。Ａ児は後から来る子ども達に抜かれながらも，お手玉を
取り，お手玉と箱の間を走り通した。赤組が負けたが，Ａ児が走
っている時，赤青関係なくＡ児に声援を送っていた。 

個
人
懇
談
７
／
23 

運
動
会
１０
／
４ 

母
親
か
ら
Ａ
児
が
直
立
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
を
聞
く
９
／
１ 

職
員
会
議
（
全
職
員
に
Ａ
児
の
積

極
的
参
加
を
伝
え
る
）
８
／
４ 

母
親
へ
Ａ
児
の
参
加
の
仕
方

に
つ
い
て
，
再
度
確
認
９
／
２ 

関
係
職
員
に
団
結
式
で
話
す
こ

と
へ
の
了
解
を
得
る
９
／
３ 

団
結
式
９
／
１４ 

運動会練習始まる 

９／17～ 

中学年担任，全体育主
任らと徒競走，レク
走，団体競技，ダンス
等の参加の仕方を打
ち合わせ，練習する 

Ａ
児
は
諸
富
北
小
の
一
員
で
す
。
Ａ
児
は
運

動
会
で
は
赤
組
で
す
。
だ
か
ら
，
Ａ
児
は
赤

組
の
み
ん
な
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
，
車
椅
子
を
走
ら

せ
，
自
分
の
力
で
得
点
種
目
と
し
て
参
加
で

き
る
よ
う
に
参
加
の
仕
方
を
工
夫
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
地
点
が
み
な
さ
ん

と
違
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
，

理
解
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
，
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

資料５ 団結式で話したこと 

資料６ 応援するＡ児 

資料７ 徒競走 ゴールするＡ児 
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オ 考察 

    Ａ児はビリだったが，車椅子で徒競走を走り抜いた。上半 

身を弾むように揺り動かしながらダンスを踊った。Ａ児は， 

運動会の感想（右）に「徒競走で１０ｍを走ることができま 

した。」，「いろんな人の前で緊張してダンスを踊りました。」 

等と書いていた。Ａ児が，運動会で達成感を感じたことが見 

て取れた。また，がんばって競技をするＡ児へ，３年１組の 

子ども達や多く他学年の子ども達の声援があった。運動会後の昼休みなど，虫取りをしているＡ

児のところに３年１組の子ども達ばかりでなく，４年生や５年生の子ども達が近づいてきて話し

かけたり，虫やドングリをくれたりした。これらの子ども達の行為が，担任には，運動会で生き

生きと競技，演技をしたＡ児への承認，賞賛の行為に思われた。Ａ児は運動会で達成感を味わい，

さらにふれあいの輪を広げた。 

  

(7) 支援学級担任がＴ１として取り組んだ国語科『ゆうすげ村の小さな旅館』の授業実践 

ア 取り組みの意図 

    ４月当初からＡ児は，ほとんど授業で発表することはなかった。また，５月の本校の支援学級

歓迎会でも，事前に繰り返し練習したのだが，自己紹介をすることができなかった。Ａ児は引っ

込み思案なところがあり，授業や公の場で自分の意見を述べることを苦手としていた。そんなＡ

児に保護者は「自分の気持ちをきちんと周りの人に伝えられる人間に育ってほしい。」という願い

を持っていた。担任は，まず，Ａ児が発表になれ，自分も発表できるという自信を持つことが大

切だと考えた。そこで，交流学級担任と話し合い，Ａ児も含む３年１組で支援学級担任がＴ１と

なり，１学期，『ゆうすげ村の小さな旅館』の授業実践をした。担任がＴ１となることで，Ａ児を

主体的に授業に参加させ，登場人物の気持ちや物語のしかけなど，子どもが興味を引くことにつ

いて発表を促せば，Ａ児も意欲的に，自ら手を挙げて発表するだろうと考えたのである。 

 
イ 単元の目標と指導計画 

 

 

 

 

次 時 学  習  活  動 

一 １ ・学習の見通しを立てる。 

二 ２ 

 

３ 

 

・時を表す言葉を手がかりに場面を分ける。 

・場面毎に起きた出来事を確かめる。 

・美月がウサギであることが分かるヒントを本文から探し，発表し合う。 

・「見つけたヒント以外にもヒントがあるかもしれない。」との問いかけを
受けて人物の様子や行動で疑問に思ったことを発表し合い，次時以降の
読むことへの意欲を高める。 

三 ４ 

５ 

６ 

 

７ 

 

８ 

９ 

・１～２の場面のつぼみさんの様子を読み取る。 

・３の場面の出来事を確かめ，つぼみさんと美月の様子を読み取る。 

・４～５の場面の出来事を読み取り，つぼみさんと美月の様子や気持ちを

想像する。 

・６～７の場面の出来事と人物の様子や気持ちを読み取り，つぼみさんと
美月の様子や気持ちを想像する。 

・物語を読んで，つぼみさんと美月はどんな人だと思うか話し合う。 

・物語で起きた出来事全体を振り返り，物語のしかけについて考える。 

四 10 ・物語のしかりを見つけることができたか，振り返る。 

・「しかけ」に着目して物語を読んでみてどうだったか感想を書き，交流し
合う。 

 

○物語で起きた出来事を読み取り，物語のしかけを見つけることができる。 
○読み取ったこと見つけたしかけを交流して，物語のおもしろさ，温かさを
分かち合うことができる。 

 

担
任 

「
美
月
の
働
き
ぶ
り
を
見
た
と
き

の
つ
ぼ
み
さ
ん
の
気
持
ち
が
分
か

る
と
こ
ろ
は
，
ど
こ
で
す
か
？
」 

 

Ａ
児 

「
（
い
い
む
す
め
さ
ん
が
，
手
伝
い

に
来
て
く
れ
て
，
本
当
に
よ
か
っ

た

。
）

の

と

こ

ろ

で

す

。
」 

資料１１ 第５時３の場面での

Ａ児の発表 

資料８ 運動会の感想 

資料９ 『ゆうすげ村の小さな旅館』の単元の目標 

資料１０ 『ゆうすげ村の小さな旅館』の学習指導計画 資料１２ 授業風景１ 
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ウ 考察 

    この単元の授業の中で，Ａ児は，自ら３回手を挙げて発表した。『ゆうすげ村の小さな旅館』の

学習直後，諸富中学校で，中学校，本校，諸富南小学校三校合同の交流会が開催された。多くの

参加者が見守る中で，Ａ児は開会式で自己紹介をしただけではなく，閉会式において会に参加し

ての感想を述べることができた。このことを『あおぞらノート』で保護者に知らせたところ，保

護者は大変喜んだ。Ａ児は，また，他の教科でも，時々，発表するようになった。本授業実践は，

Ａ児に発表することへの自信をつけさせる手立ての一つになったと考える。 

 

(8) ふれあい授業『サーカスのライオン』の実践 

  ア 取り組みの意図 

２学期，Ａ児が発表に自信を持ってきたことを基に，担任は，Ａ児と交流学級の子供達を，ま

すますふれあわせたいと考えた。そこで，ペアや全体での話し合いを取り入れて，国語科『サー

カスのライオン』の授業を実践した。話し合いは，言葉によるふれあいである。Ａ児とＡ児の保

護者の「３年１組の友達（子供達）といっぱいふれあいたい（ふれあわせたい）。」という願いを

国語科の授業の中で実現化させたいとねらったのである。 

    この授業は，インクルーシブ教育推進のねらいも持っていた。 

３年１組でインクルーシブ教育を推進するためには，クラスの支 

持的風土が強化されることが必要条件である。元々，思いやりの 

あるクラスではあるが，３年１組の温かい支持的風土を，国語科 

の授業によっても強化していこうと考えた。 

 
 イ 単元の目標と指導計画 
 
 
 
 
 
 
 

次 時間 主 な 学 習 活 動 

一 １ ○教師の読み聞かせを聞き，物語の中で大事だと思う一文

とそれを選んだ理由を書き，発表する。 

○単元のめあてと学習内容を知り，学習計画を立てる。 

二 ２ 

３ 

 

４～６ 

 

 

 

 

７ 

○時を表す言葉に着目し，場面を分けて，小見出しを書く。 

○じんざや男の子の性格や置かれている状況 

をとらえる。 

○場面の移り変わりに併せて，じんざの心情 

曲線表の位置，その位置にじんざを置く決 

めてとなった大事な一文，その一文を選ん 

だ理由を交流させ，じんざの心情の変化を 

読み取る。 

○サーカスやライオン使いのおじさん，お客 

の様子からじんざの気持ちを想像する。 

三 ８～９ ○今までの学習を基に，物語全体を通してじ 

んざの気持ちが大きく変わった大事な一文 

とそれを選んだ理由，じんざへの一言メッ 

セージを本の帯に書き，友だちと交流する。 

四 10 ○「サーカスのライオン」を学習する中で思 

ったことを感想に書き，友だちと交流する。 

 

○物語を読み，心情曲線を基に考えたこと発表し合う活動を通して，
主人公の気持ちの変化を考えることができる。 

○交流する中で，お互いの考え方の共通点や相違点に気づきながら，
読みを深めることができる。 

 

ペ
ア
の
話
し
合
い
→ 

全
体
で
の
話
し
合
い 

（
４
時
～
７
時
） 

全
体
で
の 

話
し
合
い 

（
８
時
～
10
時
） 

資料１３ 『サーカスのライオン』の単元の目標 

資料１４ 『サーカスのライオン』の学習指導計画 

資料１６ Ａ児の学習のふり返り感想 

資料１５ 授業風景２ 

資料１７ 友だちの学習の振り返り感想 
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他
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。
」

と
書
い
て
い
る
。 
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エ 考察 

    Ａ児は，10時目の学習のふり返り感想で，自分が友達の前で発表できた喜びと，本の帯を交換

して友達と交流できた楽しさ，うれしさについて書いている。また，Ａ児の友達の多くが，Ａ児

や他の友達と自分の本の帯を紹介し合い，ふれあえたことの楽しさ，うれしさについて書いてい

る。 

    『サーカスのライオン』は，老いぼれたライオンのじんざとサーカスとライオンが好きなひと

りぼっちの男の子のふれあいの物語である。この物語の学習にペアや全体での話し合い活動を取

り入れたことで，Ａ児を含む 3年 1組の子供達が深くふれあい，お互いの絆が，より強くなった

と考える。 

 

５ 研究実践を振り返って～全体的考察～ 

(1) Ａ児の変容 

   ５月２５日実施のＡ児のＱ－Ｕテストを見て 

みると，学級生活満足群に属してはいるが，承 

認ポイントは１８と高い数値とは言えない。し 

かし，非承認ポイントは７と低い。元々，３年 

１組は，温かいクラスであり，Ａ児は３年１組 

に居心地のよさを感じ，疎外感は感じていなか 

ったようだ。それが，様々な行事，諸活動，授 

業，遊びの中で，Ａ児を３年１組の子供達と意 

図的にふれあわせ，Ａ児に成功体験，感動体験 

を味わわせ，周囲の友達や担任からの 

励ましや賞賛を受けさせたことで，Ａ 

児は，成就感，達成感を感じ，自信と 

意欲を獲得していったと思われる。 

Ａ児は，１０月１６日のＱ－Ｕテス 

トでは承認ポイントが２４となり，５ 

月と比べて６ポイント上げた。 

    

どれくらい先になるかは分からない 

が，Ａ児には，いつの日か手厚い介護 

を必要とする日が来る。その時，Ａ児 

に必要なものは，温かい仲間に囲まれ 

て，その仲間と喜びや楽しさを共にし 

て生きてきたという経験である。 

   右上は，１０月２４日に３年１組で 

実施した『これからみんなで仲よく４ 

年生になっていくためのアンケート』の問１と問２の主な記述内容である。これらＡ児と３年１組

の子供達の記述内容から，Ａ児が前述の経験を今していること，４年生になっても今の仲間と喜び

や楽しさを分かち合いながら過ごしていきたいと考えていること，また，この考えは，３年１組の

子供達も同様であることが分かる。これらのことは，今後Ａ児が自ら良好な人間関係を築いていこ

うとする時の気持ちの支えとなっていくと考える。 

問１：「Ａ児（Ａ児：みんな）と今までいっしょにすごしてきて，どんなこ
とを思いますか。」 

Ａ児：「みんなと遊べて楽しい。これからもみんなといたい」 
子ども達：「Ａ児と一緒にいて楽しい」「あおぞら学級で一緒に遊んで楽しい」
「Ａ児と楽しく遊べてうれしい。楽しい」「クラス遊びなど，いっぱいふれ
あえてうれしかった。楽しかった」「Ａ児と一緒のクラスになれてよかった」
「Ａ児のことがたくさん知れてうれしい」「Ａ児がいるから３の１は，こん
なに明るいクラスになった」「Ａ児は優しいと思う」「Ａ児は，いつも笑顔の
気がする」「Ａ児と一緒に遊んだり，勉強したりして楽しかった。これから
も友だちでいたい。」「Ａ児は，今のままでいいと思う」等 

問２：「４年生になったら，Ａ児（Ａ児：みんな）とどのようにすごしたいで
すか。」 

Ａ児：「これからも，がんばって過ごしたい」 
子ども達：「みんなで楽しく元気に過ごしたい」「みんなで支え合うクラスに
したい」「これからも一緒にいっぱい遊びたい」「このままみんなと楽しいこ
と，うれしいことをいっぱいしたい」「また，Ａ児と一緒のクラスになりたい。
そして，一緒に遊びたい」「違うクラスになっても，Ａ児と，また，遊びたい」
「３年生の時と同じように，Ａ児と一緒に遊んだり，おしゃべりをしたりし
たい」「一緒に授業を受けたい」「同じクラスになっても，違うクラスになっ
ても仲よくしたい」「一緒に楽しく過ごしたい」「４年生になっても，今のク
ラスがいい」等 
 

図１ Ａ児のＱ－Ｕテストの変容５／２５→１０／１６ 

資料１８ みんなで仲よく４年生になっていくためのアンケート 問１ 

資料１９ みんなで仲よく４年生になっていくためのアンケート 問２ 
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 (2) インクルーシブ教育推進の視点から 

の考察 

３年１組でインクルーシブ教育が成 

立，強化されるためには，Ａ児にとっ 

ては，３年１組が仲間の温かさに触れ， 

喜びや楽しさを獲得できる場であるこ 

と，クラスの子供達にとっては，Ａ 

児とかかわることが，クラスの温かい風土づくりに直結することが必要条件である。そのために支

援学級担任は交流学級担任と協働し，３年１組の副担任だという思いで子供達にアプローチした。 

アンケート問３の子ども達の記述には，支援学級担任と交流学級担任が分担してまるつけや授業

をしたことへのうれしさや担任が協働することで，もっとＡ児のお手伝いをしようとする気持ちを

強くしたということが書かれていた。また，Ａ児に直接，「担任がＡ児だけでなく，３年１組の子供

達のまるつけをしたり，授業をしたりするのをどう思う？」と尋ねたところ，Ａ児は，「担任が自分

だけでなく，友達のまるつけをしたり，授業をしたりした方が，（自分は）３年１組で，もっと勉強

したくなるし，友達ともっと話したりしたくなる。」と答えた。これらのことから，支援学級        

担任がＴ２として，交流学級担任と共に３年１組のクラス経営を支えたことは，Ａ児と３年１組の

子供達が十分にふれあい，共に学び，絆を深める土壌づくりに役だったと考える。この支援学級担

任と交流学級担任の協働の形は，インクルーシブ教育推進に効果を上げたと考える。私は，今回の

研究で，支援学級担任は，支援学級の子供のためにも交流学級の子供達のためにも交流学級におい

て，もっと機能すべきであるという考えに至った。 

 

６ 成果と課題 

(1) 成果 

 ア Ａ児に成功体験，感動体験をたくさん味わわせ，成就感，達成感を味わわせることができた。 

  

イ Ａ児と 3年 1組の子供達をたくさんふれあわせ，Ａ児に仲間とかかわり，繋がる喜びを味わわせるこ

とができた。 

  

ウ 支援学級担任と交流学級担任の協働関係を中心として，インクルシブ教育推進のモデルの一つを示す

ことができた。 

 

(2) 課題 

 ア Ａ児の心身の変化への対応の在り方 

 

 

 イ インクルーシブ教育推進のためのさらなるモデルづくり 

問３：「支援学級担任が，３年１組で授業などをしたり，クラス遊びに参加し
たりしたことをどう思いますか。」 
Ａ児：「担任がこんなにがんばってくれた。ぼくもがんばっていきたい」 
子ども達：「Ａ児のお世話をしながらまるつけや授業をしてくれて，ありがと
う」「国語の授業がおもしろい。これからもやってほしい」「交流学級担任が
忙しい時，まるつけをしたり，わからないところを教えてくれたりして，う
れしい」「一緒にクラス遊びをしてくれて，楽しい。うれしい」「先生達（支
援学級担任と交流学級担任）が一緒にまるつけや授業をしてくれて，３の１
の勉強が進むから，うれしい」「Ａ児のお手伝いは好き。先生達がまるつけや
授業で手がふさがっている時は，もっとＡ児のお手伝いをしようと思う。」等 
 

病気の進行は止められない。今年度のＡ児へのかかわりを土台にしながらも，病気の進行に伴うＡ児の
心身の変化に，いかに対応していくか，その対応の在り方が模索されなければならない。 

特別支援教育は，障害を持つ子供の特性理解とそれへの個別的対応については，研究が進んでいる。し
かし，障害を持つ子供を学校やクラスといった集団の中で，どのように伸ばしていくか，また，障害を持
つ子供を温かく受け入れる集団をどのように作っていくかといった研究については，まだまだ未開の状態
にある。今後，支援学級担任と交流学級担任の協働による交流学級の学級経営の研究，支援学級の子供と
交流学級の子供の良好な人間関係づくりの研究を押し進めていく必要がある。 

資料２０ みんなで仲よく４年生になっていくためのアンケート 問３ 
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個人研究の部 算数科 

研究課題 算数の楽しさやおもしろさを味わい、主体的に学習に取り組む児童の育成 

－小集団活動を取り入れた授業を通して－ 

 

佐賀市立春日小学校 教諭 前田 潤樹 

１ 主題設定の理由 

本学級の児童は、「算数の学習は好き」と答えた児童が 81％、「自分の考えを友だちに説明するこ

とが好き」と答えた児童は 73％と、比較的多くの子が意欲的に算数の学習の参加することができて

いる。その理由としては、「答えが分かったときがうれしい」「友だちが分かってくれたらうれしい」

というものが多く、「問題を解決したい」「分かりたい」「伝えたい」という思いを強く持っているこ

とが分かった。しかし、「算数がきらい」「苦手」「答えが分からないからいやになる」ということを

理由に、「算数の学習がきらい」と答える児童がいることも事実である。さらに、小集団活動におい

ても、友だちと話す楽しさは感じてはいるものの、友だちの考えを聞いても解釈できていないことも

あり、分かったつもりで学習を終えている児童を見ることができる。 

また、佐賀県教育センターは、学習・学力状況調査の結果から以下のような課題の分析をし、改善

のポイントを上げている。（佐賀県小・中学校学習状況調査 Web 報告書） 

【課題】 

・学んだことを活用して問題の解決をしたり、問題解決の方法や判断の理由を式や言葉で説明したり

することなど数学的な見方や考え方については、引き続き課題が見られる。小学校では、図形の性

質や単位量の考え方など学んだことを活用して判断の理由を式や言葉で説明する力に課題が見られ

る。中学校では、作図方法を理解し、具体的な場面で活用することや資料の傾向を捉えることに課

題が見られる。 

【改善のポイント】 

・問題提示の工夫をすることで、児童に問題解決に必要な情報を選ばせたり、考えさせたりすること

が大切である。 

・どのような力を身に付けさせたいかを意図して言語活動を仕組む必要がある。問題の解き方を説明

させるだけでなく、判断の理由を説明する活動や、他者の考えを修正する活動など様々な言語活動

を通して授業のねらいに迫り、思考力・表現力の育成を図るようにする。 

以上のことから、問題提示を工夫することと意図的な言語活動に取り組ませることの必要性を強く

感じた。 

このような実態と現状を踏まえ、問題提示の仕方を工夫し、判断の理由を説明する活動や自他の考

えを修正する活動を取り入れた小集団活動を実施することで、主体的に学習に取り組む児童が育成さ

れると考え、本主題を設定した。 

 

２ 研究の目標 

全ての児童が自ら問題を解決したり、友だちと考えを交流したりする楽しさやおもしろさを味わい、

主体的に学習に取り組む小集団活動を取り入れた指導の在り方を探る。 

 

３ 研究の仮説 

小集団活動において、全ての児童が判断の理由を説明する活動や自他の考えを修正する活動など

様々な言語活動を行い、算数を学習する楽しさやおもしろさを味わわせれば、自ら課題を見つけ解決

したいと思う児童が育つであるだろう。 
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４ 研究の内容と方法 

○研究の内容 

ア 算数における楽しさとおもしろさの定義 

イ 主体的に学習に取り組む姿の定義（目指す児童像） 

ウ 小集団活動の意図と活用方法の研究 

エ 小集団活動と楽しさの関連の研究 

オ 仮説検証のための継続的な授業実践・研究授業 

○研究の方法 

ア 小集団活動に関する資料の分析 

イ 授業実践による有効性の検証 

ウ アンケートおよびテストの実施による変容の検証 

エ 抽出児の変容を検証 

オ 同学年・他学年・算数 TT 担当などの協力者との連携 

 

５ 研究の実際 

（１）主題について 

①算数における楽しさやおもしろさの定義 

   「楽しさ」は、学習対象と一体化したときに感ずる感情であって、「おもしろさ」は、対象との

間の距離によって生じる感情であり、しかも対人関係の中で発現するズレの感情ともいえる。

（『算数教育指導用語辞典』）このことから、自他の考えを比較することで見つけた疑問を、小集団

活動を通して自分たちの力で解決していくよさを算数の楽しさや面白さと定義する。 

②主体的な姿の定義（目指す児童像） 

   算数科の目標として「算数的活動を通して、数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び技

能を身に付け、日常の事象について見通しをもち筋道を立てて考え、表現する能力を育てるととも

に、算数的活動の楽しいさや数理的な処理のよさに気付き、進んで生活や学習に活用しようとする

態度を育てる（『算数科学習指導要領』）」とある。算数的活動の１つとして小集団活動を学習内容

や学習場面に応じて活用し、「自ら課題を見つけ解決したいと思える児童」「授業の中で感じた疑

問を解決しようとする児童」「苦手だけど諦めない児童」「分からないことをすぐに聞ける児童」を

目指す児童像と設定し、研究を進めていく。 

③小集団活動の意図と活用方法 

小集団活動を授業のねらいに迫るための手立てとし、学習内容や学習場面に合わせて様々な場面

で取り組んできた。算数での小集団活動は「算数ならではの表現方法を用いて互いに働きかけ、と

もに算数のよさである有用性、簡潔性、一般性、正確性、能率性、美しさなどに迫っていくもの」

であると考える。本学級では算数のよさを「かすが（かんたんで、すばやくて、がばいよか）な

考え」とし、児童の小集団活動のねらいの１つとしている。 

a.小集団活動の形態 

ペアタイム（小集団活動）は学習過程の中で固定して設定するのではなく、ねらいに迫らせたい

場合や子どもたちに解決すべ疑問が生じた場合などに流動的に取り入れていくようにした。 

【（２人）ペアタイム】･･･つかむ、見通す、練り合うなどの様々な場面で取り入れた。席の隣ど

うしでペアになり話し合いを進めた。主に児童から生まれた「疑問」

を解決する場、または「みんなでタイム」で練り合った考えの理解が

不十分な児童に対してよりよい解決方法がないか探るための場として

設定している。主に１学期は、この形態で学習をすすめた。 
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【（３人）ペアタイム】･･･つかむ、見通す、練り合うなどの様々な場面で取り入れた。２学期以

降、号車ごとに座席の配置を３人ずつとしたので、隣り合った３人組

で話し合いを進めた。２人の時よりも考えの深まりや広がりを目的と

し設定した。 

【（ご近所）ペアタイム】･･･つかむ、見通す、練り合うなどの様々な場面で取り入れた。この場

合は、自分の席から離れずに会話ができる範囲で話し合う。自分の

考えと似ている友達を見つけやすいので、自力解決が滞っていると

きや自分の考えに自信をもちたいときなどに取り入れるようにして

いた。 

【サポートタイム】･･･適応問題や習熟の場面で取り入れた。課題を解決した児童か苦手な子へ

のサポートできる時間として設定している。また、児童の課題解決の到達

度を把握したり、誰にサポートに行くとよいかの見通しにしたりするため

に「意思表示カード」（写真１）を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【みんなでタイム】･･･児童同士で高め合うことを目的とし、考察の視点を絞るような場や児童

の発言を整理するための場などとして設定している。１学期は、自力解決

→ペアタイム→みんなでタイムの流れで学習を進めた。児童から出た様々

な考えを共有する場として設定していた。２学期以降は、ペア→全体→ペ

ア→全体→と繰り返して問題解決する場面が増えた。児童から生じた疑問

をペアで練り合い、全体で共有。その後、解決しなかったことをまたペア

で話し合い、ペアタイムとみんなでタイムを連動させ、考えを深めていっ

た。 

b.学習過程のモデル 

学習内容や学習場面に合わせて小集団活動を取り入れた学習過程のモデルを立てた。それぞれの

学習過程において児童がもった「疑問」を解決する場面を取り入れ、児童が自発的に意見交換しや

すい状況を作り出すことをねらいとしている。その中で、問題を解決したり、意見交換をして様々

な考えを知ったりする楽しさやおもしろさに気付く姿を目指し取り組んだ。 

学習過程 ○指導のポイント    ・小数団活動の視点 

つかむ 【問題の提示】 

・児童が本時の学習に関心をもって取り組めるように問題提示の仕方を工夫し、児童

に問題解決に必要な情報を選ばせたり、考えさせたりする。 

・問題把握に困難な様子が見られたら、ペアタイムを活用し問題のイメージをもたせ

る。 

意思表示カード（背面黒板を活用） 

スッキリ･･･課題を解決し、友だちに伝えることがで

きる。 

自信がない･･･課題は解決したが、友だちへの伝え方

が分からない。 

移動させない･･･うまく考えがもてない。分からな

い。 

写真１ 背面黒板を活用して、算数の意思

表示コーナーを準備している。 
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・文章問題では、立式させ、なぜその式になったかを図を活用させ説明させる。（ペア

タイム） 

【めあての提示】 

・ねらいに迫れるように、めあてを焦点化していく。 

見通す ・結果の見通し、方法の見通しをもたせる。 

・見通しを考える際、児童の考えが停滞していたらペアタイムを活用し意見の活性化

をねらう。 

探る 【自力解決】 

・見通しをもとに自分が解決できそうな方法を選び、自力解決する。単元の内容や児

童の実態に合わせて、ヒントカードを用意することもある。 

練り合う 【ペアタイム（２人）（３人）（ご近所）】＋【みんなでタイム】 

・相手意識をもって考えを伝える、自分の考えと比べながら考えや表現のよさに気付

く、「かすがな考え」を見つけているの３点をペアタイムの基本的な視点とし、意見

交換を進めていく。 

・基本形態は、自力解決した考えをペアタイムで伝え合い、ねらいにせまる考えを吸

い上げ、みんなでタイムで練り合っていくこととしている。 

・練り合わせたい内容が明確な場合は、自力解決後みんなでタイムで紹介し、その考

えについて生じた疑問点やつまずきを焦点化しペアタイムで考えを練り合っていく

活動形態を実施している。 

・ペアタイムとみんなでタイムを適宜交互に実施し、児童に生まれた疑問を徐々に解

決する。 

・意見交換の活性化を促すために、ペアタイムやみんなでタイムのときに児童から出

たつぶやき（ねらいに迫っている考え）を板書する。 

振り返る 【適用問題・振り返り】 

・本時で分かったことや身に付いたことを書かせ、メタ認知を図る。 

（２）研究の結果 

①小集団活動と楽しさの関連 

 a.算数アンケートの結果（４月→１１月） 

３年２組（３６名） ４月 １１月 

算数の学習は楽しいですか。 ８１％ ８９％ 

自分の考えを友だちに説明することは好きですか。 ７３％ ７５％ 

＜子どもたちが実感したペアタイムのよさ＞ 

・友だちがまちがえたからこそヒントになる。 

・ペアタイムで友だちの考えを真似できることが自分の力になる。 

・ペアタイムでは、ペアの人の考えと自分の考えをつないで考えることができる。 

・ペアタイムは、分からないことを話すことができる時間。 

・ペアタイムは、自分の間違いに気付くことができる時間。 

・ペアタイムで、自分の考えに付け足しができる。 

  b.考察 

アンケートも結果から小集団活動は、児童がもった疑問を解決する手立てとして定着している

ことが分かった。また、小集団活動のねらいを児童はしっかり把握し、自分の力をのばす場面と

してとらえていることも分かる。学習過程の様々な場面で流動的に小集団活動を取り入れてきた
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結果、算数を学習する楽しさや友達と考えを練り合うおもしろさに気づいていることが分かり、

情意面でもよい変容が見られた。 

②仮説検証のための授業実践 

a.授業実践① 

本時の目標 ○60÷3 の計算のしかたを理解し、その計算ができる。 

指導の視点 

    本時は、１０のまとまりで考えると九九を使って考えることができることに気付かせる

ことをねらいとして、指導計画を立てた。問題提示の場面で、1 枚ずつ色紙を掲示していく

様子を見せ、数が大きいので１枚ずつで考えることの大変さに気付かせ、10 枚ずつの束に

目を向けさせることで自力解決の見通しとなるようにした。自力解決で、かけ算の時のよ

うに０をけして考える方法が予想される。その考えをもとに、「0 をけして考えてもよいの

か」と問いかけ子どもたちに疑問をもたせたことを話し合わせながら、ねらいに迫らせて

いきたい。 

（１／１）  ●目標達成不十分な児童への働きかけ     評価 

 学  習  活  動 教師の働きかけと評価 

つ
か
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２ 

 

 

問題を把握し、めあてを設定す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見通しをもつ。 

 

 

○問題を提示の際、１枚ずつ色紙を提示する作業を見せ、

１枚ずつで考えていくことが困難であることに気付かせ

る。 

○10 枚ずつの束で提示していき、束で考えるよさに気付か

せる。 

○立式させ、なぜわり算になるか図を活用させながら話し

合わせる。※小集団活動（判断の理由を説明する活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大きな数のわり算との出会いが初めてであることをおさ

えながら、めあてを焦点化していく。 

 

 

○結果の見通しと方法の見通しを考えさせる。 

○言葉、数、式、図をつないで考えを説明するように促

す。 

 

計算のしかたを考えよう 

60 枚の色紙を 3 人で同じ数ず

つ分けます。1 人分は何枚にな

りますか。 

式に表すことはできた

けど、なぜこの式にし

たのか聞かれると、上

手く説明できないんだ

よね。 

同じ数ずつ分けていくの

がわり算だったよね。だ

からわり算の式になるん

だね。 

図を使って考えたら、分か

りやすいよ。60 枚の色紙

を実際に分けていけばいい

んだよ。 
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７ 

自力解決をする。 

【一人でタイム】 

予想される考え 

・０をけして考える 

・さくらんぼ暗算 

・九九を使う 

ペアタイムで考えを伝え合い、全

体で練り合う。 

【ペアタイム】 

・疑問（０をけして考える）を解

決する。 

【みんなでタイム】 

・０をけした考えと１０のまとま

りの考えを結びつける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめをする。 

 

適用問題を解く。 

①40÷2 ②70÷7 

ふりかえりをする。 

○見通しにでた方法の中からできそうなものを選ばせて、

自力解決させる。 

●１０枚ずつの束の図を活用させ、操作活動を促す。 

 

 

 

○友だちと意見交換をしながら、疑問に思ったことを見つ

けさせる。※小集団活動（他者の考えを修正する活動） 

○今まで学習してきたことと似ているところがないか話し

合わせる。※小集団活動（既習事項を振り返る活動） 

 

○６０と６に単位を付けて考えるように促し、枚数で考え

た場合と束で考えた場合の共通点や相違点を話し合わせ

る。※小集団活動（互いの考えを認め合う活動） 

○子どもたちが見つけた疑問をペアタイムとみんなでタイ

ムを交互に活用し、10 のいくつ分で考えていることに気付

かせる。※小集団活動（ねらいに迫らせるための活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○見つけた「かすがな考え」を使って、本時のまとめをす

る。 

○適用問題に取り組ませ、理解の定着を図る。 

○サポートタイムで、学習の定着を促す。 

○本時の学習で分かったことを書かせる。 

計算のしかたを言葉、数、式、図をつないで考えてい

る。（ノート） 

友だちと考えを比べて、そこから「かすがな考え」（被

除数を１０のまとまりで考える）を見つけようとしてい

る。（ノート、発言） 

Ｔ：60 の 0 を消して 6÷3 と考えているみたいだけど、気持ちわかりますか。0 って消して

もいいのかな。ペアタイムで話し合ってみましょう。 

＜ペアタイム＞ 

児 1：10倍する計算でも同じように 0を消して考えたね。 

児 2：かけられる数の 0を消して考えたから、答えに 0を付けて元に戻すって考えだよね。 

児 3：確かにその考えと似ているね。だから今日のわり算も同じように 0 を消して元に戻し

たらいいんだよ。 

（「0 を消してもいいのかな。」と問いかけたので、子どもたちの話し合いの視点が「0 を消す

考え」になってしまい。ねらいとは違う考えでのペアタイムになってしまった。） 

 

60 が 6 になった

ね。それが 0 を消

すってことなんじ

ゃないの。 

図にかいてみたんだけど、10

枚の束で考えると、60 枚だか

ら 10 の束が 6 つできるよ。 
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b.考察 

0 を消して 6÷3 と見て考える方法（53％）、整数を 10 倍した数で表したときの考え（13％）、

図を使った考え（17％）、さくらんぼ暗算の考え（10％）、10 のまとまりで考える方法（7％）が

自力解決で子どもたちから出てきた考えである。そこからペアタイムを活用し、お互いの考えの共

通点や相違点を見つけながらみんなでタイムに移行した。今回のみんなでタイムでは子どもたちの

意見の共有をねらいとして設定した。みんなでタイムの中で、「図を使った考えやさくらんぼ暗算

は分かりやすく答えを見つけやすい。」という意見でまとまったが、「かすがな考えには当てはまら

ないかも。」という意見も出た。理由としては「ある程度の数の大きさだと図で表したり、さくら

んぼで分けたりできるけど、数がもっと大きくなったら大変だし、時間がかかるから。」というも

のだった。そこでクラスで注目したのが 0 を消して 6÷3 と見て考える方法だった。「0 を消して 6

÷3 と見ると自分たちが知っている計算でできるし、数が大きくなっても使えそう。」というのが、

子どもたちが注目した理由だった。そこで子どもたちに「60 を 6 と見立てた人の気持ちが分かり

ますか。0 を消して考えてもいいのかな。」と問いかけもう 1 度ペアタイムで練り合わせた。ペア

タイムの中では、0 を消して元に戻すことを整数を 10 倍した数で表したときの学習（既習内容）

と結びつけて話し合いを進めているペアが多かった。そこで、子どもたちの視点を 10 のまとまり

に向けさせるために、自力解決で 10 の束を使った考え（図 1）を全体に紹介した。子どもたちは、

その考えをヒントに 60 枚を 10 枚の束で考えると 6 つできることに気付き、その考えをみんなで

タイムで紹介させた。「60 枚は 10 の束が 6 つできる。それを 3 で分けると、1 人分は、10 の束 2

つ分になるから答えは 20 枚になる。」と発言した。子どもたちからは「だから 60 を 6 と見ること

ができるんだ。」という発言が出た。子どもたちは、みんなでタイムで見つけた疑問をペアタイム

で練り合いながら、10 のまとまりで考えるよさに気付くことができた（図 2）。10 のまとまりの

よさに気付きノートに考えを残すことができた子は 54％と、クラスの半数が小集団活動を通して

ねらいに迫ることができていた。しかし、半数は話し合いには参加できていたものの、その考えを

自分の中でうまく解釈できていないため、自分の言葉でノートに残すことができていないことも分

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時では、2 度目のペアタイムの際に「0 を消してもいいのかな。」と発問したために、子ども

たちの思考が停滞してしまった。「消してもいいか。」という発問では、既習内容とつなげて考える

までにはいかなかった。ここで「今まで学習してきたことに同じようなことはなかったか」と尋ね

ていたら、もっと 10 のまとまりに焦点を当てることのできる小集団活動になっていただろう。ね

らいに迫らせるためのペアタイムを仕組むための発問計画の不十分さを実感した。 

このことから、子どもたちが小集団活動のよさを実感しながら、算数の学習の楽しさやおもしろ

さを気付くためには、子どもたちにどのような発問を投げかけるかも重要であることが分かった。 

図 1 10枚ずつ配って図を表している。 

図２ ペアタイム後に 10のまとまりのよさをノートに残している。 
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c.授業実践② 

本時の目標 ○小数の大小関係について理解することができる。 

指導の視点 

 本時は、次時の少数の加法減法へのつながりを考え、0.1 のいくつ分と表して考えるよさに気付

かせることをねらいとして指導計画を立てた。つかむ過程で、整数の大小を数直線を使って調べ

ていたことを思い出させ、本時の見通しをもたせる。ペアタイムでは、数直線や大きいくらいに

注目した考えなど、子どもたちが受け入れやすいものから紹介し、かすがな考えと結びつけなが

ら練り合っていく。最後に 0.1 のいくつ分の考えを紹介し、ペアタイムとみんなでタイムを交互に

活用し、1 を 10 等分し、その単位（0.1）のいくつ分で表して考えることを理解させる。 

 

（６／１２）  ●目標達成不十分な児童への働きかけ     評価 

 学  習  活  動 教師の働きかけと評価 
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問題を把握し、めあてを設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見通しをもつ。 

自力解決をする。 

【一人でタイム】 

予想される考え。 

・数直線を使う。 

・生活の場面で考えてみる。 

・位に注目する。 

○見た目で大きさを比べることのできるもの（人や建

物）から大小を考えさせ、普段の生活でも大小関係を

使っている場面があることにも目を向けさせ本時の学

習に興味をもたせる。。 

○整数の大小関係を考えさせ、どのようにして整数の大

小を比較させたか思い出させる。※小集団活動(既習事

項を振り返る活動) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問題を提示し、小数の大小を比べることを伝える。 

 

○小数の大きさをどのように表したらよいかをおさえな

がら、めあてを焦点化していく。 

 

 

○結果の見通しと方法の見通しを考えさせる。 

○言葉、数、図をつないで考えを説明するように促す。 

○見通しにでた方法の中からできそうなものを選ばせて

自力解決させる。 

●ヒントカードとして、数直線を渡し 2.9 と 3 を見つけ

させる。 

 

 

小数の大小を調べる方法を考えよう。 

２．９と３ではどちらが大きい

でしょうか。 

数直線を使って比べた

り、1 番大きい位を見

て比べたりしたよね。 

数直線を使うと

分かりやすかっ

たよね。今日は

どんな数で比べ

るんだろうね。 
1 番大きい位が同じ数

だったらどうするの。 
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ペアタイムで考えを伝え合い、全体

で練り合う。 

【ペアタイム】 

・数直線での考えをおさえる。 

・生活の場面で考える。 

・何の位に注目しているか。 

【みんなでタイム】 

・0.1 のいくつ分で考える方法をお

さえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめをする。 

ふりかえりをする。 

○友達と意見交換をしながら、疑問に思ったことを見つ

けさせる。※小集団活動（他者の考えを修正するかか

つ動） 

○何の位に注目して大小を比較したか話し合わせ、大き

い位に注目するとよいことに気付かせる。※小集団活

動（判断の理由を説明する活動） 

○30 と 29 と見て比べた考えを紹介し、0.1 のいくつ分で

考える方法と結びつかせていく。※小集団活動（友だち

の考えを解釈する活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時のまとめをする。 

○本時の学習で分かったことを書かせる。 

d.考察 

つかむ過程で整数の場合を思い出させるためのペアタイムを取り入れたため、見通しでは、数直線を

使って考える、位をそろえて考える、位に注目して考えるなど様々な方法の見通しが出た。自力解決で

は、数直線を使った考え（65％）、位に注目した考え（14％）、0.1のいくつ分の考え（9％）、ひき算

をして考える方法（9％）、生活の場面に置き換える考え（3％）が出てきた。第1学年で整数の場合の

大小の関係をしていたため、ペアタイムの中で疑問が生じることはなかった。みんなでタイムでも、数

直線の使い方も注目すべき位が1番大きい位であることも既習事項と比べながらまとめていくことがで

きたし、共有することもできた。そこで、小さい単位（１ｍｍ）のいくつ分で考えている子に注目させ、

ねらいに迫らせていくことにした。「30と29だから、3が大きいと考えた人がいるけど、どこから30や

29がきたのかな。」と問いかけ、子どもたちに30と3、29と2.9の関係に疑問をもたせた。まずペアタイ

ムで練り合わせた。練り合った結果、みんなでタイムで「小数点を消した考えだよ。」という考えが共

有された。「なるほど。」と納得する子もいいたが、ほとんどの子の表情がはっきりせず、「小数点を

消していいの？」という新しい疑問が生まれた。その疑問を解決するために、改めてペアタイムで練り

合わせた。このとき子どもたちに「今まで似たようなことありませんでしたか。」と問いかけ既習事項

にも注目するように促した。子どもたちはノートを活用しながら既習事項をもとに話し合いを進めた。

ペアタイムで練り合っている中、あるグループから「0.1が10こ集まったら1だよ。」というつぶやきが

小数の大小を比べることができる。（ノート・発言） 

小数点を消した

ら、2.9 は 29 と見

ることができるけ

ど、3 はどうなる

んだろう。 

1 は、0.1 が 10 こ集まった

数だったよね。 

 

だったら、3 は 0.1 が 30 こ

集まった数だよね。 

0.1 が 10 こ集まっ

たら数が１だった

ので、３でも同じ

ように考えること

ができると思いま

す。 

なるほど。今の考えの気持

ち分かるかな。ペアで話し

てみましょう。 
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聞こえてきたので、その意見をみんなでタイムで共有した。「ということは、３は0.1が30こ集まった

数だ。」とつぶやいた子が出てきたので、再度ペアタイムで練り合わせた。その結果、「0.1のいくつ

分で表したから30と29で考えたんだ。」とみんなでタイムでまとめることができた。本時では、子ども

たちに生まれた疑問を解決するためにペアタイムとみんなでタイムを交互に取り入れたことで、クラス

全体で考えを共有化しながら、徐々にねらいに迫っていくことができた。（図3）（図4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このことから、小集団活動を学習過程の中の固定された位置でだけ取り入れるのではなく、疑問が生

まれるたびに流動的に取り入れることで、子どもたちの思考が深まっていくことが分かった。 

 

６ 研究のまとめ 

(1)  研究の成果 

  ペアタイムについてアンケートをした結果、ペアタイムが好きと答えた児童は94％、ペアタイム

が必要と答えた児童は97％と、小集団活動の楽しさやおもしろさ、そして必要性を感じている児童

がクラスの大半であることが分かった。その理由として以下のようなものがあった。 

・不安が解消される（自信がもてる）から。（8人） 

・小さな疑問にも注目して考えることができるから。（2人） 

・友だちの考えを知ることが好きだから。（1人） 

・分からないことをそのままにしておくと困るからペアタイムで解決する。（12人） 

・ペアタイムがないと、分かる人だけが分かる授業になりそうだから。（3人） 

・新しい考えが増えるから。（11人） 

 このように、小集団活動は子どもたちの学習過程に必要不可欠なものになっていることが分かる。

また、学習の中で生じた疑問をそのままにしておくのではなく、「解決したい」という思いをもっ

て取り組んでいることも分かる。以上のことから、活発に意見交換できる小集団活動において、判

断の理由を説明する活動や他者の考えを修正する活動など様々な言語活動を通して算数を学習する

楽しさやおもしろさに気付けば、自ら課題を見つけ解決したいと思う子どもに育つことが分かった。 

(2)  今後の課題 

・子どもたちから生まれた疑問を解決するために、小集団活動の視点が明確になる発問の工夫 

・小集団活動で練り合った考えを解釈し、ノートに考えを残していくために有効な手立ての工夫 

《参考・引用文献》 

・文部科学省     『小学校学習指導要領解説算数編』 平成20年8月 東洋館出版社  

・日本数学教育学会編著   『算数教育指導用語辞典』 平成23年 教育出版株式会社 

 ・佐賀県教育センター   『平成26年度（4月・12月）佐賀県学力・学習状況調査報告書』  

 ・中村光晴著     『愉しい算数話し合いづくり』 2014年 東洋館出版社 

  ・細水保宏著     『考える楽しさを味わう』2001年 東洋館出版社 

図 3 自力解決では数直線でしていたが、ペアタイム後

に 0.1のいくつ分の考えを見つけていた。 

図 4 みんなでタイムでの友だちの考えを取り入れ、0.1

のいくつ分の考えをまとめることができた。 
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個人研究の部 ＩＣＴ利活用教育 

小学校入門期国語科におけるＩＣＴ機器の効果的利活用 

－確かに生き生きと書く児童の育成を目指して－ 

 

佐賀市立川上小学校 教諭 江口 将史 

 

１ 主題設定の理由 

  近年，ＩＣＴ機器を効果的に活用した教育が求められている。2011 年，文部科学省が出した「教

育の情報化ビジョン」では，「①情報教育，②教科指導における情報通信技術の活用，③校務の情報

化」⁽¹⁾の３つの側面を通して教育の質の向上を目指すとし，環境の整備や実践研究等様々な取り組

みを行ってきた。こうした認識の下，2014 年文部科学省が設置した「ＩＣＴを活用した教育の推進

に関する懇談会」では，報告書（中間まとめ）の中で，ＩＣＴを活用する意義は，「①課題解決に向

けた主体的・協働的・探究的な学びを実現できる点，②個々の能力や特性に応じた学びを実現できる

点，③離島や過疎地等の地理的環境に左右されずに教育の質を確保できる点」⁽²⁾を挙げている。つ

まり，ＩＣＴ機器を効果的に利活用することは，これまで困難であった学びや十分でなかった学びを

可能にし，教育の質の向上へつながる現代の重要な教育的課題の一つと言えるだろう。 

  小学校入門期の児童は，これまでの幼稚園，保育園等の教育環境が異なることもあり，学力の個々

の差が大きく見られる。特にこの時期は，話し言葉に加え書き言葉を習得していく時期であり，初め

て触れる書き言葉に抵抗を示す児童も少なくない。現在，担任している１年生の児童を見ても，平仮

名などの文字や表記の習得や文を書く力には個人差がある。これをそのままにしておくと，書くこと

へ苦手意識を持ち，今後の学習意欲等にも関わってくるので，今の時期に何らかの手立てを取る必要

がある。 

ピアジェの提唱した「発達段階」では，小学校入門期の児童は，「前操作期」から「具体的操作

期」にあたり，経験したことや具体物の操作を通して知的に発達していくと考えられている。そのた

め，児童が直接体験したことと思考や知識・理解・技能をつないでいく指導の工夫が必要となり，Ｉ

ＣＴ機器を効果的に利活用できるのではないかと考える。 

そこで，本研究では，小学校入門時の児童の学習において，ＩＣＴ機器を効果的に取り入れた学習

のあり方を探っていく。教科，領域としては，前述にしたように特に困難を示す場合の多い，国語科

学習指導要領「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」における文字や表記の指導と「Ｂ書く

こと」を取り上げ，確かに生き生きと書いて表現する児童の育成を目指していく。 

２ 研究の目標 

  ＩＣＴ機器を効果的に利活用し，小学校入門期の児童の文字や表記の習得，書く力の育成を図る。 

３ 研究の仮説 

  小学校入門期の児童の文字や表記，作文の指導において，ＩＣＴ機器を効果的に利活用した指導を

行うことができれば，確かに書き，思いを生き生きと表現できる児童が育成できるであろう。 

４ 研究の内容と方法 

(1) 内容 

ア 文字や表記の学習におけるＩＣＴ機器の効果的利活用（確かに書く） 

イ 作文指導におけるＩＣＴ機器の効果的利活用（生き生きと書く） 

 (2) 方法 

ア 文献研究，小学校入門期の児童の実態の調査とそれに基づいた計画の作成 

イ 仮説を検証するための授業実践，検証 
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５ 研究の実際 

 (1) 小学校１年国語科におけるＩＣＴ機器の効果的利活用計画 

ＩＣＴ機器の効果的利活用とは，授業の中で，どのＩＣＴ機器をどのような目的で用いるのかを

考え，計画的に取り入れていくことが必要である。 

2007年に文部科学省の委託事業によってまとめられた「学力向上ＩＣＴ活用指導ハンドブック」

では，授業におけるＩＣＴ機器の活用と指導のポイントとして９項目が挙げてある。その中でも授

業中のＩＣＴ機器の利活用については以下の５点にまとめられる。⁽³⁾ 

    

 

 

 

 

 

 

   そこで，小学校１年生の「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の文字，表記の指導と

「書くこと」の学習において，どのＩＣＴ機器をどのような目的で用いるかを計画し，以下の表に

まとめた（表１）。なお，本校のＩＣＴ環境は，全教室に電子黒板が導入されており，デジタル教

科書，筆順ソフト等の市販のアプリケーションソフト，書画カメラ，自作教材が使用できる。それ

らを単元ごとに上に示した①から⑤のうちどの目的で利活用するのかをまとめた。 

表１ 平成２７年度小学校１年国語科ＩＣＴ機器の効果的利活用計画 

月 単元 学習目標 

ＩＣＴ機器 

デ
ジ
タ
ル
教

科
書 

筆
順 

ソ
フ
ト
等 

書
画 

カ
メ
ラ 

自
作
教
材 

4 

じをかこう 言葉や文字に関心を持ち，平仮名を書くことがで

きる。 
① ④   

あいうえおのうた 語のまとまりや，音と文字のつながりを意識して

読んだり書いたりすることができる。 
① ④   

5 

ふたとぶた 言葉への関心を持って，濁音や半濁音を含む語を

読み書きすることができる。 

① 

② 
④   

ねことねっこ 言葉への関心を持って，促音を含む語を読み書き

することができる。 

① 

② 
④   

6 

ことばあそび 語や文字について関心を高め，平仮名の読み書き

に習熟することができる。 
① ④  ③ 

あひるのあくび 言葉のリズムを楽しみながら詩を音読し，五十音

図について理解することができる。 
① ④   

ぶんをつくろう 主語と述語の関係に注意して，つながりのある文

を書くことができる。 

① 

② 
④ ③ ② 

おばさんとおばあさ

ん 

言葉への関心を持って，長音を含む語を読み書き

することができる。 

① 

② 
④   

はへををつかってぶ 助詞「は」「へ」「を」の使い方を理解し，したこ ① ④  ② 

ＩＣＴ機器の活用と指導のポイント 

 ①写真や図表を大きく提示して指示を明確にする。 

 ②見せながら話して，わかりやすく説明やまとめをする。 

 ③身近に感じる教材を使って関心や意欲を高める。 

 ④学習素材やソフトウェアで知識や技能を定着させる。 

 ⑤インターネットを使って最新情報を収集したり，その便利な機能を利用したりする。 
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んをかこう とをつながりのある文で書くことができる。 ② ④ 

いしやといしゃ 言葉への関心を持って，拗音を含む語を読み書き

することができる。 

① 

② 
④   

こんなことしたよ 経験したことについて，つながりのある文章をか

くことができる。 
①  ③ 

② 

③ 

7 
えにっきをかこう 経験して心に残ったことから書きたいことを選

び，絵日記に書く。 
①  ③ 

② 

③ 

9 

かんじのはなし 漢字の成り立ちに興味を持ち，漢字の読み方や書

き方を知って，正しく使うことができる。 

① 

② 
④   

かぞえうた 物の数え方についての語彙を拡充し，漢数字を使

って読み書きすることができる。 

① 

② 
④  ③ 

10 

かたかなをかこう 片仮名の表記を理解し，正しく読み書きすること

ができる。 

① 

② 
④   

わたしのはっけん 身の回りの動植物をよく観察して，気づいたこと

を文章に書くことができる。 
①  ③ 

② 

③ 

11 

おもい出してかこう 経験した出来事を思い出し，時間的な順序に沿っ

て文章を書くことができる。 
①  ③ 

② 

③ 

「すきなものクイ

ズ」をしよう 

話題に沿って話し合い，質問したり質問に答えた

りできることができる。 
①  ③ ③ 

12 

ことばあそびうたを

つくろう 

さまざまな言葉を集めて言葉遊び歌を作り，おも

しろかったところを伝え合うことができる。 

① 

② 
 ③  

いろいろなおはなし

をよもう 

人物の行動や様子に着目していろいろな物語を読

み，好きな人物を紹介することができる。 
①    

1 

おはなしをつくろう 人物と出来事を考えて簡単な物語を書くことがで

きる。 

① 

② 
 ③ ② 

いろいろなやりかた

をくらべてかんがえ

よう 

文章を読んで似ているところや違うところを考

え，自分のやってみたいやり方を伝え合うことが

できる。 

① 

② 
 ③  

2 

「じゃんけんやさ

ん」をひらこう 

新しく考えたじゃんけんの仕組みや遊び方を，順

序よく説明することができる。 

① 

② 
 ③ ② 

まとめてよむことば 仲間になる言葉を集め，それらをまとめて呼ぶ言

葉について理解することができる。 

① 

② 
   

こえに出してよもう 物語の中から好きなところを見つけ，音読で表現

することができる。 

① 

② 
   

3 

かたちのにているか

ん字 

形の似ている漢字を区別し，正しく読み書きする

ことができる。 

① 

② 
④  ③ 

「おもいでブック」

をつくろう 

これまでに書いた文章を読み返して一年間の学習

を振り返り，強く心に残ったことを文章に書くこ

とができる。 

① 

② 
 ③ 

② 

③ 

この計画に基づいて，その都度加除修正しながら，ＩＣＴ機器を効果的に利活用しながら指導を

進めていく。 
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(2) 確かに書くためのＩＣＴ機器の効果的利活用 

ア アプリケーションソフトによる筆順指導 

まず，確かに書く力を身に付けるためのＩＣＴ機器の利活用について考え，実践を行った。小学

校１年生の書くことは，文字や表記の習得から始まる。そこで，「文字を確実に習得し，正しい表

記で書くことができる」を本研究における小学校入門期の確かに書くこととし，ＩＣＴ機器を効果

的に利活用した実践を行った。 

   平仮名の学習を 14 字終えた時点での児童 27 名に 10 文字の字形，筆順，読みのテストをしたと

ころ以下のような結果が得られた（図１・２・３）。平仮名の学習は，①読みの確認，②教師によ

る手本を見る，③空書での筆順の確認，④ワークシートで練習という手順で行った。 

 

   図１ 字形の習得①       図２ 筆順の習得①       図３ 読みの習得① 

 

ＩＣＴ機器を用いない学習の場合，図１・３のように字形，読みは，８割以上をほとんどの児童

が習得しているが，図２から分かるように筆順は，個々でばらつきがあり，５割以下の児童も見ら

れた。そこで，筆順を習得するためのＩＣＴ機器の利活用法を考えていくことにした。 

   今回，筆順の学習の際に用いたＩＣＴ機器は，電子黒板の筆順アプリケーションソフトである。

これは，拡大された手本が映し出され，１画ごとにアニメーションで筆順の軌跡が示されるという

ものである。これまでの，①読みの確認，②教師による手本を見るの後，筆順アプリケーションソ

フトを見ながら一緒に手を挙げて書く「そらがきタイム」を取り入れた（写真１）。「そらがきタイ

ム」の利点として，以下の３点が挙げられる。１点目は，手本の上にアニメーションで筆順の軌跡

が示されるので，書く順番や方向が視覚的に分かり

やすくなるということである。そして，２点目は，

繰り返しアニメーションを映すことで繰り返し筆順

の確認ができることである。さらに，３点目として，

筆順の確認の際の指導時間の確保である。児童の手

を見ながら筆順が合っているのか確認ができ，間違

っている場合も児童の側へ行き，指導することがで

きる。「そらがきタイム」を取り入れて平仮名の学

習を行いながら同様に１０問テストを行い確認する

と，以下のような結果が得られた（図４・５・表

２）。 

 

 

写真１ そらがきタイムの様子 
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       図４ 筆順の習得②              図５ 筆順の習得③ 

表２ 筆順の習得（個人） 

 14字学習時 25字学習時 全平仮名学習時 

Ａ児 ４／10 ７／10 ９／10 

Ｂ児 ４／10 10／10 10／10 

 

全ての平仮名の学習を終えた時には，全ての児童が10問中８問以上の正答を示した。また，個人

の変容を見てみると，表２のように「そらがきタイム」導入前は，４問の正答しかできなかった児

童Ａ児とＢ児がＡ児は９問，Ｂ児は10問という伸びが見られた。以上の結果から，筆順の習得の際

にアプリケーションソフトによる学習を行うことで，一定の効果が期待できると考えられる。 

 

イ 自作プレゼンテーションによる作文指導 

平仮名の学習後，簡単な表記の学習に入った。そこでの学習事項は，①はじめは１マス空ける，

②助詞（は，へ，を），③読点，句読点，④拗音，促音，長音，撥音である。学習時，教科書の手

本の通りに書けるか児童にテストをし，習得状況を調べると以下のようになった（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果を見てみると，手本を見ながらでも，助詞や拗音，促音，長音，撥音の表記の間違いや読点，

句読点の書き落としなどが見られた。そこで，今回の指導においては，教科書の例文の通りに正し

い表記で文を書くことを目的とし，プレゼンテーションソフトで作成した自作教材を用いて指導し

た。自作教材の特徴は以下の通りである（図７）。 

図６ 表記の習得状況 
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図７ 作文指導用自作教材 

    自作教材を用いて指導をしたところ，今，書くところに色がつき，それが書く順番に沿って表

示されていくため，手本が視覚的に捉えやすくなった。また，「はじめは１ますあける」など約

束も１つずつ表示していき，表記にも気をつけて書かせることができた。本教材を用いて書かせ

た結果，全児童が正しい表記で確かに書くことができるようになった。 

(3) 生き生きと書くためのＩＣＴ機器の効果的利活用 

２学期の始め頃の児童の日記や作文を見てみると，「○○をしました。たのしかったです。」な

どの簡単な文を自分で書くことができるようになっている。そこで，それに加えて，「自分の感じ

たことや思いを文章に書く」ことを本研究における生き生きと書くこととし，実践，検証を行った。 

ア 授業実践 

(ｱ) 日時 2015年10月実施 

(ｲ) 対象 佐賀市立川上小学校 １年２組 児童数27名 

(ｳ) 単元名 「わたしのはっけん」 

(ｴ) 目標 五感で観察したことや体験したことを言葉に表し，文章に書いて伝える。 

   (ｵ) 単元計画（表３） 

表３ 「わたしのはっけん」単元計画 

時 学習活動 ＩＣＴの利活用法 

１ ・学習の見通しを立てる。 ａ 五感クイズ 

２ 

３ 

４ 

・食べ物や植物を観察して発見メモの書き方を学ぶ。 

・体験したことをもとに発見メモを書く。 

・家で「わが家の秋」を調べ，発見カードにまとめる。 

ａ 五感クイズ 

ｂ 発見カード 

ｃ 五感の整理シート 

５

６ 

・カードをもとにして文章を書く。 

・書いた文章を見直す。 

ｄ 原稿用紙の使い方シート 

７

８ 

・学級で「わが家の秋」の発表会をする。 ｅ 発表するものの写真 

  発表原稿 

(ｶ) ＩＣＴの効果的利活用の場面 

本単元では，五感で観察したことや体験したことを言葉に表し，文章を使って伝えることを目

標としている。そこで，児童の「見る・聞く・嗅ぐ・触る・味わう」の五感で感じたことを言葉

にする力を養い，文章に書くための指導が必要である。そこで，以下のようにＩＣＴ機器を利活

用した。 

・ 児童のワークシートと同じ形式（列，行）で 

作成。 

 

・ 手本の今，書くところに色を付けてアニメーショ 

ンで順に示しながら書かせていく。 

 

・ 書いているところの約束を右側に表示する。 

約束 手本 

色付きで表示され

ている部分が書く

ところ。 
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ａ 五感クイズ 

    児童の五感を使って感じたことを言葉に表す力を養

うために毎時の授業の導入部分で「五感クイズ」を行

った。電子黒板にいくつかの五感を使ったキーワード

を提示し，何を示したものかを予想させる（図８）。

また，クイズに慣れてきたら，数名の児童にキーワー

ドを考えて言わせ，他の児童に考えさせるという形式

での出題も行った。 

 

 

ｂ 発見カード 

児童が観察する際や体験を振り返る際のワー

ク―シートとして「発見カード」を作成した

（図９）。これは，観察した気づきを五感ごと

に分けてメモできるものである。カードの説明

の際，児童のワークシートと同様のものを電子

黒板に映し出し，どこに何を書くのかを説明し

た。手元にあるものと同様のものを使用するこ

とで，ワークシートを記入する際の形式的なミ

スもほとんどなかった。また，「発見カード」

を書く際に，実際に手元になくて観察できないものや，

過去に体験した出来事の場合，写真や動画，音声を電

子黒板に映し出し，児童がイメージしやすいようにし

た。児童に見せる際は，「見る」は色，形，大きさな

ど五感ごとに見せるポイントを絞って提示していくこ

とで，どのようなことを言葉で表していくかを意識づ

けていった（図 10）。 

 

 

 

 

ｃ 五感の整理シート 

児童が発見カードに書いた言葉をもとに，五感の整理シートを作成した（写真２）。これは，

それぞれの言葉がどの五感を使って書かれたものか考え，整理させるものであり，児童の五感を

養うことや友だちの言葉を知ることで語彙力を高めることをねらいとしている。まず，４～５名

の班に１枚ワークシートと言葉が書かれたた付箋を配布する。そして，付箋に書かれた言葉がど

の五感を使って書かれたものかを班で話し合い，ワークシートに貼り付けさせる（写真３）。そ

の後，電子黒板に同様のワークシートと付箋を映し出し，グループで話し合った結果を答えさせ

ていく。電子黒板のワークシートは，付箋を操作できるように作成しておき，児童が実際に触れ

て操作しながら発表できるようにする（写真４）。そうすることで，児童が興味・関心を持って

取り組むことができるだけでなく，複数の考えがあった際に，「どっちがいいかな」と児童に問

いかけながら付箋を移動することもできる。 

図８ 「五感クイズ」 

図９ 発見カード 

図 10 五感の提示 

クリックする

と動画が再生

される。 
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ｄ 原稿用紙の使い方シート 

    発見カードのメモをもとに実際に作文を書いていく際，１学期の作文指導同様，プレゼンテー

ションソフトによる自作教材を用いて作文指導を行った（図 11）。今回は，児童によって書く内

容が異なるため，教師が作成した例文と原稿用紙の使い方の約束を書く順に電子黒板に表示し，

それを参考にして書かせた。本教材を用いることで，原稿用紙の使い方に注意しながら，自分の

思いを生き生きと表現することができた。 

   ｅ 発表するものの写真・発表原稿 

     最後に，完成した作文を用いてクラスで発表会を行った。発表の際に，対象物の写真を提示す

ることで聞き手の児童も発表の内容をイメージしやすくなった。また，発表原稿を書画カメラで

映し出すことで，「○○という言葉がよく観察しているなあと思いました。」など具体的な質問や

感想を述べることができた。 

(ｷ) 検証 

単元全体の学習を通しての児童の変容を検証する。学習前と学習後に五感を使った言葉がどれ

くらい書けるか作文を行った（図12・13）。学習前の作文では，五感を使った言葉がない児童が

過半数，使っていても５個以下である。それに対して，学習後は，８割以上の児童が５個より多

くの言葉を使うことができ，多い児童では，20個前後の言葉を使って作文を書くことができた。 

「見る，聞く，嗅ぐ，触る，味わう」の五感を使った言葉のうち何種類の言葉を使うことがで

きたかを見てみると，学習前は，五感を使った言葉を書いていた児童でも目で見たことに関する

言葉がほとんどだったのに対して，学習後は，全ての児童が３種類以上の言葉を書くことができ，

５種類の全ての言葉を書くことができた児童も13名いた。このことから，本単元の学習を通して，

児童の五感で感じたことを言葉で表して書く力が質，量ともに高まったと考えられる。 

写真２ 五感の整理シート 写真３ 班での活動の様子 

写真４ 児童による電子黒板の操作 図 11 プレゼンテーションソフト 

による作文指導 
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次に，ＩＣＴ機器を用いた効果を検証する。毎時の授業の導入時に取り入れた「五感クイズ」

で児童に意識させたい言葉などを意図的に示すことで，楽しみながら新しい言葉や表現を習得し

ていくことができた。プレゼンテーション資料として作成しておくことで，時間も場所もかから

ず，修正しながら繰り返し使用することができるという利点もある。また，みかんの実物を準備

して発見カードを書かせた場合と，しゃぼん玉遊びをしたことを電子黒板で映し出しながら書か

せた場合とのカードの言葉の数を比べると，みかんが平均 11.03個，しゃぼん玉が 11.69個と両

者に差はほとんどなかった。具体的な活用の例を挙げると，しゃぼん玉遊びで聞いたことを言葉

で書くことに戸惑いを感じている児童に，動画を見せて聞こえてくる音を捉えさせると，「ぶく

ぶく」，「ぱちん」といった言葉を書くことができた。ＩＣＴ機器を利活用することで，必要な情

報をピンポイントに示すことができ，過去の体験と児童の思考をつなげる手段として有効であっ

た。このことから，実物を準備することが困難な場合や過去に体験したことなどを題材にして書

かせる場合，ＩＣＴ機器を用いて写真や動画，音声などを提示することは効果的だと考えられる。 

最後に，学習前と学習後の児童27名に実施したアンケート（表４）の結果を見てみる。①，②，

③の項目から，書くことを好き，得意と感じている児童や自分の思いを書いて伝えることが好き

と感じている児童が増加していることが分かる。五感を使って言葉を集めたことで，それを作文

に生かすことができ，書くことへ不安を感じていた児童も自信を持って生き生きと書くことがで

きたと考えられる。また，④の項目の電子黒板を使った授業は分かりやすいかという設問に対し

ては，学習前も学習後もほとんどの児童が肯定的な回答を示している。本単元においても，ＩＣ

Ｔ機器を利活用したことが，児童が興味・関心を持って学習に取り組むことができた要因の一つ

と考えられる。 

 

６ 研究のまとめ 

(1) 研究の成果 

   本研究では，小学校入門期の児童の国語科の学習において，ＩＣＴ機器の効果的な利活用法を

設問 
学習前 学習後 

◎ ○ △ × ◎ ○ △ × 

①日記やお手紙を書くのは好きですか。 13 10 ３ １ 19 ４ ３ １ 

②文を書くのは得意ですか。 12 ６ ７ ２ 19 ６ ２ ０ 

③自分の思っていることを書いて伝えるのは好きですか。 ９ ４ 11 ３ 16 ７ ４ ０ 

④電子黒板を使った授業は分かりやすいですか。 18 ５ ２ ２ 21 ４ １ １ 

図 12 五感を使った言葉の数① 図 13 五感を使った言葉の数② 

表４ 児童アンケート（学習前・学習後） 
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考え，確かに生き生きと書く児童の育成を目指してきた。研究の成果として，以下の３点が挙げ

られる。 

    １点目は，単元ごとにＩＣＴ機器をどのように利活用していくか計画を立てることで，学習内容

や身に付けさせたい力に応じた効果的な利活用ができたことである。何の機器をどのような目的で

使用するのかを把握しておくことで，見通しを持った指導を行うことができた。 

    ２点目は，確かに書くためのＩＣＴ機器の効果である。小学校入門期の児童の文字や表記の学習

においては，言葉に加え，視覚や行動を通して学ぶことの効果も大きい。そのため，アプリケーシ

ョンソフトやプレゼンテーションソフトを用いて，ポイントを絞って視覚的に捉えさせることやア

ニメーションに合わせて手を動かすことなどの指導の工夫が確かに書く力の育成につながった。 

３点目は，生き生きと書くためのＩＣＴ機器の効果である。児童が感じたことを生き生きと書

くためには，対象をどれだけ捉え，言葉に表すことができるかが重要である。そこで，ＩＣＴ機

器を用いることにより，実物を準備することが困難なものや過去の出来事もイメージしやすくな

った。それに加え，色や形，音声など捉えさせたいことだけを取り出して提示することで，児童

が五感で感じたことを生き生きと言葉で表現することができた。 

以上の結果，小学校入門期国語科の児童の国語科の学習において，ＩＣＴ機器を効果的に利活

用することで，確かに生き生きと書く児童の育成につながったといえる。 

(2)  今後の課題 

ＩＣＴ機器を効果的に利活用するためには，児童の実態を把握し，それに合わせた利活用法が

必要である。そのため，計画，実行（授業），評価，改善というＰＤＣＡサイクルでの指導の中

に，児童の実態に合ったＩＣＴ機器の利活用という観点を入れることが求められる。特に，小学

校入門期の児童の場合，言語によるコミュニケーションが十分に発達していない部分もあるので，

その実態把握の手段も検討しなければならない。 

   この時期の児童の学習では，その発達段階から実体験が重視されている。国語科においても，

体験したことや観察したことをもとに作文を書くなど実体験に即した学習が多い。そのため，児

童の体験と思考や知識・理解・技能をつなぐ手段としてのＩＣＴ機器の役割が期待される。ただ

し，学習におけるＩＣＴ機器を使用する時間が長くなれば，重要な実体験の時間が短くなってし

まうおそれがある。体験の時間を十分確保した上で，それに基づいてＩＣＴ機器を利活用すると

いう時間のバランスを考慮することが必要である。また，アニメーションや音楽に合わせて体を

動かしながら学習するなどＩＣＴ機器を通して体験するという学習のあり方も考えられる。児童

の実体験を生かすため，時間のバランスや取り入れ方を工夫してＩＣＴ機器を利活用していくこ

とで，今後，益々，確かに書き，生き生きと思いを伝える表現力を培っていきたい。 
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佐賀市立川上小学校 江口佐智子 

１  主題設定の理由 

平成 20年 3月に示された新学習指導要領では，知識基盤社会化やグローバル化が進む 21世紀には，確

かな学力，豊かな心，健やかな体の調和を重視する「生きる力」をはぐくむことの重要性が指摘されてい

る。 

外国語活動では，『外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，積極的にコミュニケー

ションを図ろうとする態度の育成を図り，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら，コミュニ

ケーション能力の素地を養う』ことを目標としている。目標達成のためには，児童に外国語を使ってコミ

ュニケーションを図る体験をさせることが必要であり，その体験を通して，自分の思いが相手に通じた，

あるいは，相手の思いが分かったという，言語によるコミュニケーションの楽しさを味わわせることが求

められる。（参考文献【１】） 

学習が成り立つためには，自分自身で自分を認めたり，他者から認められたりする対人関係が必要不可

欠である。コミュニケーションを図ろうとする意欲は，学習の中で他者と互いに伝え合う活動と，それを

他者から認められる経験を積むことによって作られると考える。 

本学級の児童 25名に外国語活動への意識調査（平成 27年 4月実施）を行った。「外国語活動は好きで

すか。」との質問に，22名の児童が「楽しい，英語が読めるようになりたいから」等の理由で「好き・や

や好き」と答え，肯定的に捉えていることがわかった。一方 3名の児童が「外国語でしゃべったり，覚え

たりするのが難しいから。」等と外国語ができないことで苦手意識を持っていることが明らかになった。

しかし，実際の外国語活動での４月当初の児童の様子は，あいさつを交わす活動でも相手が来てくれるま

で待つ児童が多く見られ，声も小さい児童がほとんどであった。外国語活動が好きで楽しいと思う意識が

活動に生かされていないという実態が見られた。 

また，日本語が使える状況では 50～70％の児童はコミュニケーションを積極的に図ろうとはするが，

外国語でコミュニケーションを図らねばならない状況下では返事は出来ても『他者に自分の考えや思いを

伝えていく』（参考文献【２】）コミュニケーションを図ろうとする態度は 16％と少ない。どのようにした

らよいか具体的な手法がまだ身についていないようだ。⑤「落し物を拾って渡す」⑥「泣いている子をよ

しよしする」のように言語だけに頼らないコミュニケーションが考えられる場合は 32～40％と少し上昇

するようだ。（表１） 

そこで，本研究では【Good action time】で相手に自分が伝えなければならないコミュニケーションの

場と伝えたいと思う事柄を自分で考える題材を与え，その上で【You are nice time】として友だちの良さ

を見つけ，他者から認められる経験を積ませたい。そうすることによって積極的にコミュニケーションを

図ろうとする児童を育てることができると考える。 

【Good action time】とは，「Good  communication４point」である「Big voice, Eye contact, Smile，

gesture」を取り入れた行動を使ってコミュニケーションを図ることを目的とした場のことである。 

【You are nice time】とは，上記の行動や新しく知った友だちについての事柄を褒め合う活動のことであ

る。 

研究主題 積極的にコミュニケーションを図ろうとする児童を目指して 

―認め合う活動を取り入れた外国語活動を通して― 
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２  研究の目標 

  外国語活動の授業において子どもたち同士が互いのことをきき合ったり，話し合ったりする活動での

互いの良さを伝え合う活動を通して，コミュニケーションの手立て，方法を知り，楽しさを味わい，積極

的に外国語でコミュニケーションを図ろうとする児童の育成を目指す。 

３  研究の仮説 

 【Good action time】【You are nice time】をくり返し経験させることで，具体的な手法が身につき，互

いに認め合い積極的にコミュニケーションを図ろうとする児童を育てることができるであろう。 

４  研究の内容と方法 

（１）研究の内容 

 ①仮説検証のための授業実践 

②授業実践による児童の意識調査の変容と考察 

③研究の成果と課題 

（２）研究の方法 

①仮説検証のための授業実践仮説に基づいた授業実践 

②アンケートやワークシートの実施による変容の検証 

③抽出児の変容の検証 

５  研究の実際 

（１）児童の実態 

（表１）コミュニケーションを図ろうとする態度の実態（平成 27年７月実施） 

コミュニケーションできる場 結果 

日
本
語 

①知らない人に急に道をたずねられたらどう

するか。 

A 52％ B 44％ C 4％ 

②道で財布を拾った場合どうするか。 A 60％ B 40％ C 0％ 

③１年生が泣いていた場合どうするか。 A 72％ B 24％ C 4％ 

外
国
語 

④外国の人に急に道をたずねられたらどうす

るか。 

A 16％ B 80％ C 4％ 

⑤道で前を歩いていた外国の人が落し物をし

た場合どうするか。 

A 40％ B 60％ C 0％ 

⑥外国の小さな子どもが泣いていた場合どう

するか。 

A 32％ B 64％ C 4％ 

（図１）〈実践前の意識調査〉（平成 27年 5月 14日実施） 

 

 

 

 

 

上記の結果より，本学級の児童は，普段の生活の中では自分からコミュニケーションしようとするが、外

国語活動では自分からしようとはしない，してくれるのを待つ児童が約半数におよぶことがわかった。「あ

まり外国語もしらないから。」「英語で上手く話すのがこわいし，恥ずかしいから。」といった外国語への

コミュニケーシ

ョンを図ろうと

する態度 

（A～Cの中か

ら選ぶ） 

A 対応策がす

ぐ言える 

B わからない

と言える 

C 無言でもじ

もじする 

35%

43%

9%

13%

普段のコミュニケーション
自分からとろうとする

時々自分からとる

してくれるのをまつ

自分からはしない

0%

48%

39%

13%

外国語活動でのコミュニケーション

自分からとろうとする

時々自分からとる

してくれるのをまつ

自分からはしない
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不安や「どうやってとればいいかわからないから。」「最初何を言っていいか分からないから。」といった

活動の中で活用する文章や単語の不慣れなことによる不安が理由として挙げられた。あまり外国語が話せ

ないから待つ方が多いと感じていると考えられる。 

（２）仮説の構想    

学習活動の構想    

              ①                       ②                     ③ 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○指導の留意点 

導入にあたっては、「Who am I？クイズ」や「他己紹介カード」を作ろうと呼びかけ，目的意識を持た

せ意欲付けを図り活動の意義をしっかりと児童に持たせる。外来語について

は，ゲームやクイズ，チャンツを活用し慣れ親しませていく。単語が思いつ

かない場合には，日本語やジェスチャーでも構わないことを伝え，同時にそ

ういう姿勢の児童を褒めることによってたちの不安を取り除き，自信につな

げていく。児童にとって自信のない外国語でも駆使して安心してインタビュ

ーできるよう，常に言語だけにこだわらず“Big voice” “Eye contact” “Smile”

ができていたり，ジェスチャーでコミュニケーションをとろうとしたりしていた姿を積極的に褒めていく。 

 

 

 

 

【Good action time】 

各児童がコミュニケ

ーション 

「知ってる表現で今

日はあの人に聞いて

みよう」 

【You are nice time】 

教師や友だちが認め

る 

「声の大きさはこの

ぐらいか。」 

【You are nice 

time】 

家族が認め合う 

「アイコンタクトと

スマイルでまた伝え

たいな。」 

【You are nice time】 

互いに振り返り互いに認め

合う 

「ジェスチャーで伝えてい

ていいな。」 

【Good action time】 

家庭でコミュニケーシ

ョン 

「この表現でこれを聞

いてみよう」 

【Good action time】 

各児童がコミュニケーショ

ン 

「この表現でこれを聞いて

みよう」 

手法を知る 

声の大きさ・単語 

手法が身につく 

アイコンタクト・笑顔 

手法を広げる 

ジェスチャー・表情・表現 

単語 
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ア 基本的な指導過程  ※過程の順番は，授業ごとに改善 

活動の流れ HRTの支援と評価の手立て 子どもの活動・意識 

【Warminng up】あいさつ 

【You are nice time】ほめタイム 

○前時の友だちのよいところを聞く。 

○家庭からのほめコメントを聞く。 

 

 

【 Good action time】 

友だちとあいさつでコミュニケーシ

ョン 

○外国語活動全体のめあての確認 

○前時までの活動を振り返りな 

がら，あいさつを交わす。 

 

You are nice time】ほめタイム 

○会話の楽しさや友だちについての

新しい気づき，友だちの良いところ等

を発表する。 

 

○本時のめあてを知る。 

【Main activities】 

【Good action time】 

友だちとゲーム等でコミュニケーシ

ョン・インタビュー 

○ゲームやクイズ，チャンツインタビ

ューを通して友達のことを知り，自分

のことを伝える。 

 

【Looking back】振り返り 

【You are nice time】ほめタイム 

○相手との会話の楽しさや新しい気

づき，その友だちの良いところ等を書

き，発表する。 

○HRTから良いコミュニケーション

をとれていた友だちの話を聞く。 

 

○前時の児童の姿や家楽しい活動

の様子，Good action「Good  

communication４point」「Big 

voice, Eye contact, Smile，

gesture」のコメントを紹介する。 

○チャンツやクイズを取り入れた

振り返りをさせる。 

○使えるようになった表現やジェ

スチャー，表情でできる活動を用

意する。 

○前回とは違う人とするよう促

す。 

○コミュニケーションで大事な要

素 Good action「Big voice, Eye 

contact, Smile，gesture」を主に

発表させる。 

 

○デモンストレーション等により

活動予測，めあてを確認させる。 

○自分の言葉で相手に伝えなけれ

ばならない活動，言葉による表現

だけでなくジェスチャーやカー

ド・プリントなどを用意する。 

○隣同士，前後，ばらばらに等色々

な形態でコミュニケーションがと

れるように仕組む。 

○Good actionの一つもしくは、そ

れ以上できていた子どものコミュ

ニケーションをほめ、クラスの前

でさせる。 

 

 

 

「○○さんの活動は good 

communicationなのか。」 

「今日はジェスチャーを

入れて活動しよう！」 

 

 

「へえ～！○○さんは， 

○○がすきなんだ。」 

「今日は，初めては○○

さんとあいさつをした

ぞ！」 

 

「○○さんって○○なん

だ。クラスのみんなにも

伝えよう。」 

「○○さんくらいの声の

大きさでいいんだ。」 

「今日は○○をつかって

これを～するのか！」 

「へえ～！○○さんって 

○○なんだ。」 

「わたしのことも伝えた

いな。」 

「家で○○としてみよ

う」 

 

「○○さんのように活動

したら good 

communication 

なのか。家で○○さんの

ようにしてみよう。」 

「楽しかったな。またし

たいな。」 

 

【Good action time】家庭でコミュニケーション 

 

① 

③ 

② 

③ 
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イ【手法を知る検証授業１】 単元名Hi, friends! 1 「Lesson4  I like apples.」（４／５） 

単元の目標                                 指導過程は①②③ 

外国語を用いて「好きなもの」や「嫌いなもの」を伝え合うコミュニケーション活動を通して，外国語に

慣れ親しませ，友だちや教師に積極的に関わろうとする。 

本時の目標 

   友だちの好きなものや嫌いなものをインタビューしよう。 

子どもの活動 ＨＲＴの支援と評価 

〔Greeting〕１ はじめの挨拶をする。〔Warming up〕 

【Good action time】 

２ チャンツ♪をして友だちと好きなもの嫌いなものを

伝え合う。 

 

 

【You are nice time】 

○家庭からの児童へのほめコメントを聞く。 

【You are nice time】 

○先ほど活動の友だちのよかったところを聞く。 

 

 

３ 今日のめあてを確認する。 

〔Exercise〕 

【Good action time】 

４ インタビューをする。 

友だちの好き嫌いを予想して，インタビューし，表にまと

める。 

 

 

 

 

 

〔Looking back〕 

【You are nice time】 

５ 本時の学習を振り返る。 

 ○振り返りカードに，会話の楽しさや新しい気づき，友

だちのよいところ等を書き，発表する。 

６ 終わりの挨拶をする。 

  

○単語を知らないものは絵カードや日本語を使

い，たくさんの友だちにあいさつするよう促す。 

 

 

 

○楽しく家で活動し，家庭からのほめほめコメ

ントを紹介する。 

○楽しく活動し，Good action「Big voice, Eye 

contact, Smile，gesture」をしている児童をほ

める。 

○活動の見通しをもたせる。 

 

 

 

○“Big voice，Eye contact”，Smile，gesture” を

意識させる。 

○会話の楽しさや新しい気づき等，Good action

の様子 を発表させ，賞賛し合わせる。 

○“Big voice，Eye contact”，Smile，gesture” を

ができていた友だち，新しく見つけた友だちの

好みや思いを発表させる。 

 

 

※考察 指導過程は①②③→③①②とし，【やくそく】でも Good actionを意識させる。 

※獲得した手法…スマイル，ジェスチャー 

ゆさぶり 

 

めあて 

 

まとめ 

 

やくそく「Do you like ○○?」とたずねる。 

ふりかえり 

 

リズムにのって，英語と日本語がまざりあっ

て楽しく、みんなでゲームができました。           

母 

、 

ジェスチャーで伝えてくれました。母 

               

母 

 

 

 いつも笑顔でだれとでもあいさつをしていてすごいです M児 
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ウ 【手法を広げる検証授業２】Hi, friends! 1 「Lesson5 What do you like?」（３/４時間） 

単元の目標                                 指導過程は③①② 

外国語を用いて「好きなもの」について尋ねたり答えたりするコミュニケーション活動を通して，外国語

に慣れ親しませ，友だちや教師の新たな一面に気付き，積極的に関わろうとする。 

本時の目標  

インタビューをして友だちの好きな色や形を描いた Tシャツの下書きを作ろう 

子どもの活動 ＨＲＴの支援と評価 

〔Greeting〕１ はじめの挨拶をする。 

【You are nice time】 

○前時の友だちのよかったところ， 

家庭からの児童へのほめコメントを聞く。 

 

 

〔Warming up〕 

【Good action time】 

２ チャンツ♪What color do you like?♪をして友だちと

好きな色・形を質問し合う。 

 

 

【You are nice time】 

３○先ほど活動の友だちの 

よかったところを発表し， 

聞く。 

 

〔Exercise〕 

【Good action time】 

４ Ｔシャツ下書き作りをする。 

・ペアを作り，友だちの好みの形

や色のＴシャツの下書きをカー

ドに描く。 

 

〔Looking back〕 

【You are nice time】 

５ 本時の学習を振り返る。 

 ○振り返りカードに，会話の楽しさや新しい気づき，友

だちのよいところ等を書き，発表する。 

６ 終わりの挨拶をする。 

  

 

 

 

 

○色や形の他に動物や食べ物バージョンでチャ

ンツを行わせる。 

○「What ○○do you like?」「I like ○○.」を

入れて前回とは違う友だちにあいさつするよう

うながす。 

 

 

 

○楽しく活動し，Good action「をしていた児童

をほめる。 

 

○今日の活動の見通しをもたせる。 

 

 

○Good action “Big voice，Eye contact”，Smile，

gesture” を意識させる。 

○会話の楽しさや新しい気づき等，Good action

の様子 を発表させ，賞賛し合わせる。 

○Good actionができていた友だち，新しく見つ

けた友だちの好みや思いを発表させる。 

 

 

※広がった手法…ビックボイス，アイコンタクト 

ゆさぶり 

 

めあて 

 

まとめ 

 

ふりかえり 

 

やくそく Big voice，Eye contact，Smile，gesture 

 

お友達の好きな事を知ることができてよかったね。

…スマイル，アイコンタクトこれからもたくさんの

お友達にできたらすてきだね。       母 

インタビューする時に，家でもジェスチャーで伝えていました。

母 

 

 

～さんはアイコンタクトとスマイルがよくて

楽しくなりました。T児 
～さんはいつも大きな声で聞きとりやすいです。S児 
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（３）家庭への周知 

外国語活動の目的と家庭との交流の必要性を事前に説明する。その際，学級通信や学級懇談会において，

外国語の合言葉「go！前へ行くよ！ more！もっとなれる！ ha！はっと気付く！ → You can！き

っとできる！」や Good action等を紹介して，どのように安心して外国語活動ができる環境づくりをして

いるか，目指す児童の姿を示した。 

外国語に慣れ親しませるために児童たちが取り組んでいる児

童の作品例を家庭に紹介し，家庭での児童の成長への励ましや

認め合い言葉の例を示し（「笑顔で楽しそうに話していて、とて

もたのしかったです。」「一つのときと複数のときの発音の違い

に気をつけていて，びっくりしました。」）言葉かけをしていた

だくよう呼びかけた。 

また，運動会等の発表の場の設定運動会競技化，フリー参観

日での出し物で活動の発表の場を設けることにより，児童の活

動への意欲の向上し，家庭・地域の外国語活動の内容の周知度

が向上した。 

（４）アンケートやワークシートの実施による変容の検証 

ア 外国語活動への意識の変化  

  外国語活動に対する意識 

は，４月当初からプラスの 

イメージ大半を占めていた 

が，10月の意識調査ではク 

ラス全員が好き・やや好き 

と肯定的に答えた。（図２） 

また、「外国語活動での自分 

の活動は４月頃と比べて変わりましたか。」の質問に対して（10月 23日実施），児童２５名は「A 前 

より積極的に活動できるようになった ２３名，B 以前と変わらない ２名，C 以前よりできない ０ 

名」と回答し，9割の児童が積極的な活動を意識していることがうかがえる。理由として「スマイルなど

で友だちと話せていると思うから。」「たくさんの人とコミュニケーションをとっているから。」「外国語に

なれてきたから。」などを挙げ，自分の体験からくる自信がうかがえた。 

 中学での英語活動への意識調査では，「中学校の英語科の学習について思うことがあったら書いて 

ください。」の質問に対して，４月２３日実施においてはプラスイメージ（楽しみだ等）４名，マイ 

ナスイメージ（心配等）１８名，無回答 ３名と否定的にとらえていたが，１０月２３日実施におい 

てはプラスイメージ（楽しみだ等）１６名，マイナスイメージ（心配等）７名，質問など ３名と 

肯定的な回答が増えた。 

 また，コミュニケーションを図ろうとする態度の実態（表２）も，「④外国の人に急に道をたずねられ

たらどうするか。」１６％→３２％ 「⑥外国の小さな子どもが泣いていた場合どうするか。」３２％→４

０％といった外国語での具体的な動作が求められるものについても，Aの対応策がすぐにいえるが増加し

た。具体的な手法が身に付き，コミュニケ―ションを図ろうとする意欲が増えたと考えられる。 
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図２ 外国語活動への意識調査 
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表２ コミュニケーションを図ろうとする態度の実態２ 

コミュニケーションできる場 結果 

日
本
語 

①知らない人に急に道をたずねられたらどう

するか。 

７月 A 52％ B 44％ C 4％ 

９月 A 44％ B 56％ C 0％ 

②道で財布を拾った場合どうするか。 ７月 A 60％ B 40％ C 0％ 

９月 A 60％ B 40％ C 0％ 

③１年生が泣いていた場合どうするか。 ７月 A 72％ B 24％ C 4％ 

９月 A 80％ B 20％ C 0％ 

外
国
語 

④外国の人に急に道をたずねられたらどうす

るか。 

７月 A 16％ B 80％ C 4％ 

９月 A 32％ B 68％ C 0％ 

⑤道で前を歩いていた外国の人が落し物をし

た場合どうするか。 

７月 A 40％ B 60％ C 0％ 

９月 A 40％ B 60％ C 0％ 

⑥外国の小さな子どもが泣いていた場合どう

するか。 

７月 A 32％ B 64％ C 4％ 

９月 A 40％ B 56％ C 4％ 

（５）抽出児の変容の検証 

ア 外国語活動でのコミュニケーションへの意欲の変容 

「外国語活動で自分からコミュニケーションをとろうとするか。」 

◎自分からとろうとする ○時々自分からとる △してくれるのをまつ  

【A 児】４月段階で日本語でのコミュニケーションが「コミュニケーショ 

    ンはあまり好きじゃないから。」と得意ではないタイプ 

外国語でのコミュニケ

ーション 

４月 △ コミュニケーションはあまり好きじゃないから。 

９月 ○ 自分が何て言おうか考えているときに先に言われるから。 

10月 ○ 友だちからやろうと言われるとしたくなるから 

【B 児】４月段階で日本語でのコミュニケーションが「かんたんに話すことなどができるから。」と得意 

なタイプ 

外国語でのコミュニケ

ーション 

４月 
△ 

 

英語になるととてもむずかしくて，話すことがあまりでき

ないから。 

９月 ○ 相手がわからないときは自分からはなす。 

10月 ◎ 
自分からしないと相手がどのようにすればよいかわから

ない。 

両児童とも外国語でのコミュニケーションを４月当初はしてくれるまで待つであったが，自分からできる

ようになった。特に，日本語でのコミュニケーションが得意なタイプは，自分からしなければと強い積極

性が伺える。 

イ ワークシートでの変容（9／3～10／29） 

評価基準（①コミュニケーションへの意欲・関心②外国語への慣れ親しみ③言語や文化に関する気付き） 

①意欲…◎２人以上とできた，○１人，△０人  

コミュニケーションを図

ろうとする態度 

（A～Cの中から選ぶ） 

A 対応策がすぐ言える 

B わからないと言える 

C 無言でもじもじする 
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②慣れ親しみ…◎Good actionと英語表現でする，○英語表現でする，△表現を使わない  

③気付き…◎２つ（人）以上気付いた，○１つ（人），△０つ（人） 

外国語あまり好きではないと答えた 3名（４月当初）B 児／C児／D児 

【B 児】よくできた◎，できた○，できなかった△ ※6①より新しくコミュニケーションした人数 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

①意欲・関心 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

②慣れ親しみ △ 〇 △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

③気付き １ １ １ １ ２ ２ ３ ３ ４ 

・外国語への意識の変化 「理由」 

４月あまり好きではない→１０月やや好き「えいごをいうのはすき。」 

・外国語活動で自分からコミュニケーションをとろうとするか 

４月してくれるのを待つ→１０月自分から「自分からしないと相手がどのようにすればよいかわからな

い」 

・外国語活動での姿 

 

 

 

【C児】 

 1時 2 3 4 5 6 7 8 9 

①意欲・関心 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

②慣れ親しみ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ 

③気付き １ １ １ ２ ２ １ １ １ ３ 

・外国語への意識の変化  

４月あまり好きではない→１０月やや好き「人とコミュニ 

ケーションとれるから楽しいから」 

・外国語活動で自分からコミュニケーションをとろうとするか 

４月してくれるのを待つ→１０月自分から「自分からとった方がめあてに近づけるから」 

・外国語活動での姿 

 

 

 

【D児】よくできた◎，できた○，できなかった△ 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

①意欲・関心 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ 

②慣れ親しみ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

③気付き １ １ １ １ １ １ １ ３ ３ 

・外国語への意識の変化  

４月あまり好きではない→１０月好き「楽しく友だちと仲良くなれるから」 

・外国語活動で自分からコミュニケーションをとろうとするか 

家庭 

家庭 

家庭 

児童 

児童 

児童 
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４月時々自分からとる→１０月時々自分からとる「相手からしてくるときが多いからです。」 

・外国語活動での姿 

 

 

 

〈考察〉 

 ３名とも外国語活動に対してプラスのイメージに変容し，どの児童も４月当初と比べ自分の活動を積極

的になってきたと述べているので，この活動が有効だったと言える。特に B児の伸びは顕著である。しか

し， C児 D児を見ると，振り返りでの自己評価（意欲・関心，慣れ親しみ，気付き）も伸びていない。

Good actionができていることが，どのように振り返りでの自己評価に関係しているのかが理解できてい

ないようだ。また，以前より積極的になってきたが，実際のコミュニケーションの場ではまだ自分からコ

ミュニケーションをとろうとしていないと言える。活動の継続が必要だと考えられる。 

６ 研究の成果 

【Good action time】   【You are nice time】より 

・具体的な手法である４つの Good action“Big voice，Eye contact”，Smile，gesture”をすればキーセン

テンスがより伝わるし，ほめられる経験を繰り返すことで目標が明確になったので，活動や振り返りがし

やすくなった。児童が外国語を覚えなければならないという観念から解き放たれることができ，外国語を

使うコミュニケーションのイメージをプラスに変えることができ，積極的なコミュニケーションが増えた。 

・教師だけでなく友だちや家族にほめられることによって不安を感じて活動に億劫であった児童も自分か

らコミュニケ―ションする姿が見られるようになり，自信につながった。 

・学校だけでなく互いに認め合う場を家庭でも仕組むことによって，外国語活動に触れる機会が増え，身

近に感じられるようになった。その結果，慣れ親しむことができ次時でも戸惑うことなくキーセンテンス

（キーフレーズ）が使えた。 

・積極的に運動会やフリー参観などで発表の場を設けることで，Good actionをしようとする意欲付けに 

なり，さらなる家庭への外国語活動の啓発や意識付けにつながった。家庭での外国語活動の認知度向上 

につながった。 

７ 今後の課題 

（１）家庭での活動がとても有効ではあったが，家庭の事情で個人差があった。これからは，児童も表現

や活動に慣れた単元の最後だけ家庭に持ち帰り，かわりに異学級，異学年での具体的な手法を使った活動

を増やし，互いに認め合い積極的にコミュニケーションを図る機会を増やしたい。 

（２）取り組めた Good action“Big voice，Eye contact，Smile，gesture”の基準を分かりやすく提示する

ことで，Good actionをさらに広げ身に付けさせたい。また，４ポイント以外の Good actionにも気付か

せることでより積極的なコミュニケーションにつながることと考える。 

８ 引用・参考文献 

【１】文部科学省『小学校学習指導要領解説 外国語活動編』（東洋館出版社 2008） 

【２】『成功する小学校英語シリーズ３ 外国語活動をもっと楽しく知的にする！ 英語ゲーム＆教材ア

イディア』（編著者 菅 正隆，著者 大牟田市立明治小学校，明治図書 2010） 

【３】『成功する小学校英語シリーズ５ 外国語活動を徹底サポート！”Hi friends”指導案＆評価づくり

パーフェクトガイド』（編著者 菅 正隆，著者 大牟田市立明治小学校，明治図書 2012） 
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仲間と共に主体的に活動に取り組む生徒の育成についての実践研究 

文化発表会における創作学年劇制作を通して 

 
佐賀市立大和中学校 教諭 中村 純一 

 

１ 主題設定の理由 

日々進化を遂げる高度情報化社会と共に、子供たちを取り巻く環境も代わり、携帯電話やスマート

フォン、そして、それに伴って利用される各種ソーシャルネットワークサービスに関わる問題も数多

く報告される時代となった。こうした情報化社会において報告される諸問題の背景には、新たなコミ

ュニケーション能力が求められていること、それに対応できない世代やコミュニケーション能力の未

熟さからくるものがあると考えられている。このほか、国際社会を生き抜く異文化コミュニケーショ

ン能力、世代間におけるコミュニケーション能力、学校や所属するグループにおける人間関係形成能

力や多様なコミュニケーション能力など、現代社会が求めるコミュニケーションは様々な様相を呈し

ている。 

こうした現状を踏まえ、平成 22 年 5 月に文部科学省によって、「コミュニケーション教育推進会

議」を設置されたり、同年度より、文化庁では「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」のメニュー

の１つとして、「児童生徒のコミュニケーション能力の育成に資する芸術表現体験」を展開している。

このように芸術表現を通じたコミュニケーション教育の推進が行われている。 

本校においても、毎年１０月末に行われる文化発表会を初めとして、様々な場面で生徒が表現する

ことが求められるような教育活動に取り組んでいる。生徒たちの発表や意見提案などにも、そうした

表現を行おうとする態度は見て取れるものの、自らの意志や考えで、表現していこうとする、主体的

に取り組むことが十分ではないと考えている。 

そこで、本研究では主体的に学習に取り組む生徒たちを育成するためには、文化発表会に向けた学

年劇制作の過程において、様々な場面で生徒たちの活躍の場を設定することが効果的であると考え、

その指導方法やファシリテーションの在り方を探りたいと考え、本主題を設定した。 

 

２ 研究仮説 

文化発表会に向けた学年劇制作の過程において、様々な場面での生徒たちの活躍の場を設定し、

生徒に対する指導方法やファシリテーションを工夫していけば、主体的に学ぼうとする生徒を育成す

ることができるようになるだろう。 

 

３ 研究計画 

５月〜7月 職場体験学習に向けた事前学習・事前準備 

８月下旬 職場体験学習（3日間） 

９月上旬 生徒への聞き取り調査 

９月中旬 脚本執筆 

９月下旬 学年劇にまつわる配役、スタッフ等の役割分担決め 

１０月上旬 練習計画作成 

１０月中旬 中心となる生徒スタッフとの打ち合わせ 

１０月下旬 練習開始、文化発表会での上演 
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４ 研究方法 

(1) 主体的な学びにつながる取り組みの工夫とその分析  

(2) 主体的な学びを促すファシリテーションの整理 

(3) 活動についての生徒への聞き取り調査 

 

５ 実践の内容 

(1) 主体的な学びにつながる取り組みの工夫 

今回の学年劇は、文化発表会における職場体験学習の成果発表のねらいも含まれている。単なる成

果発表としてのプレゼンテーションではなく、学年劇という表現活動を通した発表については、昨年、

総合的な学習の時間における郷土学習についての成果発表としての創作学年劇制作でも経験したことで

ある。しかし、昨年は、教師主導のもとで、すべての練習や準備を行い、生徒は教師の指示の元で活動

に取り組んだと言える。そうした昨年の経験を踏まえて、本年度は生徒が主体的に取り組むことができ

る部分を様々な形で取り入れ、表現活動を通して、主体的に学ぼうとする生徒を育成したいと考えた。 

そこで、以下の点が取り組みにおいて工夫した点である。 

ア 脚本執筆のための事前取材 

昨年に引き続き、本年度も脚本も創作脚本にしたいと考えた。それは、役者として参加したいと希

望した生徒はすべて役者として表現してほしいと願っていたこともあり、生徒たちが役者として参加

することができるだけの配役数が必要だったからである。また、役者全員が仲良く登場するだけの話

にならないように、しっかりとしたテーマをもたせたいとも考えた。そこで、職場体験学習に参加し

た生徒たちの中から 10 名程度を体験した職場が重ならないように選出し、インタビューを行った。

そのインタビューの中から、ドラマ化できるシーンを脚本化することにした。その結果、体験学習を

させていただいた老人介護施設において、入所者の孫と間違えられたときに、それを否定してしまっ

た女子生徒が、そのときに嘘をついたとしても、その入所者の気持ちに寄り添えばよかったと、やや

後悔しているということを語ってくれたことをキーシーンとして、人と人とのつながりというテーマ

を発掘し、そこにつながるような、人と人のつながりを感じたという他２つの職場でのエピソードを

脚本化することにした。ただし、そうした場面を回想するだけではなく、それらが中心に据えられた

起承転結のある話の展開にしたいと考え、架空の SNSアプリを設定し、情報モラルの視点も取り入れ

た上で、職場体験学習を通して人と人とのつながりの大切さをメッセージとして訴える脚本を執筆し

た。 

 

イ 生徒スタッフによる練習運営 

本校において 11 月中旬には２年生の中から生徒会長を選出する生徒会長選挙が行われる。それに

伴い、生徒会本部役員も２年生が担当することになり、２年生は生徒会活動の中心学年となる。これ

を踏まえて、今後の生徒会活動につながるように、「表方」となる役者をはじめとして、舞台監督、

舞台上手下手それぞれのステージスタッフ、照明や音響効果などの「裏方」となるスタッフも生徒た

ちに任せた。それぞれの役割分担は以下の通りである。 

舞台監督１名（役者兼任）・・・演出、練習統括など全体管理 

ステージスタッフ３名・・・舞台での上手下手それぞれに付き、舞台袖での動きの管理 

役者３３名・・・配役を与えられた役者 

照明７名・・・３機の照明とステージ照明の照明計画とオンオフのタイミング調整 

音響効果２名・・・iPadアプリを用いた音響効果 

大小道具制作１５名・・・ステージセット全般 
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ファッションショー１０名・・・ファッションショーパートの衣装製作とモデル 

TVCM作成１２名・・・３カ所の職場についての１５秒の架空 TVCMを iPadを用いて制作 

プロジェクションマッピング６名・・・映像制作、ステージ上での映像投影とその調整 

 

ウ タブレット PCの利活用 

文化発表会では、様々なチャレンジが可能な行事だと考え、この学年劇においても、タブレット

PCを利活用することにした。使用したのは iPad。これを様々な場面で使用した。 

・ 劇中に出てくる３カ所の事業についての TVCM制作 

和菓子店、ショッピングセンター、シニアホームの３カ所について、１２名の生徒が３つのグ

ループに分かれて、その CM 制作に取り組んだ。生徒たちの多くは、iPad の操作に慣れているよう

で、どうやって編集するのかという技術的な面よりも、何を CM として見せるかについて意見を交

換したながら行った。 

・ プロジェクションマッピング制作 

ステージ上の白い立体物にプロジェクタの光を充てて、映像を映し出すプロジェクションマッ

ピングを行うため、iPad のアプリを利用。投影する映像や画像については、生徒たちが自由に作

成した。最も大変なことは、スポットライトとの光量のバランス取りや、シーンに合った映像や画

像の撮影や選択、そして、アプリの操作に慣れることであった。 

・ 効果音や BGM出し 

iPad のサンプリングアプリを用いて、効果音や BGM をタイミングよく流すというもの。教師側

で予測したものについてはあらかじめ準備したが、途中で生徒たちから提案があり、効果音を追加

していったり、削除したりした。 

・ 演技力向上のための動画撮影 

様々な場面で行ったが、劇終了後のカーテンコールの進行について、iPad のカメラを用いて動

画を撮影しながら、修正を重ねて、生徒たちだけでカーテンコールのシーンを作り上げることがで

きた。 

   

エ 生徒の意欲を引き出す演劇専門用語の使用 

演劇指導における専門用語などを解説を加えながら、積極的に用いた。これは、短期間の準備や練

習といっても、その短い時間の中で小さいながらもプロ意識が芽生えるのであれば、また、何かやる

気を駆り立てるものになればと考え、次のような言葉を用いた。 

・ 「役を生きる」 

自分が与えられた配役の台詞を舞台で読むのではなく、その役の性格や癖、雰囲気を自分たち

で考え、その役になりきるという意味である。台本には何もその役についての細かな設定はなく、

劇の練習を通して、自分たちで作り上げていくことが求められる。 

・ 「上手（かみて）と下手（しもて）」 

舞台に立つものには避けて通れない舞台の位置を把握するための呼び方。覚え方としては、コ

ンサートなどで、ピアノが置かれるほうを「ピアニッシモ」、つまり、「下手（しもて）」だと覚え

るというもの。 

・ 「板付き」 

幕が始まった段階ではじめから舞台に立っている状態のこと。 
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オ 生徒の主体的な活動を促すファシリテーション 

生徒たちが主体的に活動に取り組むためには、教師のファシリテーションが重要となる。次のよ

うな言葉を時折使用した。 

・ 「じっと見守るという応援」 

５０名近くの生徒たちの前で、演技をするということはとても勇気がいることなので、じっと

見守るという声援の送り方があるということを伝えた。 

・ 「役を生きた結果、表現方法を変えたい、台詞を変えたいときは舞台監督へ」 

かつて NHK 名古屋が制作していたドラマ『中学生日記』を取材したとき、主演となる中学生が

台本の台詞の言い回しについて変更を申し出たことがある。その時、演出を担当していたディレク

ターは提案を受け入れたことがある。その理由を聞くと、このドラマは中学生のための中学生によ

る中学生のドラマであるとため、役者である中学生の身の丈に合わせたドラマにしたいので、そう

した提案は受け入れるようにしているという。この取材の経験から、生徒が自らの意志や気持ちを

反映しやすくするため、著作権を気にすることなく自由な変更が可能なオリジナル脚本を執筆する

ようになり、話の流れを変えたり、意図を変えるのでなければ、自由にその役を生きることを提案

している。 

  

・ 「トラブルは必ず起きるからこそ、そこでどう乗り越えるのかを考えてみよう。」 

NASA の宇宙飛行士たちは、宇宙へ飛び立つための訓練を数年もかけて行うが、その９割近くが

事故を想定したもので、その対処をしっかりと行うことが訓練だという。つまり、人は必ず失敗し

たり、物事はうまくいかないことがある。だからこそ、そのときにどうするのかを考える必要があ

るという話である。この話をした上で、劇を上演している途中、あるはずのものがあったり、言わ

なければいけない台詞があったり、様々なトラブルが発生するものだということを踏まえて、その

ときにどうするのかも練習しておきたいことを伝えた。誰かを責めるよりも、誰が何をできるのか

を考えることの大切さを伝えておいた。 

 

６ 実践の分析 

(1) 子ども像による変容分析 

舞台監督を引き受けた生徒 A を抽出し、文化発表会終了後の作文とインタビュー、練習中の観

察、担任の話、他の生徒の視点を用いながら、生徒たちの変容を浮き彫りにしてみる。 

 

舞台監督 生徒 A（２年生女子生徒運動部所属） 

舞台監督の選出方法については、昨年の文化発表会終了後の会話において、「見る側」と「見せ

る側」「運営する側」といった視点をもち、催事を総合的な観点から見ているということが分かる

内容の話をすることができたため、本人が関心をもっているのであれば、劇の責任者を任せたいと

いう願いがあったことが発端である。上級生がいる生徒会本部役員の中で、下級生でありながら、

生徒会役員の文化委員会の書記を務めるなど、文化面から学校をよくしたいという思いを強くもっ

ている。今後の生徒会活動の活性化にもつながると考え、舞台監督の提案をしたところ、快く引き

受けてくれたために、お願いすることになった。 

また、ストーリーに出てくるシニアホームにおいて、入所者が中学生を自身の孫と間違えると

いうエピソードを経験した生徒自身でもある。そのときは、孫ではないということを否定したが、

否定せずに、入所者の心に寄り添ったほうがよかったと後悔しているという話を事前のインタビュ

ーを通して聞いていた。 
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心配り気配りが人一倍できる生徒であるが、大きな声を出して、集団をリードしていくタイプ

の生徒ではないため、パワフルなリードはできない。そのような状態で役者とスタッフ総勢約４０

人の集団をリードすることになった。この生徒について、練習開始から文化発表会当日までの約２

週間を初期、中期、後期に分けて振り返ってみる。 

・ 初期 

この劇を制作していくという流れや専門用語の把握に努めながらも、練習開始時刻が来る数

分前に全体に集まってほしいという旨の指示を出していたが、半数以上が烏合の衆と化し、台詞

の多い役者以外は、広い練習場を走り回ったり、壁により掛かったりしながら、なかなか動こう

としなかった。数名の集まり始めたのは開始を知らせるチャイムの音が鳴ってからである。今年

は例年になく練習時間が確保できない状況で、教師集団にも焦りがあり、舞台監督がいるにも関

わらず、大声で集まるような指示を出してしまった。そのときのことを振り返って、文化発表会

後の作文にはこう書いている。 

「一番最初に集まった時は、うまく皆に指示が出せなくて、ついつい先生に頼ってしまいました。

しかし、今回の劇での目標は『先生だけに頼らず自分達で考えて動く。』です。このままでは･･･

と反省をしました。」（生徒作文） 

この段階では、まだ様子を見ているという状況ではあったが、私が行ったファシリテーショ

ンの一つである指示の出し方を工夫するように伝えた。一言で全体を動かそうと思わず、他のス

タッフや仲間に協力を求めて、そこから指示を広げると言うことを提案してみた。また、このと

きの練習は、舞台でどのように動くのか、マイクを意識しながら演じるのかなど、表現研究では

なく、動きの確認ということが主な練習だったこともあり、集団全体が基本的な動きを確認する

という段階であったことも、自ら考えて、積極的に動くことがしにくかったのではないかと分析

している。 

・ 中期 

初期段階の反省から、この生徒は舞台監督というリーダーとして、自分達で考えて動くとい

う目標を達成するための方略を考え出していたことが作文の記述から分かる。 

「集まる回数が増えるごとに段々皆を集める三か条をつかんできました。」（生徒作文） 

要約すると、集合時に立腰を行うこと、次の次まで指示を出すこと、そして、感謝やねぎらいの

気持ちを忘れないことと書かれてあった。日頃の授業で行っている立腰を取り入れることで、こ

れから何かが始まるという雰囲気を作り出すことができる。それを実践していた。２つ目にある

ように、指示の出し方が変わったことにも、私は気づいていた。 

「分かれたら台本を読んで静かに動きの確認をお願いします。」（生徒作文） 

このことについて、この生徒は 

「これは、一度失敗をして学んだことです。」（生徒作文） 

と述べている。 

このときのことについて、インタビューでは次のように語っている。 

「以前は、クラスの中では、私が静かにしていれば、みんなが静かにしてくれるかなとしている

んですけど、今回は舞監という役をもらったので、しっかりと指示を出したら、みんなが動いて

くれるので、このように指示がきれいに通って、みんなが動いてくれるというのはとてもうれし

かったし、今回、劇がうまくいったので、人を動かすというのは楽しいし、人をうまくまとめら

れたらいいなと思いました。」（生徒談） 

さらに初期段階の反省を受けて、協力者を増やす行動に出ていた。その方策として、感謝の

言葉やねぎらいの言葉を役者に限らず、様々なスタッフにもかけていた。役者の動きやスタッフ
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の動き、そして、照明や音響などにも声をかけ、全体に指示が通りやすい雰囲気を作り出すこと

が自然にできていた。 

「本番が近づくにつれて、皆が『演じやすい雰囲気』を作ってくれたことです。雰囲気づく

りは大切だと思うけれど、どうすればいいのか、あまりよく分かりませんでした。でも、今回の

劇で自分が感じた通りに動いたことを受け入れてくれる、そんなあったかい気持ちでいれること

が、いい雰囲気なのかなと思います。」（生徒作文） 

教師からのファシリテーションとしては、仲間を増やす方法を考えること、プロじゃないか

ら、失敗をしてもいい、楽しむこと、その中でみんなが同じ方向を向いていくためには何が大切

なのかを考えることといったことを指導ではなく、相談という形で行っていた。 

・ 後期 

後期に入ると、練習も通し稽古が中心となり、ファッションショーパート、TVCM 制作チーム、

プロジェクションマッピングチーム、大道具小道具の出し入れなど、平行して準備をしてきたも

のとの融合がテーマとなった。こうした難易度の高い進行についても、それぞれの代表と打ち合

わせをしたり、話をしながら進めていく生徒 Aの姿があった。特に、仲間を増やすという点では、

それぞれの持ち場で役割を果たしているスタッフをはじめ、それぞれの生徒たちが、生徒 Aが舞

台監督として全体をまとめている姿に共感した結果、他の生徒たちが自らの意志で様々な動きを

するようになっていた。 

そのときのことを上手袖でステージスタッフを務めた生徒 B（女子生徒：運動部キャプテ

ン）は、インタビューの中で次のように語っている。 

「はじめはスタッフとは言え、他人に指示を出すのは荷が重いと思っていた。しかし、舞台監督

が正式に『舞台監督』と呼ばれ始めたり、２年生の劇は今後の生徒会活動につながるものだとい

う意識が高まってきたころから、自分達の劇だという意識が高まってきて、舞台監督もがんばっ

ているんだから、自分もがんばろうという意欲が出てきました。」 

また、下手袖のステージスタッフを務めた生徒 C（男子生徒：運動部）は、 

「舞台監督ががんばっているのだから、自分達が怠けてはいけない。先生から言われるよりも、

自分達で動き始めたいと思った。」 

とインタビューで語っている。 

主体的な活動にもっとも取り組めた様子を見ることができたのは、最後の体育館ステージで

の練習後のことである。はじめて、本番同様の練習（ゲネプロ）を行って、何かうまく行かなか

ったところ、不都合なこと、分からなかったところ、修正した方がよいところなどを劇に参加す

る８０人を超えるすべての生徒が一同に会してそれぞれの幕ごとに舞台監督の生徒が中心となっ

て、全体に問いかけ、それぞれの係から様々な修正案、提案、確認などが出された。話し合いの

中心は舞台監督、そして、上下それぞれに配置されているスタッフたちが確認しながら、どちら

の袖に人がいた方がよいかなど、一つの修正を関係するすべての役割に確認をしながら話を進め

ていくことができた。その一場面が次の対話である。動画記録からの音声を起こしてみる。 

真美（役名・主役）「ラストシーンで、私が立てる Our True Linesの色紙はどうやってもってく

るの？」 

舞台監督生徒「ステージスタッフがスタッフという役で登場するとき、」 

ステージスタッフ「板付きじゃない？」 

舞台監督生徒「そうね、板付き。それで、手にカンペがあるから、そのカンペの中に色紙を挟ん

でおいて、そして、さりげなくステージにおけば大丈夫じゃないかな・・・そして、それを真美

が立てて、照明さんがいい感じで照らしてくれたら・・・」 
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ステージスタッフ「色紙を立てるところが、今ひとつ見えない。」 

真美「それに、スタッフが立ったままだと立てるところも見にくくならない？」 

舞台監督生徒「○○（スタッフの名前）、座っとく？そっちのほうがいいと思う。どう？それに、

○○が座るそばに色紙をそっと置くというのはどう？」 

○○（スタッフ）「オッケイ」 

舞台監督生徒「じゃあ、それでよろしくお願いします。」 

照明担当「いい感じで色紙を照らすというけど、真美が（舞台から）はけて、音楽が盛り上がっ

てきたら、照明は暗転ってあって、そして、カーテンコールがあるじゃないですか。色紙に照明

が当たってるのが短くないですか・・・？」 

舞台監督生徒「そうだね・・・音楽を聴いてみよう。」 

音響担当「はーい。」 

（音楽流れる） 

舞台監督生徒「このあたりで真美がはけて、照明を・・・」 

真美「いや、一度立ち止まって、Our True Lines の色紙を見るから、それだとカーテンコール

に間に合わない。」 

照明「ずっと色紙に照明を当て続けるのは？」 

舞台監督生徒「それでいきましょう。ありがとうございます。」 

こうしたやりとりを各役割がそれぞれの立場を説明しながら、調整をしていた。 

この場面については、他のスタッフもよく覚えているようで、次のように語っていた。 

上手スタッフ「あのときは、みんなが自由な雰囲気で困ったこと、やりにくかったところを出し

合っていたので、意見を出してくれると、その分、みんながよくなるし、うまくなる。だから、

意見が出たことに対して、とてもありがたかった。黙っているより、しっかりと意見を言えてよ

かった。また、そういう言いやすい雰囲気をみんなでつくることができたと思う。」 

と語ってくれた。 

舞台監督の生徒は、こうした経験を通して、教師から言われるだけの動きではなく、それぞ

れの立場を把握しながら、自ら考えていこうとしていたことが分かる。こうした場面では、私は

他の担当教師と打ち合わせを事前に行い、よっぽどのことがない限りは、生徒たちに任せてみる

ということにしていた。全体と言うよりも、少しサポートしてあげるとよい部分的なところの声

かけやアドバイス、舞台監督の思いをこっそり伝えるなどに留めるようにした。そうした傾向は、

初期、中期、後期と練習が進むにつれて、生徒たちの動きを見守るようにした。 

最後に、舞台監督の生徒が所属する学級の担任の話を紹介する。 

「本人、学校行事などで目標がはっきりとしているときは、活発に動いているという感じは

するし、自分自身ができているという実感もしているようである。また、生徒会長選挙が先日ま

で行われていたが、生徒会の委員会に所属したいという気持ちが以前よりも強くなって、文化発

表会などの行事を通じて、将来は、教員になりたいと考えているようである。しかし、毎月一回

将来就きたい仕事が変わるほど、好奇心旺盛であると言える。」 

この舞台監督を務めた生徒は、担任の話によると、とても自身をつけたことように見えるが、

クラスの中ではまだ発表会直後ということもあり、そのはっきりとした成長を見つけることはでき

ないそうである。 

 

 

 

－106－



 

 

７ 研究のまとめ 

(1)  研究の成果 

生徒同士の学びがつながるような場を教育活動を通して、作り出していくためには、講義型の

ような授業スタイルではなく、生徒がアクティブに且つ主体的に学習活動に取り組むような仕掛け

を用意することはもちろんのこと、教師の働きかけ、いわゆるファシリテーションが重要な鍵の一

つになるものと思われる。 

今回は、８０名を超える生徒たちがそれぞれの役割を果たしていくきっかけとなる、そうした

存在が舞台監督を務めた生徒Aであるということが、実践の分析から推測される。文化発表会後に

書かれた作文の中に、舞台監督を務めた生徒Aの名前または舞台監督という言葉が書かれてあった

ものが３０枚近くあり、その生徒のリーダーシップが重要なものになっていたことが分かる。そ

のために、舞台監督の生徒が主体的に物事を考えて、仲間と協力し、劇を作っていこうとする姿

が他の生徒の心を動かし、他の生徒も自分達ができることは何かを考えて、動くことができてい

たということが、生徒たちからのインタビューや作文の記述からも分かる。 

 

(2)  今後の課題 

今回の研究は、実践したことを整理し、入手することができた様々な情報を重ね合わせていく

ことによりまとめた実践研究であったが、仮説検証型の研究と同じように、事前にゴールを見据え

た準備が必要だということがよく分かった。当然のことではあるが、それぞれの段階で入手したい

情報や資料なども事前に予測しておき、それに必要な準備が必要であると痛感した。特に、記録を

採るときは、音声記録の場合は動画記録のみに頼るのではなく、音声もしっかりと採っておかない

と、積み重ねていくための資料が十分ではないということも感じている。 

８月下旬に行われた職場体験学習を終えてから、本格的な準備が始まったこともあり、それま

でに十分な準備ができなかったことが悔やまれる。１学期の段階におけるリーダーシップを観察す

るような学校行事も多くあったものの、そうしたサンプリングを行うことができていない。どんな

場面においても、記録をするということがとても大切である。 

また、生徒の変容をアンケートではなく、子ども像という手法を用いて、様々な情報から生徒

の変容を浮き彫りにしていくという方法を採ったが、浮き彫りにするためにはどんな情報を集めて

おくべきなのかという事前のプランニングが思うようにいかなかったこともあり、作文、インタビ

ュー、練習中の動画、担任の話といったこと以外にももっと多くの情報を使って、より適切に生徒

の変容を浮き彫りにするべきであると考えている。 

今後は、こうした学年劇の制作などといった大がかりなことでなくても、こまめに情報を集め、

資料化していくことにも取り組み、重ねていく実践を統合的に分析するような視点の持ち方につい

ても検討をしていきたいと考えている。 

  

《参考URL》 

 ・文部科学省「芸術表現を通じたコミュニケーション教育の推進」 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/commu/1289958.htm  
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個人研究の部 数学科 

研究主題 自尊感情を育む数学科の指導 

～学習過程の工夫およびグルーピング・リハーサル・チェックを手立てとして～ 

 

佐賀市立東与賀中学校 教諭 上野 健太郎 

 

１ 主題設定の理由 

 本校の生徒は、一つの小学校から入学してくるので、他校と比べて比較的に生徒同士の気心が知れて

いることもあり、学級活動や学校行事における活動では団結力が強い。各活動においては、まじめで意

欲的に取り組む生徒が多い。清掃活動では、無言清掃を実施しているため、一人一人が自分の判断で時

間いっぱい掃除に取り組むことができている。また、校内外の行事においても、自主的に取り組む生徒

が多くなってきている。特に、校外の行事やボランティア活動に積極的に参加しており、ほとんどの生

徒がいずれかの活動に参加している。その反面、コミュニケーション能力が低く、自分の考えているこ

とや気持ちを伝えることが苦手で、新しい人間関係を築けない生徒や、不用意な言葉で相手を傷つけて

しまう生徒も少なくない。また、授業で失敗した経験をすると、教科に対しての苦手意識が芽生え、自

尊感情の低下につながる傾向が多くの生徒で見られる。 

 これまでの自身の経験から考えてみても，学習を進めていく上で自分に自信がなく授業に取り組む気

力がなかなか起こらない生徒や，課題解決を試みたとしても自分の解答に自信がなく発表をすることが

なかなかできない生徒が多く見受けられた。 

 そこで，本研究では研究主題を「自尊感情を育む数学科の指導」とし，数学の授業を中心に生徒が自

信を持てるような授業づくりを行う。また，副主題を「学習過程の工夫およびグルーピング・リハーサ

ル・チェックを手立てとして」とし，時間を計画的に使い問題解決をし、リハーサル・チェックを行う

ことで自信を持って発表することにより生まれる自尊感情と他者との関わりの中で生徒同士がお互い

を認め合い高め合っていく意識や行動力の向上を目指して取り組んでいきたいと考え，この主題を設定

した。 

２ 研究目標 

 数学の課題解決において，解き方について発表するために，事前に先生や生徒からのチェックとリハ

ーサルを行うことによって，自信を持って発表を行い、他者と関わりをもつことで，自尊感情の育成を

目指す。 

３ 研究の仮説 

  次のような手立てを取れば、自尊感情の向上が期待できるだろう。 

 ・数学について相談をすることが出来る生徒が近くにいる状態にある。 

・事前に先生や数学の得意な生徒に、発表の内容をリハーサル・チェックしてもらう。 

・自信を持って発表することができ、発表後はクラスの生徒からの賛同と拍手によって認められる事

により自尊感情が高まる。 

４ 研究の内容と方法 

（１） 研究の内容 

ア 数学科における自尊感情に関する理論研究 

イ 仮説検証のための継続的な授業実践と評価 
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ウ 目標に対する生徒の変容の調査と考察 

（２） 研究の方法 

ア 自尊感情に関する分析 

イ 授業実践を行い，生徒の様子の観察 

ウ アンケートの実施により，生徒の変容の検証及び評価 

５ 研究の実際 

 （１）研究の構想 

  

図１ 研究の構想図 

 本研究を構造化すると図１のようになる。私は、自尊感情の高まりのためには、「出来た」、「認

められた」という感情が大きく関係していると考えた。「出来た」、「認められた」という経験をす

るためには、周りからの賛同・拍手があると望ましいと考えた。また、発表するまでに乗り越えな

自尊感情の高まり 
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いといけない課題としては、「間違っているかもしれない」、「何と説明したらいいか分からない」

という点なので、その点の解決のために、事前準備として先生や生徒の力を借りて、前もってチェ

ック・リハーサルをすることで解決できると考えた。 

 （２）数学科における自尊感情に関する理論研究 

ア 中学校学習指導要領解説数学編より 

 

 「中学校学習指導要領解説数学編」第２章数学科の目標及び内容には、「数学的活動の楽しさ

については数学のよさとともに実感することとしている。これは、これまで以上に情意的な側

面を大切にし、数学を学ぶことへの意欲を高めるとともに、数学的活動に主体的に取り組むこ

とができるようにし、数学を学ぶ過程を大切にするとの趣旨によるものである。」（１）と示され

ている。このことから、まずは数学を学ぶことへの意欲を高めるためにも、事前にリハーサル・

チェックを行うことで、安心して発表することが出来るようになり、クラスの生徒から承認の

拍手によって認めてもらう事で自分に自信がつくのではないかと考える。 

イ 自尊感情とは 

自尊感情（self-esteem：セルフ・エスティーム）とは、自分自身を価値ある者だと感じる感

覚である。自分自身を好きだと感じ、自分を大切に思える気持ちである。自分の長所も短所も

全てを含んで、自分がかけがえのない存在だと感じることを自尊感情という。しかし、ここで

いう自尊感情とは数学の授業において、数学が苦手な生徒も事前に準備することで、発表する

事への抵抗感を減らし、無事発表することが出来たという達成感と周りからの賛同と拍手によ

り、この授業への参加意識の向上と、自分は必要な存在、大切な存在であると認識することと

する。 

 （３）学習過程の工夫 

図２ 授業時間の利用法 

前回授業終了後～ 休み時間 授 業（平常 50分、短縮 45分） 

事前に指定された問題を解き、解説の仕

方を考える。そして、先生または数学の

得意な生徒にチェックをしてもらう。 

前回の授業で指定された問

題を、発表できるよう黒板に

準備をしておく。 

（5～10分） 

発 表（解 説） 

5問（5人） 

（40～45分） 

授   業 

       

図３ 休み時間に黒板の準備をしている様子       図４ 発表している様子 

 数学的活動を通して、数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての理

解を深め、数学的な表現や処理の仕方を習得し、事象を数理的に考察し表現する能力を高

めるとともに、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、それらを活用して考えたり判

断したりしようとする態度を育てる。（１） 
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 発表までの流れは図２の通り、前回の授業中に問題を解く発表者の指定を行い、次回授業の前ま

でに課題を解き、その解説の内容を考える。そして、先生または数学の得意な生徒にその解説の内

容が合っているかをチェックしてもらう。また、授業直前の休み時間に時間短縮のため黒板に発表

の準備を行っておく。授業開始 5～10分間で 5問（5人）の解答、解説を行ってもらう。 

（４）グルーピングの工夫 

図５ クラスの班構成について            図６ 班の構成について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生のクラスは３クラスとも約３６人で構成されているので、図５のように各クラス９班構成

とした。また、４人班で構成して授業中も教え合うことが多いので、その班の中の構成も数学の理

解度の高い生徒（今までの成績や授業の状況を見て評定が４または５になりそうな生徒）上位９名

を「Ａ」、数学の苦手な生徒（評定が２または１になりそうな生徒）下位９名を「Ｃ」、残りのある

程度数学を頑張れる生徒（評定が４または３になりそうな生徒）を「Ｂ」とすると、各班に１人ず

つ「Ａ」の生徒を配置し、授業中も教えやすいよう隣に「Ｃ」の生徒、そして後ろに「Ｂ」の生徒

を２人配置し話し合いの際にはそれぞれ教え合うことが出来る環境を作っておく。図６は、班の話

し合いの際、教え合う可能性が高い方向を示す。 

 （５）チェック・リハーサルの実践 

Ｃ１～５：生徒の発言 、Ｔ：先生の助言 問 題 

Ｃ１：２乗して、かけて、引いたら答えは－５です。 

Ｔ ：計算する順番もですが、もっと丁寧に途中の計算 

を説明しましょう。 

Ｃ１：まず、－２の２乗をすると、４になります。次に、 

引き算よりもかけ算が先なので、４×３をして 

１２となり、最後に引き算の７－１２をして答 

えは－５です。 

 

Ｃ２：分母を１２にして、計算すると答えは 

（－a＋４）／１２です。 

Ｔ ：なぜ１２にそろえるのか。真ん中にある「－」は 

どう取り扱うかは大事なところなので説明を加え 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

      

      

      

      

      

      

 

 

アドバイスの方向 

Ａ Ｃ 

Ｂ Ｂ 

 

7班 4班 1班 

8班 5班 2班 

9班 6班 3班 
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ましょう。 

Ｃ２：通分をしないと計算ができないので、分母の４と 

６の最小公倍数である１２にそろえる。そのため 

に、前を３倍、後ろを２倍する。その後、真ん中 

の「－」は後ろの分数全体にかかっているので、 

分子に分配して計算をすると、（－a＋４）／１２ 

です。 

 

Ｃ３：代入して計算すると・・・（中略） 

   （ｘ、ｙ）＝（５、１）です。 

Ｔ ：連立方程式の解き方には２通りあるよね。 

   何法と何法かな？ 

Ｃ３：加減法と代入法です。 

Ｔ ：じゃあ、何でこれは代入法で解いたのかな？ 

Ｃ３：ｘ＝５ｙというようにｘ＝○という式があるので、 

   代入法が使えると思い、代入法で解きました。 

Ｔ ：その考え方は大事なので、みんなに代入法で解く 

ことを選んだ理由を伝えましょう。 

 

Ｃ４：全部で４通り中１枚が表、１枚が裏になるのは 

２通りなので、２／４＝１／２です。 

Ｔ ：発表の時は、黒板に表を書いて説明をした方が良 

いですね。 

 

Ｃ５：三角形の内角の和は１８０°なので、右側の三角 

形を見ると、６０°と４０°なので残った角は 

１８０－（６０＋４０）より８０°です。 

また、対頂角は等しいので、左側の角も同じ８０° 

です。よって、左の三角形の内角が３０°と 

８０°なので、∠ｘは１８０－（３０＋８０）よ 

り７０°になります。 

Ｔ ：良く説明ができています。解き方はいろいろある 

ので、答えまでの説明ができれば解き方はどんな 

物でも良いですが。この図形は、特によく出てく 

る特徴のある図形なので、簡単な解き方もみんな 

に知らせておきましょう。内角と外角の関係より 

右の三角形の外角と左の三角形の外角は同じ角に 

なるので、つまりは対頂角以外の２つの角の和が 

それぞれ等しくなるので、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） ２枚の硬貨Ａ、Ｂを同時に投

げるとき、１枚が表、１枚が裏の出る

確率を求めなさい。 

 

 

（５）右の図の∠ｘの大きさを求めな

さい。 
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ｘ＋３０＝４０＋６０ 

   という計算で、簡単に出すことができますよね。 

   大事なことなので、みんなに伝えてあげましょう。 

 はじめはどうしても説明することが苦手で、答えだけを書く事が多く、途中の説明を省略する事

が多かった。しかし、クラスの中には数学が得意な生徒と苦手な生徒といろいろな生徒がいるので、

誰が聞いても分かるように丁寧に説明をするように話をすることで、途中の計算までしっかりと説

明をすることができるようになってきた。また、数学では解法が１つではなく複数の解法がある問

題もある。その場合は、１つの解法を説明してもらい、他の生徒に「他の解法があったら説明して

下さい。」と投げかけ、複数の解法を説明してもらうようにした。 

６ 研究のまとめ 

（１） アンケート結果より 

 

図７ アンケート結果① 

 

図８ アンケート結果② 

 アンケート結果より、今回の研究目標である自尊感情の代表である「自分が好きである・自分が

大切だ」という生徒が全体的に若干であるが増えていることが分かった。また、チェック・リハー

サルを行った成果なのか、分からない問題は先生に聞くことができるという生徒が増えた。確かに

実際に、休み時間や放課後を使って数学の問題を質問に来る生徒が増えたという実感があった。 
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図９ アンケート結果③ 

 そして、「前に出て発表することに慣れましたか」という質問には、約７割の生徒が慣れた、少

し慣れたという解答をしている。しかし、中には発表する回数が少なくてまだ慣れないという生徒

や数学が苦手なので自信が持てないという意見もあった。 

『発表後、みんなから「良いです。」や拍手をしてもらってどうでしたか』 

・嬉しい。特に、先生から言ってもらえたら嬉しい。 

・みんなに分かってもらったら嬉しいと思った。 

・よかったと安心し、自信がもてた。 

・少し自信がもてる。   ・ありがとうございます。 

・無事発表できたことで、ほっとする。   ・良い気持になる。 

・まんざらでもない。   ・安心する。   ・よかった。   ・照れる。 

・スカッとする。   ・やりがいがあったと思う。   ・特にない 

 

図１０  アンケート結果④ 

また、発表した後のみんなから「良いです。」や拍手をしてもらっての感想を見ると、全体的に

やはり「嬉しい」、「安心」、「自信がもてた」という意見がほとんどで、発表後の賛同や拍手をする

ことは、自尊感情が向上するためには効果的であることが分かった。 

（２） 研究の成果 

（仮説）・数学について相談をすることが出来る生徒が近くにいる状態にある。 

・事前に先生や数学の得意な生徒に、発表の内容をリハーサル・チェックしてもらう。 

・自信を持って発表することができ、発表後はクラスの生徒からの賛同と拍手によって認

められる事により自尊感情が高まる。 

・事前に発表者を決める事によって、前もって先生や数学が得意な生徒にアドバイスをもらい、準

備をすることができたので、発表するための弊害は減り発表しやすくなった。 

・休み時間の間に発表の準備をすることで、授業時間を有効に使い、授業時間の確保をすることが

できた。 

・前に出て問題の解法の説明をすることによって、自分の中での解法の再確認（復習）になること
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と、発表後の周りの生徒からの「良いです。」という賛同の言葉と拍手によって「嬉しい」、「安心」、

「良かった」という気持ちになり、自分の存在価値をそこに見いだすことができた。 

（３） 研究の課題 

・チェック・リハーサルを行ったが、次回の授業までにというように、チェック・リハーサルの時

間の指定をしていないためバラバラに来て大変だった。学びのパターンとして定着させるための工

夫が必要である。 

・発表時に、数学的な専門用語を利用して説明することが徹底できなかった。その分、苦手な子に

対しては、分かりやすい説明だったかも知れないが改善の必要がある。 

・ほぼ毎時間授業開始に発表を行ったが、どうしても約 10分は時間がかかり、授業時間が短くな

ってしまった。問題数を 5問としていたが、問題数を減らして授業時間の確保を行うか、もっとほ

かの手立てを考え問題数は変えずに時間短縮を考えるか、または毎時間ではなく隔時間にするなど

の工夫をする必要がある。 

・発表をする準備は、前もってリハーサル・チェックまで行っていたので問題はなかったが、人前

に出て話をすることになかなか慣れることができず、苦手意識が抜けなかった。 

・ほぼ毎時間発表を行ったが 1時間につき 5問ずつだったので、次回の順番がまわってくるまでに

7時間（1クラス 36人程度なので）かかるので、1人当たりの回数があまり多くできなかった。 

・発表の際、発表者に対し質問をすることがほとんどなかった。難しい問題や解法がいろいろある

問題については、発表者に対し質問を投げかけ、その質問にも答えることができれば、今まで以上

に自尊感情の高まりを期待できるのではないかと考えた。 

《引用文献》 

（１） 文部科学省   『中学校学習指導要領解説 数学編』 2008年 教育出版 
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態度の評価基準 

郷土資料 

道徳教育資料 

標準学力検査報告書 

教育相談 

学習指導資料集(国語、算数・数学) 

道徳指導計画 

学習指導資料集(社会) 

学習指導資料集(理科) 

別編採集案内 

特別教育活動の手引き 

郷土資料(改訂版) 

郷土資料(改訂版) 

全小学力調査報告書(社会、理科) 

教師研修に関する研究 

学力調査報告書(国語、算数・数学) 

学校行事の精選 

学力調査報告書(社会、理科) 

指導要録の記入(学力評定) 

学力調査報告書(音楽、技術・家庭) 

指導要録の記入(行動評定) 

問題児の生活態度に関する研究 第１年次 

問題児の生活態度に関する研究 第２年次 

学習意欲の発現を阻害する要因の調査研究 

－小・中学校で行われるテストの児童生徒の学習意欲におよぼす影響一 

修学旅行の検討(修学旅行の手引き)                    第１年次 

遠足・修学旅行の手引き 第２年次 

「小・中学校児童生徒指導要録」の記入要領               第１年次 

「小・中学校児童生徒指導要録」の記入要領               第２年次 

野外教育ガイドブック 

「準教科書・副読本・ワークブック等の効果的利用」「学校行事の精選と効果的運営」  第１年次 

「準教科書・副読本・ワークブック等の効果的利用」「学校行事の精選と効果的運営」  第２年次 

学習集団の中の個別指導のあり方 (第１集) 一国語、算数・数学一 

学習集団の中の個別指導のあり方 (第２集) 一社会、理科一 

「学校裁量」の教育活動 

「学校裁量」の教育活動 

ゆとりと充実のある教科学習指導(授業)の研究 一国語、算数・数学において一 

ゆとりと充実のある教科学習指導(授業)の研究 一理科、社会において 

児童生徒の問題行動に関する研究―反社会的行動の前兆を示している実態調査をしてー   第１年次 
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児童生徒の問題行動に関する研究一反社会的行動の前兆を示している実態調査をして一  第２年次 

児童生徒の問題行動に関する研究一反社会的行動の前兆を示している実態調査をして一  第３年次 

実践力を育てる道徳教育と資料の研究 第１年次 

実践力を育てる道徳教育と資料の研究 第２年次 

自主的・実践的態度を育てる特別活動の研究 一学級会・学級指導を中心として一    第１年次 

自主的・実践的態度を育てる特別活動の研究 一学級会・学級指導を中心として一    第２年次 

一斉指導をふまえ、個を生かす指導の研究 一国語科(理解)指導を通して一 第１年次 

一斉指導をふまえ、個を生かす指導の研究 一国語科(理解)指導を通して一 第２年次 

新教育課程実践に向けての研究 一課題学習を通して一          第１年次 

※小学校「生活科」の指導の在り方  ※中学校「数学科」における個を生かす指導の在り方 

一人ひとりのよさを生かす学習指導 一「国語科」における学習指導と評価一  第１年次 

一人ひとりのよさを生かす学習指導 一「国語科」における学習指導と評価一  第２年次 

ティ一ム・ティ一チングの導入やパソコンの活用による個に応じた学習指導法の工夫改善 

一算数科・数学科の学習指導を通して一 第１年次 

ティ一ム・ティ一チングの導入やパソコンの活用による個に応じた学習指導法の工夫改善 

一算数科・数学科の学習指導を通して一                                    第２年次 

生きて働くことばの力を育てる国語科学習の創造 

ふるさと佐賀市 “再発見” 一郷土学習資料集一  (教師用)         第１年次 

新たな進路指導の展開をめざして 

 一職場訪問を生かした進路指導一 中学校進路指導資料  (教師用１) 

中学生のための上級学校ガイドブック  (中学校進路指導学習資料)  (生徒用) 

新たな進路指導の展開をめざして 

 一職場訪問を生かした進路指導一中学校進路指導資料  (教師用２) 

ふるさと佐賀市 “再発見” 一郷土学習資料集一  (児童用)        第２年次 

小・中学校における「総合的な学習の時間」に関する研究Ⅰ      第１年次 

小・中学校における「総合的な学習の時間」に関する研究Ⅰ      第２年次 

小・中学校における「総合的な学習の時間」に関する研究Ⅰ      第３年次 

基礎・基本の定着をめざす学習指導の工夫  一小Ⅰ中学校国語科一 

基礎・基本の定着をめざす学習指導の工夫  一小学校算数科・中学校数学科一 

学校における教育実践の共有化を目指す教育活動の推進 

 一学校図書館の資源共有化を中心として一 

学校における環境教育及び環境保全活動の推進            第１年次 

 一ゴミ環境教育カリキュラムの作成及び実践を通して一 

学校における環境教育及び環境保全活動の推進            第２年次 

 一ゴミ環境教育カリキュラムの作成及び実践を通して一 

子どもがつながるための学級経営 

 一担任と子ども、子ども同士のかかわりにこだわって一       第１年次 

子どもがつながるための学級経営 

 一担任と子ども、子ども同士のかかわりにこだわって一       第２年次 

 

－117－



Ｎｏ.３ 

H 21 

 

 

 

 

 

 

22 

 

 

 

 

 

   23 

 

 

 

 

 

 

 

   24 

 

 

 

 

 

 

 

   25 

 

 

 

 

 

   26 

 

 

 

 

69号 

 

 

 

 

 

  

70号 

 

 

 

 

 

71号 

 

 

 

 

 

 

 

72号 

 

 

 

 

 

 

 

73号 

 

 

 

 

 

74号 

 

 

 

 

課題研究部 

わかる喜び・できる喜びを求めた授業づくり             第１年次 

児童生徒理解部 

認め合う人間関係を育む支援のあり方                第１年次 

～向き合い・つなげる・居場所づくりの実践～ 

個人研究        小学校教諭 １０名  中学校教諭 １名  

教材、教具創作の部   中学校教諭  １名 

課題研究部 

わかる喜び・できる喜びを求めた授業づくり             第２年次 

児童生徒理解部 

認め合う人間関係を育む支援のあり方                第 2年次 

～向き合い・つなげる・居場所づくりの実践～ 

個人研究        小学校教諭  ６名  中学校教諭 ２名 

これ以降は、研究紀要をＣＤ―ＲＯＭだけに代わる 

課題研究部 

活用する力を育てる授業実践                    第１年次 

一言語活動を重視した学習活動を取り入れて一 

児童生徒理解部 

児童生徒の安心できる環境づくり                  第１年次 

～不登校の未然防止・対処のあり方を探る～ 

個人研究        小学校教諭  ７名 

教材、教具創作の部   小学校教諭  １名 

課題研究部 

活用する力を育てる授業実践                    第２年次 

 一言語活動を重視した学習活動を取り入れて一 

児童生徒理解部 

児童生徒の安心できる環境づくり                  第２年次 

～不登校の未然防止・対処のあり方を探る～ 

個人研究        小学校教諭  ５名 

教材、教具創作の部   中学校教諭  １名 

課題研究部 

主体的に考え表現する能力の育成                  第１年次 

児童生徒理解部 

自己肯定感を高め、認め合う学級集団づくり             第 1年次 

～自己肯定感を高め、よりよい人間関係の構築を探る～ 

個人研究部       小学校教諭  ３名 

課題研究部 

主体的に考え表現する能力の育成                  第 2年次 

児童生徒理解部 

認め合う集団づくり                        第 2年次 

～自己肯定感を高め、よりよい人間関係の構築を探る～ 
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  26 

 

  27 

 

 74号 

 

 75号 

個人研究部       小学校教諭  5名 

教材・教具創作の部   小学校教諭  2名 

課題研究部        

体育の楽しさを求めて主体的に取り組んだり、自ら健康・体力向上   第１年次 

を図ったりする児童生徒の育成 ～特性に触れる楽しさを大切にし 

た授業つくりと健康・体力づくりの取り組みを手立てとして～ 

児童生徒理解部 

児童・生徒の社会性を育む集団づくり                第１年次 

～自己有用感をもてる支援のあり方を探る～ 

個人研究部       小学校教諭  10名 

            中学校教諭   2名 
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